




















本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。

















　ＣＯＮＴＥＮＴＳ










１　鳥籠の中には書き割りの空と、おとぎ話が住み着いていました。

２　慎重に羽ばたいてください。そして、自分の羽が蝋で出来ていないことを祈って。

３　外から見た鳥籠は、すっかりとただの檻になり果てて

４　囁いているのは誰？　卵の殻の中にいるのは。

５　そして霧は晴れていきました。まるで幕を開けるように。

６　祝祭の歌を響かせましょう、生まれていないものの目を覚ますため。

あとがき
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　クリステルが好きな物はたくさんある。

　窓から寝台に降ふり注そそぐ優しい朝日とか、カラメルをかけた小さなお菓子とか、引き出しの奥にしまった古い金の指輪とか。

　彼女の住む館やかたは静かで、古びていて、綺き麗れいなものに満ちている。クリステルは館にあるすべてのものが大好きだ。中でも彼女が一番に愛しているのは本であった。

　本を読んでいる間中、クリステルは果てしない自由を感じる。

　本から広がる想像の中でなら、彼女は万能で世界は無限だ。身体からだは館の図書室に座りこんだまま、クリステルの心は本の中の世界へとどこまでも羽ばたいていく。

「──そのお城には、とある王様の一族が住んでいました。王様には綺麗な姫君がひとりいて、王は姫のことがたいそう自じ慢まんだったのです」

　かび臭くささと水の匂いの入り交じる図書室で、クリステルは今日もしあわせに本のページをめくる。

　書しよ架かを背にしてうずくまり、白い寝間着の膝ひざに載のせているのは一冊の絵本だ。澄すんだ夕暮れの紫むらさきに染めた羊の革で装そう丁ていされ、金のリボンで結んで留めるようになっている、凝こった装丁の立派な絵本。大だい分ぶ古いものらしく、すりきれかけた革表紙の中央には塔と王冠の意い匠しようが金で箔はく押おしされただけで題名はない。

　内容は子供でも読める不思議なおとぎ話で、今年十五歳になったクリステルにふさわしいものではないかもしれない。それでも彼女にとってこの本は特別だった。

　なぜだろう、クリステルはこの本に触れているだけでとても安心できる。中のお話を口に出せば優しい気分になれる。

　絵本を慈いつくしむように撫なでながら、彼女は小さな声で続ける。

「王はあまりに美しい姫が誰かに攫さらわれてしまうのを恐れて、塔の一番上の部屋に閉じこめてしまいました。病やまいがちの姫はたったひとり、長い間塔の中で暮らしていたのです。……塔の一番上の部屋。眺ながめはよさそうだけど、本はあったのかしら？」

　素そ朴ぼくなペン画の挿さし絵えを眺めているうちに、クリステルの思考は文面から離れて自由な空想の世界にさまよいだした。

（もしも、私が塔に閉じこめられてしまったらどうしよう。……そうね。そこに本があるなら大丈夫。辞書や目録でもいい。とにかく読み飽きないほどの本さえあれば、狭せまい塔の一室だって生きていけるわ。でも、もしも本がなかったら？　いくらお願いしても、一冊の本しか部屋に持ちこむことを許されなかったら？　私はどんな本を持っていけばいいんだろう）

　考え出すとそちらに夢中になってしまって、クリステルは絵本を閉じて立ち上がった。

　足あし下もとまである柔やわらかなナイト・ドレスの裾すそを揺ゆらし、長い糖とう蜜みつ色いろの髪を背中へ押しやって、彼女は今まで背にしていた書架に向き合う。

　クリステルの居る図書室は、壁の四方を書架に囲まれた真四角な部屋だ。窓まどは天てん井じようにひとつだけあって、大きな四角い板硝子いたガラスがはまっている。

　その天窓から落ちてくる朝日だけが、今この部屋にある明かりだった。壁についたランプが灯ともされるのは朝食の後と決まっていて、その時間まではまだ間があるからだ。

　クリステルは淡い自然光だけを頼りに本の背表紙を眺めていった。

（どの本も本当に素敵だったな。おとぎ話や神話には物語の魂たましいみたいなものが宿っているし、ちょっと背伸びをしたいとき読む恋物語もどきどきできて好き。一番気楽に読めるのは硬派で破は天てん荒こうな冒険物語とか、波は瀾らん万ばん丈じようで感動的な偉い人じん伝でんや歴史物語かな。でも、もし塔の上に一冊の本しか持って行けないなら、いっそ物語じゃなくて辞典のほうが想像が広がっていいのかもしれない。それとも、暗号みたいな数字ばかりの本とか……？）

　改めて見るとどれもこれもが大好きな本ばかりで、クリステルは深いため息を吐ついて身を翻ひるがえした。

　彼女は生まれてからこれまでの十五年で、この図書室の本をすっかり読み尽つくしている。童話から辞書から意味のわからない専門書まで、ここにあるものの内容ならほとんど空そらで思い出せる。それでも実際に本を持ってページをめくる感触は捨てられなかった。

（いっそ、この図書室すべてを封じこめることができる本があればいいのに。その本を開けると、いつでもどこでもこの図書室が目の前に現れるの）

　彼女は考え考え、裸足はだしでタイル敷きの床を横切った。この図書室は絨じゆう毯たん敷きの他の部屋とは違って、床にも壁にも水色と赤紫色の細かなタイルが幾き何か学がく模も様ようを描いて貼られている。しかも床の中央には人造池のような四角いくぼみがあるから、見た目は豪ごう華かな浴室のようだ。このくぼみには実際浅く水が張られているが、なぜなのかはわからない。

　クリステルはふと気が向いて人造池の縁ふちに腰をかけ、足先を透明な水に触れさせた。この水はいつでも少し暖かくて心ここ地ちいい。池の真上にある天窓から注ぐ光が人工池の水に美しい文もん様ようを生み出して、その文様のいくらかが自分の寝間着に柔らかく映りこんでいる。

　その膝に紫の絵本を置くと、本にも優しい水の文様が広がった。まるで本に微ほほ笑えみかけられているような気持ちになって、クリステルはじわりと胸の奥が温まるのを感じる。

　やはりこの絵本はどこか特別だ。

「……本当に、どうしても一冊だけ選ぶのだったら……やっぱりこの本にしよう。うん、きっとそれがいいわ。そんな気がする」

　クリステルは改めて紫の絵本を抱きしめ、そっと目ま蓋ぶたを閉じた。

　と、間を置かずに扉のほうから礼儀正しいノックの音が聞こえてくる。

「どうぞ、入って」

　クリステルは一気に我に返り、顔を上げて扉に声をかけた。そのまま慌てて立ち上がり、柔らかな髪に寝ね癖ぐせがついていないかどうかをせっせと確かめる。何しろ起きてそのままこの図書室に来たので、まだ鏡も見ていない。

　どうにか彼女が見た目を繕つくろい終えたところで、黒く固い木で作られた扉がゆっくりと開いた。同時に、ふわりと優しい澄んだ声が響く。

「──クリステルお嬢様。こちらでしたか」

　図書室の扉を開けたのは、声にふさわしい繊せん細さいな容姿のひとだった。

　少年期を脱したばかりの十代後半を思わせる華きや奢しやでしなやかな身体を、真っ白なシャツと黒くて裾の長い上着とズボン、磨みがき抜かれた革靴に包み、手にはこれまた染みひとつない白い手袋をつけた青年。

　見慣れた彼の姿に、クリステルは自然に顔をほころばせた。

「おはよう、ヴィリ。今日もいい天気みたいね」

「おはようございます、クリステル様。今朝も雲ひとつない晴れ模様ですよ。朝あさ霧ぎりも出ておりません。昨夜はよくお休みになられましたか？」

　溶けてしまいそうな柔らかな声で言いながら、ヴィリは静かに図書室に入ってくる。

　音を立てない完かん璧ぺきに上品な所しよ作さにつれて、彼の闇のように黒い髪が揺れた。少し長めの前髪が白はく磁じの肌によく映はえて、どこか不思議なほどに清潔な印象を与える。彼はたとえるなら高こう山ざんに咲くというすんなりした白い花のような、清せい楚そで繊細な美び貌ぼうの持ち主であった。

　ヴィリはどこから眺めても非の打ち所がないが、中でもクリステルの一番のお気に入りは瞳ひとみだ。クリステル自身の瞳は黄たそ昏がれのような少し寂さびしげな紫だが、ヴィリのそれは右目が輝かしい金色で、左目は純粋で不透明な銀色なのだ。

　まるで太陽と月のような、神秘的な瞳だった。

「もちろん、よく眠れたわ。あのね、私、とても綺麗な霧の夢を見たの。この本に出てくるのと同じ、薄紫のヴェールみたいな幻想的な霧の夢だった。だから私は思ったの、今日はきっと特別な日なんだって。きっと、この館のどこかに物語の中の世界へ入りこむ扉が開くような日なんだ、って」

　クリステルは大好きなヴィリに歩み寄り、しあわせに話しかける。彼女は本を読むことと同じくらいに、この美しい使用人と話すのが大好きだった。

　ヴィリはクリステルの話を聞くと、柔らかな微笑みを深めて言う。

「それは素敵でしたね。では、お召し替えの前に寝間着のままで図書室へいらしてしまったのは、その夢のせいということですか？」

　言われてみると少し恥ずかしくなり、クリステルはわずかに縮ちぢこまる。

「……ごめんなさい。気分が浮き立って、どうしてもすぐにこの本が見たくなってしまって。怒ってる？　ヴィリ」

「いいえ。まさか。どうしてわたしがクリステル様に対して怒ったりするでしょう」

　ヴィリは微笑んだまま囁ささやき、少しだけお辞じ儀ぎするように腰を折った。彼はいつもけして怒ったりしない。声を荒げることもない。ただ静かに諭さとしてくれるだけだ。

　ヴィリは小柄なクリステルと目線を合わせると、礼儀正しく片手を差し伸べる。

「でも、少しだけ淑しゆく女じよらしくない行おこないだったかもしれませんね、寝間着で出歩くというのは。よろしければ、わたしと一緒にお部屋へ帰っていただけますか？」

「ええ、今すぐそうする。ごめんなさい」

「いいえ、こちらこそ差し出がましいことを申し上げました。お許しください」

　ヴィリが少し憂うれいを含んでまつげを伏せたので、クリステルは慌てて首を振った。

「そんなの、いいの。私を思ってくれてのことだもの、許すわ。もちろんよ」

　心の底からクリステルが言うと、ヴィリはふんわりと優しい微笑みを取り戻す。そんな彼を見ると、クリステルの身体は安あん堵どと喜びでほんのりと温ぬくまった。

　大切なヴィリ。彼はなんて美しくて、優しくて、完璧なのだろう。

「ありがとうございます。それでは──」

　ヴィリは丁てい寧ねいに頭を下げてから紫の絵本を書架へと戻し、クリステルのもとへ膝をついた。

「私につかまってください、クリステル様」

「あ……でも、私、自分で歩けるから」

　ヴィリが何をしようとしているのかを察すると、クリステルは少し恥ずかしくなる。

「ご無礼は承知ですが、お嬢様を裸足で歩かせるわけにはまいりませんので」

　こうなってしまうと、ヴィリはけして主張を変えてくれない。

　クリステルは仕方なく、ちょっと頰を赤らめながら彼の首に手を回した。滑なめらかな黒髪をかき分けてしがみつくと、ヴィリはふわりとクリステルの身体を抱き上げる。
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　細い腕なのに、まったく重みなど感じていないような所作だ。

（私、まるで飛んでるみたい。羽根のある神の使徒が飛び上がるときはこんな感じ？）

　抱き上げられてしまえば独特の浮遊感が楽しくて、クリステルは恥ずかしいのもすぐに忘れてしまう。

「ねえ、ヴィリ。なんだかこうしていると、私、伝説の姫か女神になったみたいな気持ち」

　ヴィリの耳元にこっそり囁くと、彼は同じように小さく囁き返してくれた。

「クリステル様は姫君ですよ。円えん環かん都と市しを統すべる由ゆい緒しよあるボヌフォア家の、たったひとりのお嬢様です」

「そうね。そうなのだけど」

　穏おだやかな振動を感じながら、クリステルはぽつぽつとオイルランプの灯る廊下を眺める。

　由緒あるボヌフォア家。それは古くから続く『円環都市』という都市国家を統べる首長の家だ。その証あかしに、クリステルの住む館はとても古くて大きい。長い廊下を行けば、壁には高価な絵が何枚もかかり、柱は凝った漆しつ喰くい飾かざりで装そう飾しよくされているのがわかる。

　すばらしいものがいっぱいに詰まった館に生まれ、育ってきたボヌフォア家の娘、クリステル。彼女はオイルランプの暖色の明かりで照らされる、柱にくっついた漆喰の化け物の顔を眺めてぼんやりと考える。

　ここは確かに王様の城だ。けれど、どうして王はどこにもいないのだろう。

　王だけではない、ここには王妃も、大臣も、侍じ従じゆうもいない。

　クリステルが物心ついたときから、彼女はヴィリと二人きり。

　館から出たこともほとんどなければ、自分の民たみを見たこともないのだ。

（きっと何か、ひどい呪のろいがかかっているに違いないわ。物語ではいつでもそうだもの。そうしていつか、呪いは解けるの。今日か、明日か……それとも百年後なのかしら？）

　何度も繰くり返かえした考えをなぞりなおして、クリステルは今日も一日を始める。
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「本日の朝食は、ポーチド・エッグとベーコン、ハーブのサラダをご用意しました」

　あれからヴィリに着替えを手伝ってもらって、髪をきちんととかして整ととのえ、顔を洗って、やっと朝ご飯の時間になった。

　クリステルの食事は、いつも小さな家族用の食堂に用意される。

　もっともこの食堂が小さいというのは、大食堂に比べての話だ。端から端まで歩くには大人おとなでも二十歩ほどかかるし、複雑な模様を織おりこんだ絨毯の上に据すえられた食卓は長く、いつでも顔が映るくらい磨きこまれている。石造りの暖だん炉ろの中には華やかな造花が飾られ、壁にはぐるりとボヌフォア家代々の肖しよう像ぞうがかかって、ひとり食卓につくクリステルを見下ろしていた。

　クリステルは皿の上に載った銀色の丸い蓋ふたを眺める。色ガラスをはめた窓から光が差しこみ、銀の蓋の上で躍おどっている。

　色とりどりの光に彩いろどられた自分の鏡像は瘦やせていた。

　白い顔にぼんやりとした紫の瞳。柔らかな長い金髪には腰がない。

（ずいぶんと頼りない顔。全然姫君らしくない。きっとこれも呪いのせいね）

　子供向けの本によれば、姫君は大たい抵てい呪いにかけられるものだ。クリステルの大好きな紫の絵本の中でも、王によって塔に閉じこめられた姫君は、結局鳥に姿を変えた悪い魔女の呪いで毒を受けてしまう。もっとも恐れていた事態に嘆なげき悲しんだ王は、姫の中の毒を封じこめるために善よい魔女の魔法で姫を眠らせるのだ。

（私にかかっている呪いはどんな呪い？　ひとりぼっちになってしまう呪いとか、ヴィリ以外のひとが見えなくなってしまう呪いかな。どうせなら鳥や魚になってしまう呪いがよかった。鳥や魚なら、食事もついばむくらいの量ですむはずだし）

　クリステルは心を想像の国に羽ばたかせたまま、ヴィリが目の前の銀の蓋を皿から取り去るのを見ていた。暖かな食べ物の匂いを感じて淡あわく微笑み、ナイフとフォークを手にする。

「ありがとう、ヴィリ」

　いつものように礼を言って卵にナイフを入れるが、正直なところ食欲はない。

　全部に少しずつでも手をつけなくてはヴィリが許してくれないので、丁寧にひとかけらずつ切り取って口に運ぶだけ。それがクリステルのいつもの食事だ。

　クリステルの横に控ひかえたヴィリは、わずかに声を曇くもらせて告げた。

「大変申し訳ないのですが、パンを切らしております。トーストの代わりに、今日はオートミールを用意させていただきました」

「かまわないわ。トーストも、いつも半分くらいしか食べられないもの」

　卵の欠片かけらを飲み下してから、クリステルは銀のスプーンを灰色のオートミールに浸ひたす。これは穀こく物もつの原形もあまり残っていない、味も食感もぼやけた粥かゆだが、クリステルは別段嫌いではない。他の食物に比べてとても栄養が豊富らしく、少しの量で食事が終わるぶん食の細いクリステルにはありがたいくらいだ。

　もっともヴィリのほうは恐きよう縮しゆくしっぱなしのようで、少し悲しげに瞬まばたいて言う。

「お食事が終わりましたら、すぐにパンの材料を手に入れに参ります。今日のクリステル様のご予定は、午前に歴史と詩学、午後は音楽の時間ですが、おひとりでも大丈夫ですね？」

「もちろん、大丈夫よ。行ってらっしゃい、ヴィリ。気をつけてね」

　にっこりと微笑んでみるが、内心は少し寂しかった。

　ヴィリがいなくなれば、クリステルはこの館に本当にひとりきりだ。彼女は館の外に出て行くことはしない。なぜならヴィリに言われているから。

『あなたはこの館の女主人です。ここにおられるのがあなたの仕事です』と。

　だからといって、館にこもっていてもお客が来るわけではないし、忙しくするような仕事があるわけでもない。困ることはないが、どことなく不安になる。

（でも、不安だからってヴィリは引き留められない。彼には誇ほこりと仕事があるんだもの）

　そう、クリステルの身の回りの面倒をみるという彼の大仕事を邪魔をしてはならない。

　たとえ特別トーストを愛しているわけでなくとも、だ。

　ヴィリはいつもどおり丁寧にお辞じ儀ぎをして、唇くちびるに淡い笑みを取り戻す。

「ありがとうございます。それでは、あと一口ずつ召し上がってください。──帰ってきましたら、また小さなお菓子を焼きますので」

「約束よ。本当の本当に、約束だからね」

　クリステルはため息交じりに言って、オートミールをもうひと匙さじだけ口の中に押しこんだ。

（でも、本当はあなたが早く帰ってきてくれるほうがよっぽど嬉うれしいのよ、ヴィリ）
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　朝食の後、ヴィリは宣言どおり外へ出かけてしまった。

　ここからはクリステルひとりの時間だ。

　彼女は午前用の光こう沢たくのある灰色の布で作ったドレスにレースをたっぷり使った白いブラウス、靴は薄いベージュと黒の切り替えが美しいショートブーツといった格かつ好こうで薄暗い館の中を歩き回る。

　普段は午後になればもう少し大人っぽい格好に着替えをするのだが、今日はヴィリが出かけているから、夕方までこの格好の予定だった。

　クリステルは埃ほこりっぽい館の部屋から部屋へと歩いていき、まずは小さな円形の書斎に入る。ここは元から五歩も歩けば向こうに着いてしまう狭さなのに、高い天井に至るまでの壁がすべて棚になっていて、不思議なものがぎっしり詰まっているから圧迫感がものすごい。

　棚に入っているのは、石に埋もれた巨大な貝や、掘り出されたままの水晶の塊かたまり、天球儀や凹おう面めん鏡きよう、磁じ石しやくや大きなトカゲの剝はく製せい、材質不明の薄いカードの束など。

　剝製の透明な瞳に見下ろされながら、クリステルは部屋の真ん中にある机についた。

　途と端たんに息苦しいような、逃げたいような気分にかられたので、彼女はいつものように想像で気持ちを盛り上げようとする。

「まずは歴史、次に詩学ね。──やりたくないなんて思ったら駄だ目めよ、クリステル。きっとこの館に住む亡ぼう霊れいたちが許してくれないわ。そう、今にも本の隙すき間まから過去の亡霊が立ち上がって来て、私に言うの。『聞け、我の名はグレマール四世。そなたは真の歴史を学び、我をこの息苦しく埃臭い本の中から解放するのじゃ！』なんてね」

　小さくつぶやきながら手て燭しよくの火を吹き消し、代わりに机き上じようのオイルランプに火を入れる。

　暖色の明かりがぼんやりと辺りを照らし、クリステルは机上に積つまれた本の一冊を開いた。

「神話時代、大陸はひとつの国であった。国を治めるのは神の化け身しんであり、帝国の首都は一個の高い塔だったのだ。ところがひとの悪あく行ぎように神は愛あい想そを尽つかし、この塔を砕くだいて地上から去り、以来大陸は多くの小国に分裂した──」

　まずは大好きな神話時代の辺りを読み上げてみる。しかしこの本はあくまでも事実に即した歴史のみを取り上げるのが目的らしく、神話についてはあまり詳細な記載はないのが残念だ。

（私、人の歴史よりは神話と物語のほうが好き。歴史の怖さは、神話の怖さとはちょっと違う……物語よりも、どこか粗そ野やで不完全なところが苦手だわ）

　実のところこの歴史書もとっくに読破しているクリステルは、朗ろう読どくに疲れるとぼんやりと考えこみながら本のページをめくり始めた。

　人間の歴史は剣と魔法で魔物と戦っていた神話時代から始まり、やがて魔法は神秘から技術へと移り変わり、魔法使いが世界の力を借りるために使っていた魔ま抱ほう石せきの力を機械的に最大限に引き出す研究が進められる科学の時代がやってきた。

　すでに魔物の滅ほろびた世界で、大きな力はひととひととの争いに使われ、戦いはどこまでも規模を大きくしていく。しまいにはひとは魔抱石を使って人造の人間をすら作り上げ、兵士として戦場に送りこんだのだという。

「なぜ、そうまでしてひとはひとの形で殺し合うことにこだわったのかしら。どこまで進歩しても、ひとはひとの形を捨てられない。──それは神様から与えられた姿だからなの？」

　答えの返らない問いを口にして、クリステルはそっと本を閉じた。

　この古びた本が語るのは、争いの華やかなりし時代まで。

　今がどんな時代なのか、暦こよみでいう何年なのか、クリステルは知らない。歴史を学ぶといつも感じる不安が今日もまた足下から這はい上がってきて、彼女はかすかな寒気を覚えた。

　それで、今はいつなの？

　私は誰で、何をしたらいいの？

　どうしてずっと館の中に居るの？

　頭の中で問いがふくらみ始めると、いつでもヴィリの落ち着いた声が思い出された。

　──クリステル様が、この館で健すこやかに過ごされるお手伝いをするのがわたしの仕事です

　──クリステル様のお仕事は、この館の女主人であられることだけ

　──学ばれることです。学ぶうちに、きっと真実が見えて参ります

　物心ついた時から傍そばにいてくれたヴィリ。彼はいつでも揺ゆらがない。しかしクリステルにはまだ世界の真実など見えてこなかった。問いの答えはすべて深い霧の中。

「早く帰ってきて、ヴィリ」

　クリステルは小さくつぶやき、閉じた本の上にことりと頭を載せた。

　彼女はヴィリしか人間というものを知らない。本でしか外の世界を知らない。別にそれでも充分にしあわせだ。ヴィリが出るなと言うのなら、一生館の中にいたってかまわない。

　でも、ひとりでは嫌だ。ひとりでは無理なのだ。

　クリステルは自分の身体を抱きしめて、胸の奥に住み着いた冷たい不安をなだめすかす。

「……病を癒いやすための眠りについた姫君を守るため、王は城の周りに茨いばらを植うえました。絡からみ合う茨が城を、姫を守るよう。それでも足りないので、王は自みずから剣を取って、城の前に立ちました」

　ふと、彼女が口にしたのは図書室で読んでいた紫の絵本の続きだ。

　不思議なことだが、不安なときはこの絵本の一節を口にすると心が落ち着く。

　それこそ、まるで魔女のおまじないのように。

「ついにやってきた魔女は、紫の霧を呼びました。王の剣は霧を切り裂き、霧はすべて紫の花に変わって城の周りを飾り、姫に目め覚ざめるようにと歌を歌うのでした」

　最後まで口に出すと少し血が巡めぐってきたようで、クリステルはゆっくりと身体を起こした。多少は気分が明るくなったが、ここにいてはきっとまた不安になってしまうだろう。

「今ので、詩学の代わりにしていいわね。とても詩的な話だもの。昔の難しい詩の解かい釈しやくをするのは、また後で」

　言い訳だけを残して、クリステルは追われるように書斎から抜け出した。

　こんな不安定な気分のときは、図書室にこもるに限る。クリステルはまっすぐに図書室へ向かうと、昼過ぎまで物語の世界に逃げこんだ。頭と目が疲れてきたところで食堂へ移り、ヴィリが用意しておいてくれた冷えたお茶と野菜の酢す漬づけを口にしてお腹をごまかす。

　その後、午後は音楽の時間と決められているから、クリステルは一応チェンバロを触ることにした。ボヌフォア家の紋章を金で押した革を張った美しい鍵けん盤ばん楽がつ器きと少しだけ戯たわむれ、ひとしきり自分の弾ひける曲を弾いた後、クリステルはふと顔を上げた。

　何か、別の音が聞こえた気がする。

　手を止めてしばらく待っていると、先ほどの音がもう一度聞こえてきた。

　ちりり、りりん──という鈴の音。

　よく通るけれど、一度も聞いたことのない音だった。

「……ヴィリが帰ってきたのかしら」

　言いながら、そんなわけがないこともわかっていた。

　ヴィリはいつも決まったことしかしないし、言わない。彼が帰る時間はまだ先だし、帰ったとしてもこんな音は立てないはずだ。

　わけがわからないままにクリステルは立ち上がり、チェンバロのある居間から顔を出して耳を澄ます。

　ちりりり、りん。

　まだ鈴の音は続いている。

　無視をするのも恐ろしくて、クリステルは足音を潜ひそめて居間を出た。天てん井じようの高い玄関ホールの円柱に隠れながらじりじり進んでいくと、音は玄関扉から響いてきているのがわかる。

　重厚な両開きの扉は長いこと開いたことがない。ヴィリが整備だけはしているはずだが、クリステルも彼もこの扉は使わないのだ。ヴィリが使うのは台所の裏の小さな扉で、クリステルもそこから顔を出して彼の小さな薔ば薇ら園えんを見たことがある。

「ひょっとして、お客様なの？」

　思いつきを口に出してみて、クリステルはあらためてぎょっとした。

　確かにこの鈴の音は扉の外から聞こえてくる。風や亡霊が鳴らしているのでなければ、ひとが鳴らしているに違いない。

　これはきっと呼よび鈴りんなのだ。扉を開けてほしいと訴うつたえる音なのだ。

　扉の向こうに誰か居る、と思った途端にますます気分が落ち着かなくなって、クリステルは柱の陰かげにうずくまる。胸では小さな心臓がどきどきとうるさいくらいの音を立てていた。

　どうしよう。どうしたらいい？

　困ったときに頼れるヴィリはいないし、今まで館に客など来たことはないし。

　いっそ放っておこうかとも思うが、いくら息を殺してうずくまっていても音は止やまない。

　聞き慣れない呼び鈴の音はクリステルの想像力を刺激して、今まで読んだ数多くの物語を思い出させる。

　外に居るのが、旅に疲れて、狼おおかみに追われて、森の中の大きな館にたどり着いた善良な旅人だったらどうしよう？　やっとたどり着いた館の扉が無情にも開かなかったら？

（そんなの、つらすぎるわ。開けなくちゃ……そう、きちんと呼び鈴を鳴らすお客様なんだもの、怖がることなんてない）

　懸けん命めいに自分に言い聞かせ、クリステルはどうにか立ち上がった。

　灰色のドレスについた皺しわをなるべく伸ばし、幾いく重えにもレースを縫ぬいつけたブラウスの襟えりを正して、ゆっくりと扉へ歩み寄る。つたない手つきで金色の錠じようをふたつ外はずすと、玄関ホールには冷たい金属音が響いた。馴なれない音にまたも跳はね上がった心臓をどうにかなだめ、クリステルは金の花の巻きつく取っ手に手をかけて思いきり内側へ引く。

　すると扉は思ったよりも素直に動き出した。両開きの扉の真ん中に光の筋ができたかと思うと、どんどんとそれが広がっていく。同時に外の大気がどっとクリステルに吹きつけてきて、彼女は息が止まるかと思った。

　外の風にはおそろしく色々な匂いが濃密に入り交じっており、ほとんど鋭いと感じられるくらいだ。大気の濃さに息が詰まり、強い光に目をやられて、クリステルはよろめくように何歩か後ろへ下がった。目の中でちかちかと光の粒が躍っている。

（何か、目に入ってしまったの？　光ひかりって強すぎると結晶になるのかしら）

　考えながら目をこすっていると、少し不ふ明めい瞭りような笛のような音がした。続いて誰かが囁く。

「翼つばさある光の神よ──」

　古い神話時代の創造主の別名が耳に飛びこんできて、クリステルは慌てて顔を上げる。

　光に弱いすみれ色の瞳はまだ痛みを感じたが、それでもどうにか扉の向こうに立っていたひとの姿をとらえることはできた。

　そこに立っていたのはヴィリより頭半分ほども長身の、どこか鋭えい角かく的てきで男性らしいシルエットの人物である。

　夕暮れ近い光に照らされて、緩ゆるやかな癖のあるアッシュ・ブロンドが鈍にぶく光る。少し日焼けした精せい悍かんな顔にはレンズの黒い丸まる眼め鏡がねが載っているが、彼はすぐにその眼鏡を革手袋をした指で押し下げた。レンズの下から現れたのはどこか野性味のある光を帯おびた真っ黒な瞳。

　彼はその目を細めて、不思議に甘いかすれ声で囁いた。

「まさかとは思ったが……試してみるもんだ。幽ゆう霊れい屋や敷しきから、神の使徒が出やがった」
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　神の使徒、と言われて、クリステルはぽかんと口を開けそうになる。

　一体なんの話だろう？　ひょっとしてひょっとすると、クリステルのことだろうか？

　さすがに本当に口は開けなかったが、自覚した途端に顔が熱くなってしまった。

（何？　こういうときは、どう言えばいいの？　参考にすればいいのは神話？　童話？　冒険物語？　いきなりじゃ、ちっともわからない！）

　クリステルは一度視線を足下に落としてから、なけなしの勇気を振り絞しぼって顔を上げた。

「あの……旅の方。私は、使徒などではありません。私の名前は……クリステル・オデット・マリー・ボヌフォア。円環都市を統べるボヌフォア家の者です」

「ボヌフォア？　本当に？」

　その名を聞いた男は軽くのけぞってそれこそ大きな口を開けたかと思うと、慌あわてて黒眼鏡を顔から取り去り、まじまじとクリステルの顔をのぞきこんできた。

　至近距離で見る初めての顔に、クリステルはますます怯おびえて一歩後ろへ下がる。

「あ、あ、あの、その……？」

「確かにボヌフォアにはすみれ色の瞳が多かったって話だが──歳が合わん。お嬢さん、あんた何歳だ？」

　真剣になると、男の瞳の野性味が怖いほどに引き立った。優しく綺麗なヴィリだけを見て育ったクリステルには恐ろしいまでの刺激的な雰ふん囲い気きで、頭の中は完全に飽ほう和わ状態だ。

「十五……です」

　どうにか年齢だけ答えると、男は険けわしい顔のまま考えこむ。

「……やっぱり妙だな。しかし噓うそを吐ついているようにも見えない、か。実際、街にはまだ防ぼう御ぎよ機き構こうが一部残ってたしな。あれを操あやつれるのは貴族か管理機構だけだ」

　半分ひとり言のようにつぶやいて、男は素早く距離を詰めてきた。そのままクリステルの白い顎あごをとり、よく顔を見ようというようにあおむけさせる。

　革手袋ごしに伝わってくる力に満ちた手のひらの感触に、クリステルは小さくあえいだ。

　──怖い。こんなのは嫌だ、恐ろしい。

　恐怖は感じるのにどうしたらいいかわからなくて、思考がぐちゃぐちゃになる。

　ついには頭の隅すみっこがひどく熱くなって視界が揺らぎ、クリステルはよろめいた。

「おい！　どうした」

　すかさず男が大きく踏みこみ、クリステルを抱き留める。途端に身体が煙けむたく甘い香りに包まれて息が詰まる。知らない香りが、知らない感触が自分の中に入ってくる。自分が自分でなくなるような感じがひどく恐ろしくて、全身が震ふるえる。

　逃げたい、と本能的に思ったが、身体は思うように動かなかった。

　強い目め眩まいを感じながらも、クリステルはどうにか小さな声を絞り出す。

「ご……ごめん、なさい、私、物心ついたときから、ずっと館の中にいて……外に出るのも、こんなふうに旅の方とお話するのも、初めて、で。びっくりして、しまって……」

　男はクリステルを抱きかかえたまま、低く落ち着いた声で告げた。

「ああ、なるほどな。大丈夫だ、落ち着け。俺はあんたみたいな子に何も怖いことなんかしやしない。俺の名はルカ。ルカ・ルドリーノ・ラッザーリ。職業は、墓はか守もりだ」

「墓守……？」

　不思議な語感に惹ひかれてクリステルがどうにか震える瞳を上げると、ルカと名乗った男は目を細めて淡く微笑み、歌うように囁いた。

「そう。生せい者じやと、生者に関わるものは生者の国へ。死者と、死者に関わるものは死者の国へ、ってな。あるべきものを、あるべき場所に返すのが俺の仕事だ」

「あるべきものを……あるべき場所へ」

　それは大変正しいことのような気がする。けれど、ならばなぜ彼はここへ来たのだろう？

　ここは墓場なんかではないのに。

　まだもうろうとしているクリステルの視界の真ん中で、ルカは深い声で言う。

「クリステル、あんた、俺に攫さらわれるか？」

　不ふ吉きつな提案なのに、なぜか彼の声は甘やかに響いた。まだ全身に力が入らなくて、クリステルは弱々しく問う。

「攫う……？　どうして、ですか？」

「あんたはまだ生きてるからだ。生きてるからにはこんなとこに閉じこもってちゃいけない。外へ行こう、クリステル。俺が連れ出してやる。──あんたのその目で世界を見るんだ」

　ずきり、と心臓の位置が痛んで、クリステルはルカの腕に力なくしがみついた。

　彼の身体には無む駄だのない筋肉が秘められていて、いつでも勢いよく動き出すことができそうだ。身を包んでいる衣服もいかにも動きやすそうな、どこかの実用的な軍服らしき上下にキャメル色の革外がい套とう。重そうな長靴と分厚そうな革手袋は、危険な場所を踏とう破はするためのものだろう。彼はさらに小物入れのたくさんついた革帯を腰に巻き、足下にはクリステルの胸辺りまで高さがある荷物を置いている。

　彼は外から来たひとだ。彼はどこまでも行けるひとだ。直感がそう告げている。

（このひとについていけば、館の外に行ける？　世界が見られるの？）

　弱っていた鼓動がどきどきと強く打ち始め、頭が痛むくらいに興奮してくるのを感じる。

　今までまったく現実味のなかった『外』が一気に身近なものになり、輝くような魅力をまとい始める。夕焼け色の空がしびれるほどに美しく見え、大気は甘さを含む。

（そうよ、外に出られれば、真実が見えるかもしれない。ずっと感じていた不安もなくなるかもしれない。ここはどこで、私は誰なのか。館の中では見つからなかった問いの答えも、外にならあるのかもしれない！　どうして私、今までそのことに気づかなかったの？）

　クリステルは希望に我を忘れかけたが、すぐにヴィリのことを思い出した。

　優しい彼の笑顔を思うと激しい罪悪感にかられ、クリステルは懸命に告げる。

「あの、ラッザーリさん。ここはボヌフォア家の館で、私は館の女主人なのです。気軽に出て行くことなんてできませんし……とにかく、ヴィリに訊きいてみないと無理です」

「ヴィリ？　そいつは今どこにいる？」

　ヴィリの名が出た途端、急にルカが声を鋭するどくしてクリステルの細い手首をつかんだ。

　おそろしい迫力に圧おされ、クリステルはすぐに喋しやべれなくなってしまう。震えて何度も首を振る。手を振り払おうとはしてみるが、そんな弱々しい抵抗などルカの力の前にはないも同然だ。

　どうしよう、どうしようもない。

　怯えと絶望が悲鳴になるのをどうにか歯を食いしばって食い止めた、そのとき。

「そこの男。クリステル様から手を放しなさい」

　懐なつかしい声が耳を打ち、クリステルは一転喜びに打ち震えた。

「ヴィリ！」

　名を呼んで、一いち目もく散さんに声のしたほうに駆け寄ろうとする。しかしまだルカにしっかりと手首を捕とらえられたままだ。仕方がないので、クリステルはルカの横から顔を出す。

　目の前に広がる館の前庭はずいぶんと荒れていた。

　元は芝しば生ふが植えられていたであろう場所はあせた色の土がむき出しになり、ところどころに枯れかけた草の残ざん骸がいが生はえているだけ。館を囲む塀へいまで続く大理石の道もまんべんなくひび割れて、ひび自体が元からの模様のようだ。

　その道の真ん中に、見慣れたヴィリの姿があった。いつもの黒衣に灰色の旅用外套。

　しかし手にしているものだけが見慣れない。

（え？　あの、ヴィリが持っているの……銃じゆう？）

　ヴィリの片手には、確かに銀色の拳銃が光っていた。

　拳銃、それはクリステルが本の中でしか見たことがなかった、ひとを殺すための武器だ。

　赤い夕日が辺りを染めて、真剣そのもののヴィリの瞳と銃の銀色を光らせる。

　銃を見たルカはすぐにクリステルの手を放し、ゆっくりと両手を挙げて剣けん吞のんに笑った。

「ああ、失礼。お嬢様の騎士殿を怒らせたってところか？　だがまあ落ち着けよ。俺はいけないことはしてないぞ。俺はこう見えて紳しん士しだ、誓ちかってもいいぜ」

「そのまま壁に手をついてください。──クリステル様、申し訳ありませんが、寝室でお待ちいただけますか？」

　ヴィリは少しも隙すきを見せないまま、かつてないほど冷淡な声で言う。

　クリステルの身体は反射的にヴィリの言葉に従いかけるが、ひどく嫌な予感が彼女を引き留める。クリステルは小さく震え、ヴィリに向かって叫んだ。

「ヴィリ……このひとに何をするの？　このひと、私と話していただけよ！」

「ほら、お嬢様もこう言ってるだろ。俺は別に怪あやしい者じゃない。信じろよ」

　余裕の笑みを見せて言うルカに、ヴィリはまっすぐに歩み寄る。

　クリステルは一歩、二歩後ずさったが、それ以上は動けなかった。いつもと違うヴィリから目が離せない。

　ヴィリは金と銀の瞳を冷たく光らせて、ためらいなくルカの眼前に銃口を突きつける。

「どうやってここまで入ってきたのか、お訊きしても？」

　口調は慇いん懃ぎんだが、声はまったく感情というものを感じさせない。

　ルカはわずかに目を細め、挙げた両手の指をひらひら動かしながら甘く囁いた。

「そりゃあまあ、職業柄色々とやりようはあるってことだな。くわしく話すと長くなるし、俺の商売があがったりになる。あんたこそ、どうやってこんなところでこんな綺麗な女の子を監かん禁きんしてたんだ？　最低限の飯は食わせてたみたいだが……正直言って、これは犯罪だぜ」

　監禁？　犯罪？　一体このひとは何を言っているのだろう！

　あまりのことに、クリステルの頭の中は真っ白になる。ぼんやりと現実感を失った視界の中で、ヴィリがわずかに目を瞠みはったのがわかる。彼の薄い唇が動きかけて止まる。

（何をためらっているの？　どうしてすぐに否定しないの？　ヴィリ、あなたは罪人なんかじゃない。私の、大事な……）

　クリステルが立ちすくんでいる間に、いきなりルカが動く。

　素早く身をかがめて銃口から身をかわし、勢いよくヴィリの細い腰に組みついた。避よけようもない距離だ。ヴィリは大きくよろめくが、なんとそのまま倒れず持ちこたえる。見た目の体格差からは想像もできない奇妙な光景だった。

　ヴィリは手にしていた銃を横へ投げ捨て、ルカの肩をつかんで引きはがそうとする。ヴィリの華奢な指には容よう赦しやなく力がかかり、ルカの顔が苦痛に歪ゆがんだ。すぐにルカは耐えきれなくなり、割れた大理石の上に転がる。

　どうにか受け身を取って片かた膝ひざをついたものの、ルカは自分の肩を押さえて叫んだ。

「負けた！　無理だ、無理無理。さすがだな、青年形に作られてるだけある、すごい力だ」

「それ以上何も言わずに出て行きなさい」

　ヴィリは静かに言い、投げ捨てた銃は無視してルカのほうへと歩み寄る。

　しかしルカは立ち上がろうとはせず、情けなさそうに苦笑した。

「そうしたいのは山々なんだが、今ので足をくじいたみたいでな。……正直、うまく立てそうにない」

「それでは、わたしが都市の外までお送りいたしましょう」

　ヴィリは表情ひとつ変えずに答え、ルカに手を差し伸べた。

　ルカは驚いたように何度か瞬き、クリステルは少しばかりほっとする。

　このままいけば、ヴィリがこれ以上ルカを傷つけることはなさそうだ。

「……本当か？　……いや、もちろん本気だろうな。助かる、ありがたい。じゃあ、悪いが肩を貸してくれるか。硝子細工でも扱うように、そうっとしてくれよ」

　笑みを深めて言い、ルカはヴィリに片手を伸べる。

　ヴィリはばか正直に優しく彼の手を取り、自分の肩へ回させた。

　と、すぐさまルカの空あいたほうの片手がひらめく。

　ヴィリが反応するより前に、何かを握りこんだルカの手がヴィリの胸の真ん中に当たった。

　次の瞬間、辺りの大気が鋭く震える。

　クリステルの耳の奥で可聴領域ぎりぎりの音が鼓こ膜まくを震わせ、彼女の全身をひどい寒気が襲った。急いで耳をふさごうとするが、もう遅い。

　奇妙な旋せん律りつが周囲を支配し、クリステルに激しい目眩を引き起こした。

（何……これ、視界が、世界が歪む……！）

　吐き気を覚えてうずくまりかけたとき、ぼやけた視界の真ん中でヴィリの姿がくずおれた。

　初めて見る光景に、クリステルの心臓は跳はね上がる。

「ヴィリ!?」

　驚きと心配がクリステルの恐怖を押さえこみ、彼女は反射的に飛び出した。まろぶように駆けてヴィリの傍かたわらに膝をつき、懸命に彼の顔をのぞきこむ。

　繊細なヴィリの顔はいつもよりも青ざめて、金と銀の瞳はわずかに震えているようだった。

　一方足をくじいていたはずのルカは、あっさりと立ち上がって外套から埃を払う。

「ヴィリ、ヴィリ……！　大丈夫？」

　胸の奥からどんどん熱いものが零こぼれてくるのをどうにかねじ伏せ、クリステルは囁く。

　ヴィリの瞳がクリステルを映しこみ、いつもの優しい声がか細く響いた。

「クリステル、様、いけません……中に」

「嫌、嫌！　ヴィリがこんなになっているのに、ひとりで中に居るなんてできない！」

　叫んでいるうちに、ついに涙がにじんだ。ヴィリの外套にすがって、クリステルは混乱したままほろほろと涙を零す。

　傍らに立っていたルカは軽くため息を吐き、外套の内ポケットから銀の煙草たばこ入れを取り出した。紙巻きを一本くわえて、落ち着いた声で告げる。

「お嬢さん。つらいかもしれんが、できればあんまり泣いたりわめいたりするなよ。そいつはあんたの騎士じゃないし、そもそも人間ですらないんだからな」

「人間じゃないだなんて、一体なんの話です!?　あなたはヴィリに何をしたんです！」

　生まれて初めて感じる怒りに任せて叫ぶと、ルカは不意に少し悲しそうな顔になり、手に持っていたものを見せてくる。それは美しく飾りつけられた卵に見えた。緑色に塗られた卵には十字の形に金の帯が走っていて、帯の上には色とりどりの石が埋めこまれている。赤、青、黄色に飴あめ色いろ、様々な色の石は小さかったが、確かに貴石の原石であった。

「いいか、落ち着いて聞け。あんたの騎士殿が倒れたのはこれのせいだ。こんなもので人間が倒れるか？　そんなわけないだろ？　これは人形師が作った『滅ほろびの鍵かぎ』ってやつだ。滅びの運命を迎えた人形を壊こわすための道具さ。これで壊れるのは、鍵に合がつ致ちする人形だけだ」

　人形？　どうしてそんな話になるのだろう。

　人形ならクリステルも持っている。子供のとき、寝室に置いていた金髪の人形。小さくて繊せん細さいで、固くて動かないクリステルの友達。もちろん、ヴィリとはまったく違う。

　クリステルが呆ぼう然ぜんと考えているうちにも、ルカは続ける。

「もし突然やってきた柄がらの悪い男の言うことが信用できないって言うんなら、そいつの服の前を開けてみろ。そこには綺麗な魔抱石が光ってるはずだ。人形は石で動くからな」

　語っているうちにルカの顔からは悲しみの気配が消え、口調には揺るぎない自信が戻ってくる。反対にクリステルの頭は徐々に混こん沌とんとしてきた。

　魔抱石、それはかつて魔法使いたちが使い、後にすべての動力として使われた神秘の石だ。それが、ヴィリの胸にある？

「──人形って、どういうことです？　人形は動きません。たとえ魔抱石を入れても……」

　たどたどしく語っているうちに、かつて歴史の本の中で出会った話が頭に蘇よみがえってきた。

　ひとはついに、魔抱石を使って人造の人間をすら作り上げた。

（あれはつまり……このひとが言う、人形のことだったの？）

　嫌な予感がした。

　そう言えば、クリステルはヴィリが食事をしているところを見たことがない。

　もちろん、眠っているところも。

（でも、見えないところではちゃんと生活していたはずよ。そうよね？）

　クリステルは浅い呼吸を繰り返し、倒れ伏したヴィリを見下ろす。

　彼は綺麗な金銀の瞳をうっすらと開け、ルカの手元を見ている。クリステルではなく、ルカの持っている卵形の『滅びの鍵』を見つめている。

　ヴィリの唇が震え、かつてなく不安定な声を紡つむぎ出した。

「……本当に、それは、わたしの……わたしの創造主の作った、『滅びの鍵』……？　創造主が、わたしはもう、要いらないと、告げたのですか？」

　いきなり頭を殴なぐられたような気がした。

　クリステルが目を瞠っているうちに、ルカが手の中の『滅びの鍵』をもてあそびつつ紫し煙えんをくゆらせて続けた。

「要る要らないの問題とは違うな。あんたを作った人形師はもう死ぬんだよ。寿じゆ命みようだ。あんたも人形なら知ってるだろう？　人形は放っておくとその魔抱石で世界の力を抽ちゆう出しゆつして、半はん不ふ死し状態で生き続ける。それを哀あわれむから、人形師は自分の死に際ぎわに『滅びの鍵』で自作人形の魔抱石の力を断たち切きるってわけだ。俺はあんたの創造主に雇やとわれて、あんたを壊すためにここまできた。『墓守』を名乗る男には似合いの仕事だ、そりゃ一も二もなく受けたさ。もちろん都市のお宝にも興味はあったが、ここは依頼なしでわざわざ来たい都市じゃない。まだ防御機構が一部生きてるんでな、中に入りこむのは命がけだ」

　ルカの話が進むにつれてヴィリのまつげは震え、彼はほとんど吐と息いきだけで囁く。

「創造主……」

　かぼそい声は悲しいような、しかしどこか嬉しくもあるような、複雑な感情の気配があった。

　これはなんだろう。一体目の前で何が起きているんだろう？

　クリステルはこんなヴィリは知らない。創造主とやらをうっとりと呼び、自分を見てくれないヴィリなんて知らない。ずっと一緒に生きてきたはずのヴィリが、急激に別のものになっていく。

　──人形。それは一体、何？

　クリステルがぼんやりとヴィリを見下ろしていると、ルカが彼女の肩に手を置いた。

「さあ、話がわかったら少しどいててくれ、お嬢さん。俺はそいつにとどめを刺さないとならない。……わかるか？　これは人形の運命なんだ。──全部終わったら、他の奴に荒らされないように処理すると『墓守』の名にかけて誓うよ」

　とどめを刺す？　処理する？

　恐ろしい言葉に、クリステルはやっと我に返って顔を上げた。

　ヴィリが壊され、埋葬される──そんな想像をしただけで目の前が暗くなり、息が詰まる。

　ヴィリが動かなくなるのは嫌だ。人形だろうと、人間だろうと、とにかく嫌だ！

　クリステルは目に涙を溜ためて、懸命に声を張った。

「駄目です！　ヴィリは私の大事なひとです。ずっとふたりだけで暮らしてきたんです、彼が人形だとか、創造主だとか、運命だとか、私にはわからない。どんな事情があろうと、私はヴィリが壊れるのは嫌です！　どうか、今日は帰っていただけませんか。これは……これは、命令です。この『円環都市』は私の、ボヌフォア家のもの。ここでは、私の言葉は絶対です」

　ヴィリ以外に命令をするなんて初めてだ。馴れないことに緊張でがんがん頭痛がしてくるが、今はなりふりかまってはいられない。

　とにかくルカを追い払わなくては駄目だ。さっきまで感じていた外への魅力も、ヴィリの命と引き替えにしたら簡単に捨てられる程度のものだ。

　ところがルカはひるまず、少しばかり表情を険しくして言い返してきた。

「あんたは何もわかっていない、クリステル。もうその人形は半はん壊かいしてるんだぜ。専門家だって直せるかどうかはわからない。それに、あんたの円環都市だって──そもそもあんた、今が何年か知ってるか？」

「何年？　暦こよみの話ですか。回かい帰き暦れき──一九〇〇年くらいじゃないでしょうか」

　急な話の転換に戸と惑まどって、クリステルは当てずっぽうを口にする。

　さっきまで読んでいた歴史書の最後が一八〇〇年代だったので、その後いくら時間が経たっているにせよ、せいぜい百年の間だろうと思ったのだ。

　それを聞いたルカはため息を吐いてクリステルたちに背を向けた。

「そんなところだろうな。じゃあ、現実を見てもらおう」

　彼は重い長靴の音を鳴らして館を囲む塀へいに歩み寄り、金属のハンドルに取りつく。錆さびかけたハンドルを回すと、ぎりぎりと音を立てて金属製の大扉が外へと開いていった。

　背の高い門が開かれると一気に空が広くなり、クリステルの視線は自然に外へと吸い出されていく。

（ああ──本当に、怖いほどに広い……！）

　地平線に輝く巨大な夕日に目をやられ、クリステルは白い手を顔の前にかざした。それでも光は辺りを金色に染めている。クリステルまでも、金と赤に染め上げられる。

　目の前で騒さわがしくちらつく光の欠片が少しだけ落ち着くと、世界は赤茶けた土でできているのがわかった。地平線まで続く赤い土の大地。

　そしてクリステルの館がある丘のふもとには、麗うるわしの円環都市が広がっている。

　クリステルは震え、細く息を吐き出した。

　一瞬何が見えたのかわからなくて目を閉じ、もう一度開けて食い入るように都市の景色を見やる。やはり見えたものは変わらなかった。これが外だ。これが世界だ。

　──綺麗だ。

　なんて美しい建物の群むれなんだろう。

　円環の名のとおり、館を中心にして環状に並ぶ建物はどれも真っ白な石で造られた三階から五階建てで、古代風の円柱をあしらったり、彫ちよう刻こくのついた露ろ台だいがあるものも少なくない。

　石を張った道は放射線状に延のびていく。天を突く塔をもつ聖堂の姿もある。英雄と乙女おとめの彫像を飾った噴ふん水すいをもつ円形広場もある。丸天井の劇場もある。玩がん具ぐのような美しい街。

　まるで墓場のようだ。

「痛……い」

　ずきり、とひどい頭痛がして、クリステルは頭を抱かかえて、小さくうめく。

　衝撃が強すぎたせいで逆に涙は乾いてしまった。うまく息を吸いこむことができない。落ち着こう、もう少しだけ落ち着こう。そう思って目を閉じても、さっき見た光景が目蓋の裏から消えてくれない。きっと一生消えないだろう。これは呪いだ。本物の呪いだ。

　円環都市は死んでいた。

　美しかったであろう建築物はすっかりと打ち崩くずれ、ところどころで屋根を失い、ただの石の塊と化しているものすら少なくない。今も強い風が吹いて、街の中に砂煙を巻き起こす。砂と風が崩れた石をさらに削けずり取っていく。

　ひとの気配はない。獣けものすら。泣き叫ぶのは風だけだ。

「──回帰暦は二三〇〇年代で終わった。その後に空白期間をいくらか置いた後、今は螺ら旋せん暦の五七〇年。あんたの言う『円環都市』は、もう三十年くらい前に滅びたんだ。この都市の今の呼び名は『廃はい園えん都と市し』。……俺みたいな、滅びた都市や何かからお宝を探す人間しか訪れない、死んだ都市だ。ボヌフォアの名なんて、今さらなんの役にも立たん。あんたはどう見ても三十歳以上には見えないしな。本当にボヌフォアのお嬢様なのかも怪しいところだ」

　ルカの声が何かを裁さばくように重く響き、クリステルは浅い呼吸を繰り返す。

（こんなところで、私は生きていたの。こんな、死んだ場所で）

　痛い、と思った。

　痛い。頭だけではなくて、胸までもがぎりぎりと痛みだしている。これはきっと心の痛みだ。今まで優しく穏やかなものしか知らずに育てられていた心が悲鳴をあげている。痛くて痛くて、とめどなく混乱した感情が零れ落ちてくる。

（なぜ、気づかなかったの。どうしてヴィリが私を外に出さないか。どうして私になんの仕事もないのか。なぜ、確かめようとしなかったの。私は──私は、知るのが怖かったの？）

　考えるたびに痛みは増すが、考えやめるわけにはいかなかった。

　ルカもまた、クリステルの苦しむ様子を見ても喋ることをやめようとはしなかった。

「そこの人形があんたをどうやって生かしてたのかは知らん。あんたの正体もわからない。だが、確かなことがひとつある。あんたは死人じゃないが、ここは墓場だ。あんたは俺が連れ出してやる。──出て行こう、人間の暮らす場所へ行くんだ」

　力強いルカの声に、クリステルの心は熱くなった。ルカは自分を助けてくれる。その手に飛びついてしまいたい。でも、駄目だ。このひとはヴィリを壊してしまう。

　クリステルはすがるようにヴィリを見下ろして囁いた。

「ヴィリ……お願い、答えて。本当にあなたは人形で、ここで滅びるのが運命なの？　死ぬのは嫌いやではないの？　怖くはないの？　あなたはどうしたいの、ヴィリ」

　ヴィリが死にたくないと言ったなら、どんなことをしてでも彼を守ろうと思った。

　自分にはろくな力などないけれど、クリステルはヴィリの主人だ。そして今まで、ヴィリに守られるばかりで何も彼に返せはしなかった。

　クリステルの問いに、ヴィリはひどく緩かん慢まんに瞬いた。彼の視線がやっとルカの持つ『滅びの鍵』から離れ、クリステルの顔に戻ってくる。彼はまぶしがるように目を細め、囁いた。

「どう……したい？　わかりません……創造主の命めいならば、滅びるのは人形の、定め……。けれど、今のわたしの主人は……あなたです、クリステル様。……あなたの意志に、従います」

　倒れたまま、美しい金銀の瞳でクリステルを見上げてくるヴィリ。

　彼のどこか戸惑ったような顔は純じゆん粋すい無む垢くな子供にも似ていて、クリステルの胸をひどく締めつける。

（私の意志？　私が生きろと言えば生きて、死ねと言えば死ぬっていうこと？　私にそんな権利なんかないのに。私は本当にボヌフォア家の人間かもわからないうえに、ただぼんやりとヴィリに生かされていただけなのに……！）

　いたたまれない思いでクリステルは強く唇を嚙んだ。

　自分が姫君らしくなかったのは当たり前だ。自分はあんまりに怠なまけ者だった。本の中の王や姫君だって、愚おろかなままで長生きできたためしはない。臣しん下かと民を愛し、賢かしこく振る舞うものだけが称たたえられる価値がある。

　何もしてこなかった過去への後悔と、目の前の重圧でまた身体が震えてくる。

　一瞬すべてを投げ出して泣き出してしまいたい気持ちになったが、どうにか全力でねじ伏せた。もう遅すぎるかもしれないけれど、今からでも何かを始めなくては。

　せめて、ヴィリのためだけにでも。

（そうだ、ヴィリのことは失えない。このことだけは、本当だから）

　クリステルはこっそりと深呼吸をして、ヴィリにそっと囁く。

「なら、あなたは生きて、ヴィリ。なるべく──私の傍にいて」

　ヴィリはゆっくりと瞬き、クリステルの大好きな優しい声で囁く。

「かしこまりました、クリステル様」

「──おいおい、聞き分けのないお嬢さんだな。こんな廃はい墟きよで暮らして楽しいか？」

　ルカは面倒くさそうに言う。

　クリステルは懸命に頭を働かせながらルカを見上げた。こんなに切せつ羽ぱ詰つまってものを考えるのも初めてだ。自分の出方次第で、自分とヴィリの運命が決まってしまう。

（どうにか、このひとと対等に話をしなくては。私には腕力もないし、特別な能力もない。都市が滅びているなら、ボヌフォアの名にも意味がない。ならば、このひとにとって価値のあるものの話をしよう。さっき、このひとはどんなことを言っていたの？）

　記憶を探さぐりながら、クリステルは告げた。

「ラッザーリさん。あなたは……滅びた都市のお宝に興味があるとおっしゃっていましたね？」

　不意に話題がそれたので、ルカは少し不ふ審しんそうに頭を搔かく。

「そりゃあるとも。俺はお宝も、綺麗なお嬢さんも大好きだ。綺麗なお宝は墓場から出してそれを愛めでられるひとのところへ届けてやるのが礼儀だし、綺麗なお嬢さんは優しく口く説どくのが礼儀だろ？　あんたがよければ、少しばかり館の中のお宝も見せていただきたいね」

　クリステルはルカの申し出に小さく頷うなずき、涙をぬぐいながら言った。

「かまいません。館など丸ごと持っていってください。その代わり、私はあなたを雇います」

「は？　なんだって？」

　いきなりのことに、さすがのルカも意表を突かれて目を瞠る。

　倒れたままのヴィリも、瞳を動どう揺ようで揺らして囁いた。

「クリステル様、一体何を……？」

　もしも自分が本当にここのお嬢様でなかったら、他人のものを売り払うことになる。わずかな迷いはあったが、それでもヴィリの命には代えられない。

　クリステルは罪悪感を抱えたままきっぱりと告げた。

「……言ったとおりの意味です。この館では、あなたを雇うには足りませんか」

「いや、充分だ。これだけありゃ、俺の命ごと買い取れる。それはそれでいいとして、俺は俺の美学に沿そわない依頼は受けんぞ。一体俺に何をやらせたいんだ？」

　まだいぶかしげなルカの問いに、クリステルは震える声を必死に制して告げた。

「ヴィリを壊すようにという依頼は破は棄きして、私とヴィリを、他のひとのいるところまで無事に連れていってください。そこで私は、ヴィリを直せるひとを探します。──もしこの申し出を受け入れていただけないのなら、私はここから動きません。ヴィリを壊したいのなら、まずは私を殺してください。……ヴィリは物心ついたときから私の面倒を見てくれました。今度は、きっと私が彼を助ける番なのです」

　精一杯力強く言い切ると、ルカはしばらく黙りこんだ。彼はクリステルと、ヴィリと、ふたりの後ろにたたずむ館を順番に眺めて考えこみ、やがて、にやりと笑って頷いた。

「──なるほど？　なかなか甘っちょろくて綺麗な話だ。そこいらの奴が言ったら大笑いだが、あんたがそれだけ命がけの顔で言うんなら価値はある。……いいだろう、クリステル。世界は広くて空からっぽだ。だが、それでも出ていくことに意味がある」
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「──だが、それでも出ていくことに意味がある」

　そうルカが言った直後、ヴィリは悲しい気持ちで目を閉じた。

（駄だ目めだ──壊こわれてしまった。クリステル様のために作った美しい世界が終わってしまう）

　人形であるヴィリの役目はクリステルを守ることだ。憂うれいなくつつがなく育てることだ。

　ヴィリの最初の主人であったクリステルの父親から、そのことは厳げん重じゆうに言いつかっている。創造主である人形師と、主人となったひとの命令は人形のすべて。ひとに作られた人形は、ひとの命令に逆らってまで存在し続けることはできない。

　なのに、ただひとりの旅人のせいですべてが狂ってしまった。

（わたしはこれからどうすればいいのだろう？　創造主には『滅ほろびの鍵かぎ』を送られ、クリステル様にもひどいやり方で真実を見せてしまった。きっと苦しかったのに違いない。あんなにつらそうに泣いて──）

　クリステルの目に光っていた涙を思うと、胸の魔ま抱ほう石せきが鈍にぶく痛む。

　早く起き上がらなければ、と思った。早く起きて、腕を伸のべて、優しい笑顔でクリステルを慰なぐさめなければ。あのルカという旅人は信用できない。彼からクリステルを引き離して……そう思考だけは進んでいくが、なぜかヴィリは目を開けることができなかった。

　いくら努力をしてみても、世界はどこまでも暗いままで、なんの匂においもしない。風も吹かない。ひとの気配もない。

『滅びの鍵』で体内の機き構こうを狂わされた結果、人形であるヴィリは初めて人間でいう眠りのような体験をしているのである。

（なんだ、これは？　わたしは本当に壊れてしまったのだろうか。わたしの役目は、ここで終わりなのだろうか）

　胸の痛みはさらに強くなってきた。真っ暗な世界の中、足下がふわふわと頼りなく感じられる。じっとしているのが嫌なのに、動く元気もない。それはひとでいうところの『孤独』に近い感情だったのだろう。

　しかし何もかもが初めてのヴィリには、何をどうしたらいいのかがさっぱりわからなかった。ただ呆ぼう然ぜんと馴なれない心の傷をもてあましているうちに、闇の一角に金色の粒が現れる。

　きらきらと輝く無数の粒は、川を流れる砂金か午後の光にきらめく埃ほこりの粒のよう。

（ここには光などないのに──なぜ、わたしにはものが見えるんだ？）

　常識を無視した出来事に戸と惑まどって見つめていると、金色の粒はどんどん数を増やして中ちゆう空くうで渦うずを巻き、やがてそれぞれが蕩とろけてしずくとなり、ぽたぽたとしたたり落ちてくる。

　しずくはヴィリの足下で砕くだけたかと思うと、闇に懐なつかしい声を響かせた。

　──閣かつ下かにしっかりお仕つかえするんだよ、ヴィリ。大丈夫、お前はどんな人間よりも優美で、礼儀正しい。きっと閣下はかわいがってくださる

　少し弱気で優しい若者の声。忘れもしない、これはヴィリの創造主の声だ。

　今までひどく痛んでいた魔抱石がじんわりと熱くなり、ヴィリはわずかに唇くちびるを震ふるわせた。

　懐かしい人形師の青年の穏おだやかな顔と、すっかり固くなった指の記憶が蘇よみがえる。創造主の声を聞き、指で触れられるのは至し福ふくの時で、同時にひどく恐ろしい経験だった。

　彼はまさしく、ヴィリの親であり、神だった。

　ヴィリが何かを言おうと口を開けたとき、次のしずくが落ちてきた。

　今度のしずくは、もっと年配の男の声をはじけさせる。

　──わたしの顔がわかるか、ヴィリ。今日からお前の主人となる男の顔だ。そう──ああ、注文どおり、実にすばらしい出来だな。これならば誰の前へ出しても恥ずかしくない。しかし、ヴィリよ。わたしはお前を宴会の給きゆう仕じや、愛あい玩がん用ように作らせたわけではないのだ。こちらへおいで。お前が覚えることはたくさんある。まずは、もうひとりの主人を紹介しよう

　自信と疲れを両方含んだ低い声は、初めての主人のものだ。

　初めての主人、円えん環かん都と市しを統すべる伯はく爵しやく、クリステルの老いた父親。

　彼はヴィリと初めて会ったとき、まずは館の一室へと招まねいた。あのひとの眠る部屋へと。

　──そう。お前の仕えるべきはわたしの娘──クリステルだ

　金のしずくの囁ささやきと共に、ヴィリは初めて見たクリステルのことを思い出す。

　小さくて、柔やわらかくて、弱々しくて、高貴な生き物が眠っている。見た途と端たんに不思議に胸の中心が温ぬくまって、身体からだが不調にでもなったのかと少しだけ焦あせったものだ。

　クリステル、柔らかく綺き麗れいな自分の主人。

　眠る彼女の傍かたわらで、買われたばかりのヴィリは長いこと待ち続けた。

　彼女が早く目め覚ざめるように。彼女が早く自分に笑いかけてくれるように。おまじないのように、小さな声で囁いたものだ。美しい彼女の耳元で、美しい彼女の名前を。

「……クリステル」

　小さくつぶやくと、ふと周りの闇が薄くなった。世界はいったん何が何やらわからないほどにぼやけたかと思うと、今度は灰色をまとって鮮明になっていく。

　やがてヴィリの視界の真ん中ににじむように現れた少女が、細く柔らかい声で囁いた。

「……ヴィリ。目を覚ましたのね……よかった」

「クリステル、様……？　ここは？」

　ヴィリはまだ少し戸惑ったまま、辺りを見渡してクリステルに訊たずねた。

　視力は徐々に戻ってきている。しかし身体は今までになく重く感じられた。

「館やかたの居間よ。玄関先で、色々あったでしょう？　あの後、気を失ったあなたをラッザーリさんがここまで運んでくれたの。彼、あなたが『滅びの鍵』のせいで眠ったような状態になってしまったんじゃないか、って言ってたわ」

　クリステルは優しい光を帯おびた目を潤うるませて説明してくれた。

　彼女の姿は少しだけヴィリを安心させるが、言葉の内容は彼を厳きびしい現実に引き戻す。

（わたしはまだ動いている。ならば主人の命令は絶対だ。初めてのご主人様のためにクリステル様を守り、クリステル様のために──生きなくては）

　ヴィリはだるさを含む体を引きずって、寝かされていた長なが椅い子すから立ち上がった。

　薄暗い居間にルカの姿はない。どこにいるのだ、と緊張して考えながらも、ヴィリはまずは愛いとしい主人たるクリステルに向き直った。

「先ほどは、見苦しいところをお見せして申し訳ありませんでした。……クリステル様、お体は大丈夫ですか？　どこか、痛むところや苦しいところは？」

「私は平気よ。確かに色々とびっくりしたけれど、少し水をいただいたら元気になったわ。ヴィリはどう？」

　クリステルは気き丈じように言うが、顔には疲れの色が見えた。当たり前だろう。あのルカとかいう男が、強引にクリステルの王国に踏みこみ、彼女に触れ、彼女にとんでもないものを見せたのだ。彼のせいで、クリステルのしあわせは壊れてしまった。

　それを阻そ止しできなかった自分を歯がゆく思いつつも、ヴィリはなるべく穏やかな声を出す。

「身体の動きが前より鈍いような気は、いたします。石から身体へ巡る世界の力が弱まっているのでしょう。ふがいないことで、申し訳ありません」

「ふがいないだなんて、そんなこと全然ないわ！　ふがいないのは私のほうよ。あなたは、きっと倒れるのも仕方ないことで……でも、そう、その……」

「どうかなさいましたか、クリステル様？」

　急にクリステルが言葉を濁にごし始めたので、ヴィリはかすかに首をひねる。

　すると彼女は、真っ白な頰ほおをほんのり薄うす紅くれないに染めて視線をそらした。

「……いえ、あの、あなた、本当に人形だったのね。あなたの胸の石、見てしまったわ」

「……！　な……、わたしが気を失っている間に、ですか？」

　いきなりの告白に、ヴィリは自分でも意外なほどにぎょっとする。

　もう人形だということはばれてしまったのだからいいはずなのに、なぜかひどく落ち着かなかった。慌あわてて自分の胸元に手をやると、いつも完かん璧ぺきに整えているはずのシャツのボタンがひとつずつ掛け違っている。きっとクリステルが一度外はずして、留め直したせいだ。彼女の着替えはいつもヴィリが手伝っているから、自分でボタンを掛けるとなると不器用なのだろう。

　クリステルはますます真っ赤になってうつむいている。

「そう。……ごめんなさい、とっても綺麗な青い石だったけれど、見てしまったら、なんだか悪いことをしたような気持ちになったの」

　別に悪くはない。クリステルは自分の主人なのだから、人形の自分には何をしてもいい。人形は主人には何をされても絶対服従である、とは創造主にもよく言い聞かされている。

　ヴィリはそういうふうに微ほほ笑えんで言おうと思うが、さっぱりうまくいかなかった。

　妙に落ち着かなくて、どんな態度をとっていいかがわからない。

「いえ、その、悪いということではないのですが……なにぶん、馴れませんもので」

　しどろもどろに言って、ヴィリは静かにうろたえ続ける。

（クリステル様の前でボタンを掛け違えているなんてとんでもないことだ、すぐに修正しなければ。いや、しかしこれを修正するためにはクリステル様の前でボタンをすべて開けなければならないわけで、それはあまりにもはしたない。とはいえ主人に背を向けてボタンを外すのもますます無ぶ礼れいだし──一体どうしたらいいんだ？　そもそもわたしはなぜ、こんなことで混乱している？　初めてだからか？　情けない！）

　やはり、掛け違えには気づかなかったふりで平静を装よそおうのが一番まともだろう。

　不自然な沈黙を置いた後にどうにか結論を出し、ヴィリはどうにか穏やかに頭を下げた。

「……これまで、わたしが人形だということを黙っていて申し訳ありませんでした。ふたりきりで暮らしていくには、そのほうがよいと判断したのですが……このようなことになってしまい、本当に心苦しく思っております」

「……ううん、それはもう、いいの。確かに驚きはしたけれど、さっき見たラッザーリさんと比べて、あなたが違っている感じはしない。むしろ、あなたのほうが綺麗なくらいだわ。だから、人形だとか人間だとか、そういうことは私にはあまり関係がないのじゃないかしら」

　考え考え言うクリステルに、ヴィリはなんと答えていいのかわからなくなる。

　クリステルは今までヴィリのことしか知らなかったし、心根が優しいから今は『人形でも人間でも関係ない』などと言えるのだ。いずれ彼女も知ることになるだろう。

　人形はただの愛玩物だ。人形と人間は違う。

　ヴィリが言葉に詰まっている間に、クリステルは真剣な顔でヴィリを見上げてきた。

「それより、私のほうこそ──偽にせ者ものなんじゃない？　ボヌフォア家の人間じゃ、ないのかもしれないって……あの、ラッザーリさんが言ってたわ」

　クリステルの意外な言葉にヴィリは驚き、ついでかすかな怒りを覚えた。

（あの男、本当にお嬢様にいらないことばかりふきこんで）

　やはりとっとと殺してしまえばよかった、などと剣けん吞のんなことを考えながら、ヴィリはえんじ色の絨じゆう毯たんの上に膝ひざをついてクリステルを見上げる。

「クリステル様、あなたはボヌフォア家のお嬢様です。ずっと噓うそを吐ついていたわたしです、信じられないかもしれませんが、これだけは本当のことです。わたしはクリステル様のお父上にあなたを頼まれたのですから」

　このうえなく真剣に言うが、クリステルはまだ不安そうだ。

　彼女は小さくつぶやく。

「……そうなの。……ねえ、ヴィリ。私のお父様ってどんな方だったか、また聞かせてもらってもいい？　私、お父様のことは何も思い出せないの」

　クリステルの手がかすかに動いたのを見てとり、ヴィリは膝をついたまま彼女の手をそっと取った。クリステルの父のことは、今までも何度か語ったことがある。

　ただし、ヴィリが語れるのは、クリステルの父が『伝えてもいい』と告げたことだけだ。

「クリステル様のお父上は、とても偉い大だいで優しい方でした。あなたによく似ておいでです。物もの腰ごしも、その紫むらさきの瞳ひとみも。読書好きで、博はく識しきな方でもあられました。わたしの最初のご主人様であり、この円環都市の最後の偉大なる元げん首しゆ様さまでした。亡なくなられたのは、クリステル様が物心つかれる前のことです。わたしはクリステル様のお父上が亡くなられる数年前に買われ、お父上に命じられてあなたにお仕えしているのです」

　クリステルはヴィリの言うことを慎重に聞いているようだった。

　彼女はわずかな情報を刻きざみこむようにゆっくりと瞬まばたき、なぜか少し悲しそうな目でヴィリを見下ろして言う。

「ありがとう、ヴィリ。お父様はもうここにはいないけれど、あなたがいてくれて本当によかったわ。私にはできないことが多いの。さっき靴くつ紐ひもがほどけてしまったんだけど、ひとりではうまく結べなくて。……これからも傍そばにいてね。どうか今までみたいに、私に仕えて」

　クリステルの優しい声を聞いていると、ヴィリは全身が少しばかり温まるのを感じた。彼女に必要とされていると思えば、ここに存在するのが楽になる。

　ようやくすんなりと淡あわい笑みを浮かべられるようになり、ヴィリは立ち上がった。

「承知いたしました。では、まずは靴紐を結びましょう。そちらへ腰をかけてください」

　ヴィリの導きに従い、クリステルは真しん紅くの革を張った椅子に腰をかけた。ショートブーツを履はいた小さな足を足置きへ載のせてから、クリステルは控ひかえめに口を開く。

「あの……ヴィリ。それが終わったら、ひとつ、お願いをしてもいい？」

「なんなりと、クリステル様」

　ヴィリはほどけた靴紐を丁寧に結び直してから、膝をついたまま、小さな彼女の顔を見上げる。すると、クリステルはかすかに震えながら囁いた。

「私のこと、抱きしめてくれる」

「かしこまりました」

　懐かしい命令に、ヴィリは微笑みをわずかに深めた。小さいころのクリステルは今よりもっと泣き虫で、夜ごとにヴィリに抱きしめてくれと言ってきたものだ。

　ヴィリが白い手袋をした手を差し伸べると、クリステルはすぐに立ち上がって腕の中に飛びこんできた。細く柔らかな少女の身体を、ヴィリはこのうえなく大切に抱きしめる。

　彼女が寂さびしさを感じないようにしっかりと、彼女が痛みを感じないように優しく、細心の注意を払って自分の身体をクリステルに添そわせる。

（わたしのクリステル。大事な、小さなご主人様）

　こうしていれば、クリステルは小さいときと一緒だ。無心にヴィリを慕したい、笑い、泣いていた美しく小さな命。創造主ともクリステルの父とも違う、不思議に柔らかで大切な存在。

　傍らの円卓上でランプがじりりと音を立て、クリステルが震える声で囁いた。

「明日、日が昇のぼったら私たち、この館を閉めて出て行きましょうね。外で、あなたを直せるひとを探しましょう。今夜がこの館で過ごす最後の夜よ」

「はい、クリステル様」

　穏やかに答えながらも、ヴィリの胸にはわずかに暗い影が差す。

　たまに食料調達のため外に出るヴィリは知っている。館の外はけして楽園ではない。この美しくか弱い少女を、自分は無事に守っていけるだろうか。普段ならともかく、今の彼はかつてない不調の中にいるのだ。

（それでもやるしかない。何をしても、クリステル様を守らなければ）

　金銀の瞳に冷えた光を躍おどらせてヴィリは心を決める。

　彼女を守るためならひとを殺あやめてもかまわない、とはクリステルの父の命令だ。

　ヴィリはその言いつけを守るつもりであった。

　そうしていると、やがて隣の部屋へ続く扉のほうから重い足音が聞こえてくる。華か麗れいな取っ手のついた扉から出てきたのは、無骨な角ラン灯タンを片手にしたルカだった。

　彼は抱き合うヴィリとクリステルの姿を見つけると、唇で笑って軽く肩をすくめる。

「──失礼。俺のことは気にせず続けろよ」

　不ぶ作さ法ほうで甘い声。彼はこの館にはふさわしくない。ヴィリが答えずにいると、クリステルのほうが慌てて身じろいだ。彼女はするりとヴィリの腕をすり抜けて立ち上がってしまう。

「ラッザーリさん」

　クリステルはわずかに顔を赤くしてルカを見ている。

　戸惑っているのか、それとも恥ずかしがっているのだろうか。

　──しかし、なぜ？

　何が起きているのか理解できず、ヴィリは空からになった両手を軽く握にぎりしめる。

　淡い悲しみが胸を覆おおい、不安となってわだかまる。

　そんなヴィリの心などよそに、ルカはずかずかと歩み寄ってきた。

「ルカでいいって言ったろう。俺は貴族じゃないんだ。それよりお嬢さん、このへんを貰もらっていくけどご異論は？　特別思い出の品があるっていうんなら、今のうちにあんたが取りな」

　言葉と共にルカが円卓の上へざらりと広げたのは、館にしまいこまれていた宝石や細さい工く物ものの類たぐいだ。どれも持ち運びが簡単な軽く小さいものばかりだが、細工のいいもの、石の大きなものをしっかりと選別しているのがよくわかる。

　色とりどりの貴き石せきの中に古びた金の指輪を見つけ、ヴィリはついクリステルの顔を見た。

（この指輪は、ボヌフォア伯爵家の証あかしの印章。クリステル様のお父上が遺のこされ、クリステル様ご自身も大事にしていたもののはず）

　さすがにこれは取り戻さなければならないだろう。

　ヴィリはクリステルの命令を待ったが、彼女の口から出てきたのは意外な言葉であった。

「……大丈夫です。すべて持っていってください」

（──まさか。何かの間違いなのでは？）

　ヴィリはなおもクリステルの横顔を見つめ続ける。彼女の瞳は悲しみに揺れていたが、それでも表情はいつもより大人おとなびて険けわしいままだ。

「了解、あんたは物わかりのいい主人だ」

　ルカは陽気な声を出し、貴石の類をかき集めて自分の物入れへ戻す。眺ながめてみれば増えた荷物はそれだけで、他のものを館から持ち出す気はないらしい。

　クリステルの父が存命のころから手つかずの館は、今ではけして作れない細工物や美術品の宝庫だ。それに見向きもしないとは、意外に欲がないと言おうか、現実的と言おうか──おそらく両方なのだろう。

　しかしヴィリにはとうていルカに好感を抱くことなどできなかった。

（奴は伯爵が守れとおっしゃったものは何も持ち出してはいない。しかし、あの指輪は──クリステル様は、あれをやってもいいと思うほどに、奴を気に入られたのだろうか？）

　一体この男の何がいいのだろう。ヴィリは外でこういった男を見たことがある。

　隊たい商しようにくっついて旅をし、用心棒や盗みで生計をたてるごろつきだ。確かに外の生活には馴れているだろうが、けしてクリステルにふさわしいような男ではない。

（とにかく目を離しては駄目だ。これ以上クリステル様に触れさせないようにしなくては）

　ヴィリがじっとルカを見つめていると、彼は視線に気づいてくだけた笑いを浮かべた。

「そんなに怖い目でにらむなよ。仲良くしよう、今は俺もお前と同じ、クリステル様の雇い人なんだからな」

　自信満々に言い、ルカは軽く自分の外がい套とうのポケットを叩いてみせる。

　ポケットの中に入っているのは、ヴィリを壊すことのできる滅びの鍵だ。途端に胸の不安が大きくなって、ヴィリは金の右目の奥にかすかなうずきを感じた。

　どこかで死にかけているという自分の創造主。

　創造主はヴィリを滅ぼそうとしてルカを雇ったのだという。

　しかし今、ヴィリは創造主の意志に反して生きようとしているのだ。

　創造主と、クリステルの父と、クリステル。三者の狭はざ間まで、ヴィリの心は小さく軋きしんだ。
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　この世界の文明がいつごろから衰おとろえ始めたのか、正確なことを言える人間はいない。

　衰えとはいつの間にか忍び寄り、さなかにいる者が気づいたときにはもはや取り返しがつかなくなっているものだからだ。

　ただ、衰えのきっかけについてはある程度はっきりしている。人間という種しゆの衰えは、人々の文明が依存していた力の源である魔抱石が枯こ渇かつしたことから始まったらしい。

　魔抱石を利用した技術が次々新たに開発されていた時代には、魔抱石はほぼ永久に再利用が可能だと言われていたものだった。ところが盲もう信しんの報むくいとでも言おうか、終わりのないものなどどこにもないのか、ついに魔抱石の鉱脈は枯渇し、その再利用も行き詰まる日がやってくる。途方に暮れた人間たちは大急ぎで魔抱石の代だい替がえ品を探し始めるが、そのころにはなぜか人間たち自身の種としての潜在能力が落ち始めていた。人々の思考は堂どう々どう巡めぐりを始め、新たな探索も開発もうまくいかない。ならば、と文明レベルを落とす英断もできはしない。

　度たび重かさなる失敗の末、切せつ羽ぱ詰つまった人々は限られた物資を隣人から奪う道を選択する。

　戦争の時代の始まりである。

　資源を奪うための戦争が多くのものを消費するのは皮肉なことだ。かくして今までは作られただけで使われなかった武器が次々と使われ、世界中でかつてないほど大規模ででたらめな戦争が繰くり広げられた。どこか絶望的な戦いがやっと終わったのは、どんな政策が功を奏そうしたためでもない。ただ全世界の人口が大規模な戦争などできない数まで減ったせいであった。

　戦争を生き残った人々は今までのような国を保つことができなくなり、いつしか荒野に小さな都市国家を築きずいて細々と生きることとなった。結果として文明レベルは著いちじるしく退行し、人々の間にはけん怠たいと無気力が蔓まん延えんする。彼らは新しいものを作ることを諦あきらめ、ただ過去の遺い産さんをかじりながら生き始めたのだ。実際、それで生きていけるほどにひとの数は減っていた。

　そして現在、都市を統すべる貴族たちは過去の遺産をひとり占じめして不毛な懐かい古こ趣しゆ味みに走り、民衆たちは支配者に逆らう気力もなくもうろうと生きている。都市に住むことをゆるされなかった者たちは都市の外で過去の戦争で使われた兵器に怯おびえつつ農園を営いとなむか、隊商として農園と都市を繫つなぐか、その隊商や農園を襲うごろつきになるかの道を選ぶのが常だった。

　今、岩いわ砂さ漠ばくの岩棚の上に立ち、下方を見つめているのは三種類の職業の中で一番最悪の部類──つまり、ごろつきどもの集団だ。

「前方、二時の方向に砂嵐の兆ちよう候こうあり。形からして人造のやつですねえ。このへんはまだ、気象兵器が残ってんでしょうね」

　瘦やせっぽちの男が、元から長い首をさらに伸ばして陽気に言う。

　辺りは無数に奇岩の生はえる複雑な地形だが、彼は目的のものを見るのに苦労のひとつもしていないようだ。獲え物ものを狙ねらう猛もう禽きんのように、くるりと首だけで別の方向を向いて目を凝こらす。

「そいでもって、九時の方向からは『墓はか守もり』がいらっしゃる、と。……ありり？　お頭かしら、なんか余計なもんがふたつもくっついてますけど？」

　男が振り返った先には、長い豪ごう奢しやな赤毛を背に垂たらした人物が腕を組んでたたずんでいた。

「『墓守』が誰かの護ご衛えいでも買って出たんだろ。ちょっと待ってな」

　赤毛の『お頭』は革の長靴で赤茶けた石を踏み、腰につけていた望遠鏡を伸ばして目に当てる。そして『お頭』は盛大に顔をしかめることになった。

「おい……なんだ、ありゃ？」

　望遠鏡に映ったひとりは、アッシュブロンドに革外套姿の長身の男だ。格かつ好こうにせよ、歩き方にせよ、旅慣れているのはこの距離からでもよくわかる。

　問題なのは他のふたりのほうだった。

　小柄な少女とほっそりした青年という組み合わせだが、まるで街歩きの格好で砂漠の道を歩いている。あまりに珍しいのでまじまじ眺めてみると、少女のほうは白と黒のちょっと変わった格こう子し模も様ようの外套に黒の帽子とブーツという出いで立たち、彼女の傍らに添う従者らしき青年は、飾り気のない灰色の外套を着て、片手に大きな旅りよ行こう鞄かばんを持っているのがわかる。

「綺麗な服着て、一体いつの時代のお貴族のつもりかねえ？　従者を連れてお散歩ってか？」

　あまりのことに『お頭』は唇を歪めてつぶやいた。

『お頭』の望遠鏡に映ったのは、もちろんクリステルたち一行だ。
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「それにしても、他にまともな格好はなかったのか？　あんたらは」

　荷を載せた馬を引きながら、ルカが何度めかのぼやきを口にする。

　答えるクリステルはすっかりと息が切れていた。

「格好は、まとも……だと、思う、のですが……お気に召しませんか」

　何しろずっと館の中に閉じこもっていたのだ、長時間歩いてるだけでなけなしの体力は底をつく。あげくに歩く場所が道とも言えない岩場や砂漠ばかりとなれば、まだまだ足が動いているだけで奇き跡せきであった。

　ほとんど涙目になりながらじりじり歩いていくクリステルを眺め、ルカはため息を吐く。

「ああ、あんたは可愛かわいいぜ。飾っとくぶんには完かん璧ぺきだ。街で一緒に歩くのもいいな。しかしあいにく、ここから目的地の水すい葬そう都と市しまでは岩砂漠だ。俺は最初から、そんな靴じゃ館の中でハイキングするのが精一杯だって言ったはずなんだがなあ」

　ルカの言うとおり、世界は一面砂に覆われ、遠くに奇岩の連つらなりが霞かすんで見えた。今歩いているのはちらちらと草が生えているだけの砂の平原で、一歩進むごとに足を取られる。夜は凍こごえるほどに冷え、昼間はやけつく暑さなのも体にこたえた。今は夕方で一番歩きやすい時間帯ではあるが、それでもクリステルにとっては死にそうな苦行である。

「ごめんなさい。私、あなたの言うような靴は持っていなくて……でも、この靴はそれなりに履き慣れていますから。まだまだがんばれます。お気になさらず、行きましょう！」

　クリステルは無理矢理笑顔を作って言ってみるが、ルカは少し意地悪く笑った。

「それで？　一昨日『お気になさらず』に歩いたら、熱出してぶっ倒れたのは誰だっけ？」

「……私です」

　一気に気分が落ちこんで、クリステルはしょんぼりとうつむく。

　壊れかけたヴィリを直すため、クリステルたちが懐かしの廃はい園えん都と市しを出て早はや四日が過ぎた。最初の一日は廃はい墟きよと化した都市を抜け出すだけに費ついやされ、次の一日は都市の外の風景に驚き、浮かれ騒いでいるうちに終わり、まじめに距離を稼かせごうとした一昨日には、疲れを溜めていたクリステルがいきなり気絶したのだ。

　おかげで昨日は一日中、打ち崩れた遺跡の陰かげで過ごすしかなかった。

　今日はどうにか歩けるくらいに回復したものの、クリステルの身体の芯しんにはまだ粘ねばっこい疲労の澱おりが溜まり、足は硬い地に下ろすだけで震えるように痛む。

　彼女の身体は、自分で思うよりずっと脆ぜい弱じやくであった。

「一昨日は本当にご迷惑をおかけしました。やる気さえ出せば、自分の中で真の力が目覚めるかと思ったのですが……ひとの身体というのは、意外ともろいものなのですね」

「気にするな、俺にとっちゃ予測の範囲内だ。でも、その、なんだ、真の力ってのは？」

　ルカが台詞せりふの細部を聞きとがめたので、クリステルはどうにか呼吸を整えて続けた。

「危機的な状況になったとき、ひとは光を発したり、頭がはじけたりして、自分の隠された真の力や血統に目覚めるもの、ではないのですか？」

「聞かんな。少なくとも頭がはじけたら、普通の人間は死ぬしな」

「そうなのですか……！　確かに、医学書からしたらおかしいですけれど、大抵の冒険物語には出てくるんですよ？　こう、主人公が危機に陥おちいると、ぴかーっと……！」

　クリステルが愕がく然ぜんとしつつも主張すると、ルカは眉み間けんに指を当てて苦笑いする。

「また本の話か。いいか、クリステル。小説っていうもののほとんどは噓うそと妄もう想そうでできてるもんだ。いっそすっぱり忘れろ。これからは、自分の目で見たものだけを信用するんだ。な？」

「……はい、わかりました」

　素直に頷うなずきつつも、クリステルはがっくり肩を落としていた。外に出たら本を読んで憧あこがれていたことを実際に体験できるのだと思って、少し楽しみだったのに。

（小説って噓ばっかりなのかしら。目で見たものを信用しろと言われても、初めて見るものばかりだし、一体何をどう信用していいのかさっぱりだわ）

　クリステルは途と方ほうに暮れて辺りを見渡し、ふと見つけた窪くぼ地ちを指さした。

「でしたら、あの、ああいうところを掘ると水が出る、というのも噓ですか？」

「ん？　なんだってそう思う？」

　振り返ったルカが歩を止め、窪地をのぞきこみながら訊く。

　クリステルはこれまた冒険小説から得た知識でものを言った。

「地形からして、雨が降ると川になるところなんじゃないかと思って」

「へえ、そんなことがわかるのか。確かに、ここは川の跡だ。なんで覚えた知識だ？」

「もちろん、本です。私の先生は、ヴィリと本だけですから」

「なるほどねえ。あんたの知識は役に立つのか立たないのか、さっぱりわからんな」

　ルカは少しあきれた調子で言って頭を搔かく。

　クリステルはほんのりと嬉しくなり、少し元気になって辺りを見渡した。

「よかった、小説も全部が噓というわけでもないんですね。じゃあ、こっちのハヤニエオオサボテンは、小動物くらいなら貫つらぬくくらい強い棘とげを持っているというのも……痛っ！」

「……棘が鋭いことを知ってて、どうして触るかねえ。見てて飽きないことだけは確かだな、あんたは。ほら、見せてみろ」

　苦笑まじりに言いつつも、ルカはクリステルに手を伸べる。

　サボテンの棘に指先を刺されて涙目のクリステルはありがたく手を出そうとしたが、一瞬早くヴィリがふたりの間に割って入った。彼は完璧に柔らかに笑みを浮かべて言う。

「クリステル様、治ち療りようならわたしがいたしましょう」

「あ、ありがとう、ヴィリ。でも、たいしたことはなさそうよ？」

「いえ、血が出ておりますので」

　問答無用、とばかりにクリステルの指先を調べると、ヴィリは旅行鞄を開けて小箱に詰められた治療道具一式を広げ始めた。長くなると見たのか、ルカは紙巻き煙草たばこに火をつけて言う。

「過保護だな、あんた。そんなもん、ちょっと舐なめときゃ治るってのに」

「あなたの唾だ液えきで傷が化か膿のうしたら大変です。野生の獣けものは様々な菌を持っていると言いますし」

「ちょっと待て、誰が野生の獣だ？」

　ルカはわずかに顔をしかめるが、ヴィリはルカのほうなど見向きもせずに告げる。

「一般論を申し上げたまでですよ。さあ、これで大丈夫です、クリステル様」

「あ、ありがとう、ヴィリ」

　クリステルはにっこり微笑んだものの、その笑顔は軽く引きつっていた。

（このふたり、なんだか仲が悪いみたい。喧けん嘩かにだけはならないでほしいのだけれど）

　ルカがマイペースで傍ぼう若じやく無ぶ人じんな性格なのは確かだ。

　しかしヴィリのほうも館を出てから様子がおかしい気がする。妙にルカを意識しているようで、険がある物言いも多かった。

（ひょっとしてヴィリが怒りっぽいのも、『滅びの鍵』の影響なのかしら？）

　クリステルが考えているところへ、愁うれいを帯びた顔になったヴィリが声をかけてくる。

「クリステル様、ここからはあなたをわたしがお運びいたします。そのほうが安全ですので」

　言われてしまえばそのとおりだ。疲れを知らない人形のヴィリに抱いていってもらったほうが、距離だってはかがいくだろう。クリステルは彼の申し出の誘惑にふらりと惹ひかれそうになったが、途端に最初にヴィリが倒れたときのことが思い出されてきた。

　あの、まるで動かない人形のように崩くずれ落ちたヴィリ。その姿を見たときに感じた絶望。

　あれ以来、ヴィリは一日の半分ばかりを眠って過ごすようになってしまった。眠りの時期は夜とは限らず、わかりやすい前兆もない。──彼は以前のヴィリとは違うのだ。

（そうよ、彼だって大変なのだもの。駄目だわ。いつまでも頼り切っていては駄目）

　懸けん命めいに自分を叱しつ咤た激げき励れいし、クリステルはにっこり笑って見せる。

「いいの、ヴィリ。私、もっときちんと歩くことを覚えたいわ。もっともっと鍛きたえて、川や崖がけだって飛び越えられるようにならないと。何事も鍛たん錬れんよ」

「ですが……」

　戸惑うヴィリの表情は複雑で、館の中では一度も見せなかった類たぐいのものだ。

　そんな憂うれいを含んだ顔も文句なく美しく、人形だなどとは少しも見えない。クリステルがついついヴィリに見とれかけていると、笑いを含んだルカの声が割って入ってきた。

「やる気があるのは結構なことだ。まあ、いざとなったらあんたは俺が背負っていってやる。いつ倒れるかわからない人形よりは頼りになるぜ。な、ヴィリ？」

「誓ちかって申し上げますが、わたしはクリステル様を抱いているときに倒れはしません」

　静かな無表情になって言うヴィリに、ルカは腕を回して意地悪くちょっかいを出し続ける。

「そんなもん、あんたが誓ってなんになる。それよりあんたも俺にお願いしたらどうだ？　いざとなったら背負っていってください、って」

「──いざわたしが気を失ったときには、その場に埋うめていってくださって結構です。あなたに作る借りは、自分の棺かん桶おけにかけてもらう土の重さより重そうだ」

「……！　こら、ヴィリ！　駄目でしょ、そんなこと言ったら。ルカさんには色々お世話になっているんだから」

　ついに飛び出したあからさまな嫌いや味みに、クリステルは仕方なく声をあげた。

　ヴィリは少し驚いたように目を瞠みはってから、見るからにしゅんと肩を落とす。そんな態度を取られたらクリステルだって悲しくなるが、目的を達成するにはヴィリとルカのふたりともがどうしても必要だ。

（これも女主人の役目。ヴィリのためにも、私がしっかりしていなくちゃ）

「……申し訳ありませんでした、クリステル様。口が過ぎたようです」

「わかってくれたらいいの。──ルカさん、ごめんなさい。ふがいない私たちですが、どうかこれからもよろしくお願いします」

　クリステルが改めてルカに頭を下げると、彼は苦笑して短くなった煙草を踏みつぶした。

「そんなに改まられるとこっちも決まり悪いな。まあいいってこった、あんたたちはふたりとも面白いし、綺麗だし、俺は嫌いじゃないぜ。ただ、ヴィリのほうは中性体って言っても男にしか見えないし、お嬢さんのほうはあんまりにもお嬢さんなのが残念って言えば残念か。……まあ、他の都市に着いたらとりあえずまともなものを食え」

　それとなくルカに全身を見られている気がして、クリステルは少し居い心ごこ地ち悪わるく訊いてみる。

「まともなもの……？　あ、他の街に行ったら、お菓子なんかもありますか？」

「もちろん。ちゃんと栄養をとって、体を鍛えて、三年もしたら俺の守備範囲内──」

（守備範囲って一体何を守るの？）

　クリステルが問いを投げようとした瞬間、ヴィリが横で少し大きな声を出す。

「クリステル様、あちらにあるのはなんでしょう？　冒険小説に出てくるような、古代の遺い跡せきでしょうか？」

「古代遺跡！　本当？　どこ、どこに？」

　クリステルは慌ててヴィリの指さすほうを見たが、特にそれらしきものはない。ただ、岩砂漠の先はいつのまにやら全体的にもやっていた。

　ルカは大きなため息を吐き、同じ方角を一応見やってつぶやく。

「……子供か、お前らは。わっかりやすいな──ん？」

　と、急にルカの顔が険けわしくなる。彼は不意に黒い丸まる眼め鏡がねを取り、代わりに懐ふところから伸しん縮しゆく式しきの望遠鏡を取り出して片目に当てた。そしてすぐに鋭く叫ぶ。

「砂嵐だ！　くそ、最近軌道が変わったな。──この調子だと、すぐにこっちまで来る。来い、クリステル！　おふざけは終わりだ、岩陰に隠れてやり過ごすぞ」

「は、はいっ！」

　クリステルは慌てて叫び、ルカは荷を背負い直して走り出す。気づけば視界はどんどんぼやけてきている。砂の上を熱く乾いた風が吹き渡り、焦こげつくような臭においをクリステルの胸に放りこんでくる。

　同時に全身にばらばらと音を立てて砂がぶつかった。猛たけ々だけしい、不ふ吉きつな音だった。

「クリステル様！」

　差し伸べられたヴィリの手を取り、クリステルは必死に駆け出す。足の痛みが身体中を突き抜けるが、今はそんなことを気にしてはいられない。とにかくヴィリたちの足手まといになってはいけない、それだけを考えてできるかぎりの速さで足を動かす。

　と、いきなり風が強くなり、クリステルの頭から黒い帽子を吹き飛ばした。

「あ！」

　思わず声をあげて手を伸ばすが、帽子は指をすり抜けて飛んでいってしまう。クリステルのお気に入りの、洒しや落れた帽子だった。今の技術では、もう作れないかもしれない。

　いち早くヴィリがそのことに気づき、足を止めた。彼はほんの半秒ほど考えた後、クリステルの足下に旅行鞄を置いて言う。

「取ってまいります。クリステル様は、ここにいらしてください」

「え……ええ、でも……」

「おい、そこで何やってんだ！　早く来い！　追いつかれるぞ！」

　ルカの声は殺気立っているが、ヴィリは気にせず帽子を追って砂山を滑すべり降りていく。

　その間にも風は吹きすさび、クリステルの視界を妨さまたげた。もうヴィリの姿も見えはしない。

（──どうしよう。このまま、ヴィリが消えてしまったら）

　途端に冷たい不安がひやりと全身を撫なで、クリステルの頭は一瞬真っ白になった。

「ヴィ……リ……！」

　駄目だ、名を呼ぼう。呼び戻そう。そう思って口を開けた途端に熱気と砂が喉のどに飛びこんできて、クリステルは激しく咳せきこむはめになる。

　そんな彼女の腕を、砂の向こうから伸びたルカの手がつかもうとした。反射的にその手をはねのけ、クリステルは砂の中に足を踏みこむ。ヴィリが消えたほうへ、とにかく当てずっぽうで駆け出す。

（ヴィリ、ヴィリ、消えないで、置いていかないで！）

　ただそれだけで頭がいっぱいで、他のことなど何も考えられなかった。先へ、一歩でも先へ行って、ヴィリに追いつかねば。懸命に砂をかきわけ、泳ぐようにして進んだ。

　と、数歩も行かないところで足下の砂がもろくも崩れる。

　身体がふっと浮いて、その後はもう視界がぐちゃぐちゃになった。

　急な坂を転がり落ちているのだ、ということすらよくはわからない。とにかく熱くて、息苦しくて、呼吸をしたいともがいているうちに、クリステルの意識は闇へと消えた。
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　──病を癒いやすための眠りについた姫君を守るため、王は城の周りに茨いばらを植うえました。絡からみ合う茨が城を、姫を守るよう

　暗闇の中でそんな声がして、クリステルは首をひねる。

（あなたは誰？　懐かしい、深く嗄しわがれた声のあなたは）

　答えはなく、声は優しく続ける。

　──それでも足りないので、王は自みずから剣を取って、城の前に立ちました

（ああ、これは紫の絵本のお話だわ。誰かが私に、本を読んでくれているのね）

　でも、この嗄れた声はヴィリではない。ならば一体、誰なのだろう？

　クリステルが耳を澄ませようとしたとき、彼女はふわりと夢から覚めた。

「──起きたか」

　淡々としたルカの声がして、暗い視界に明かりが灯ともる。

　夜だ。おそろしく澄んだ夜空に、月と星が賑にぎやかなほどの白い光を発している。その冷たい光に記憶を呼び戻され、クリステルは大きく目を瞠った。

「あ、あの、私……」

　声を出そうとすれば嗄れたかすれ声しか出ず、起きようとすれば頭ががんがんと痛む。

　傍かたわらにはヴィリの姿もあって、彼は悲しげな面おも持もちでクリステルを見下ろしていた。

（よかった、ヴィリ、無事だったのね）

　彼の姿に心の底から安あん堵どするものの、すぐにルカの低い声に現実に引き戻される。

「砂嵐は行った。目もつ下かの問題は──俺たちが最初に決めた道から外はずれちまったことだな。このままだと、決めてた場所で隊商と出会えないかもしれん」

「あ……ごめんなさい、私のせいです！　私が……」

（私が、無む鉄てつ砲ぽうにヴィリを追ってしまったから。倒れるときは言うなんて言いながら、結局できなかったから……！）

　苦い後悔で胸が詰まり、寒気で震えが止まらなくなる。こんな愚おろかなことをして、ルカは怒っているに違いない。死にそうに怖くなったが、それでもどうにか彼のほうを見た。

　すると、巨大な岩によりかかって座っているルカは意外と平然と夜空を見上げている。

「そう、お前とお前の使用人のせいだ。一般人以下の常識知らずと都市の外を旅するってのは、つまりこういうことだ。俺にとっちゃ緊張感があって面白いけど、あんたたちには少しつらくなる。──多少、水やら食い物やらを切り詰めるしかないだろう。ま、今はせめて寝とけ」

　落ち着いた対応には正直ほっとしたが、わずかに気が抜けた隙すきに頭痛がひどくなってきた。多分また熱が出ているのだ。もうろうとし始めた視界で、ヴィリの金銀の瞳が瞬またたく。

「クリステル様、申し訳ありませんでした。わたしが至いたらないばかりに……」

「違うわ。あなたが謝ることなんかない。自分の力がわかってないのは、私だもの。ごめんね、ヴィリ。──でも、もう帽子のことは気にしなくていいわ。帽子よりあなたが大事だもの」

「はい」

　ヴィリの答えを聞きながら、クリステルは熱い息を吐く。

　この、あんまりにも弱い心と体が疎うとましかった。早くもっと成長したい。強くなりたい。今のままのクリステルにできることはあんまりにも少なすぎる。

　思考している意識の端っこに、ルカの喋しやべる声が引っかかる。

「とりあえず、外っていうのはこんなもんだ。ああいう砂嵐とか、集中豪雨とか、降こう雪せつに落らく雷らい、濃のう霧むなんかが年中起こる。自然現象もあるが、さっきのは多分昔作られた武器のせいだろう。昔は天候も操作して戦ったんだとさ。今じゃそんな武器を操作したり廃はい棄きしたりする方法がほとんどわからなくなっちまったもんで、奴らは亡ぼう霊れいみたいに地上を徘はい徊かいして俺たちを苦しめてる。昔、都市国家を起こした貴族たちは、そういった武器の軌き道どう計算だけはできたらしくてな。被害がこないところへ都市を作った。中は安あん泰たい、お外に住んでるやつは日々が生き残りのための闘たたかいってことだな。──くそ、やっぱりここ、磁じ石しやくがきかんな」

　最後は忌いま々いましそうにつぶやき、ルカは黙りこんだ。そういえば、砂漠では磁石が狂うことがよくあるのだという。磁力を狂わせる石が地下深くに埋まっているせいだ、と本で読んだことがある。魔抱石を気軽に使えたころは方位を知るにも魔抱石を使っていて、これはどんなところでも狂うことがないらしいのだが。

（このことが書いてあったのは、赤い牛革で装そう丁ていされた本。『冒険の技法』という本だったわ。……また読んだら、少し役に立つ知識が拾い上げられるかな）

　そう思ってはみても、荷物にたくさんの本を入れる余裕はなかった。

　クリステルが持ってこられた本はただ一冊だ。

「ヴィリ──私の絵本、まだ、持っている？」

「はい、ここに」

　ヴィリが手元に紫の絵本を差し出してくれたので、クリステルはそっとそれに指で触れた。

　すり切れた革の優しい感触を確かめながら目を閉じる。この本に触れていると、クリステルの目蓋の裏には大好きな図書室の光景がまざまざと浮かんできた。

「明日になれば、そんなもんより水のひと瓶びんでも持ってきたほうがよかったと思うぞ。まあいい、俺は疲れた。少し眠る」

　ルカがそう言って横たわった直後、クリステルの意識もまた泥のような眠りの中に滑り落ちていく。しばらく気絶するように眠った後、クリステルは不思議な夢を見始めた。

　彼女は夢の中で廃園都市の図書室にいるのだ。

　静まりかえった図書室の中、クリステルは端から室内の本をひっくり返し、中身を確かめていく。何か、探しているようだ。

「これは冒険の本、これは遺跡の本。これは建築の本、これは数学の本。そしてこれは天文の本。──それで？　私が探しているのはなんの本？」

　どれもが探している本のような気がするし、どれも違うような気もする。

　夢の中のクリステルは記憶の中の本を広げてタイル張りの床に並べ、じっくりと全体を眺め渡した。しばらくすると、天てん窓まどから淡い光が落ちてきて、開かれた本のページを薄ぼんやりと光らせる。

（この光……日の光？　それとも月光なの？　そういえばこの夢の中は、昼だったのかしら。それとも、夜？）

　確かめようと天窓を振り仰あおぐと、そこには朝焼けとも夕焼けともつかない紫の空が広がっており、真ん中にはたったひとつの明るい星が輝いていた。

（──そうだ！　私は方位を知りたかったんだわ）

　なぜか星を見た途端に直感し、クリステルは広げた何冊もの本へ視線を戻す。

　と、すぐさま本に書いてある文字が浮き上がり、どっと自分のほうへ押し寄せてきた！
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　目の前で無数の文字が渦うずを巻き、ぐにゃりとよれては絡み合う。まるで小さな蝶ちよう々ちようの群れのようだ。その文字をじっと見つめているうちに、クリステルの頭の中では言葉が、理論が、数字が、公式が、図形が、めまぐるしく繫がっていく。まったく関係ないと思っていた本の内容があちこちで整然とした連れん鎖さを起こし、思いもかけない結論を出していく。

　やがて求める答えが見つかったと思った途端、彼女は目の前に爆発のような白い光を見た。

「……星」

　クリステルは小さくつぶやき、自分が急速に夢から覚さめていくのを感じる。

　夢で知ったことを忘れないよう、おそるおそる痛む目を開くと、現実の夜空にも夢の中で見たのと同じ星が光っていた。

　クリステルは冷え切った夜や気きの中で重い体をどうにか起こし、じっと星を見上げる。

「──クリステル様？　どうなさったのですか」

　心配そうなヴィリの声にも視線をやらず、クリステルは囁いた。

「心配しないで。ひょっとしたら、図書室の本が私を守ってくれるかもしれないの」

　そうしてしばらく空をにらんだ後、旅行鞄の中から取り出した色々を使って奮ふん闘とうを始める。

　やがて夜が明けるころ、目覚めたルカが見つけたのは、砂漠の砂に猛もう然ぜんと計算式を記しるしているクリステルの姿だった。
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「しかし……まさか、本当に当たるとはな」

　心底あきれたような顔で言い、ルカは岩場にたたずんで道の先を見み据すえる。円柱のような奇岩に挟まれた蛇だ行こうする道、その向こうのほうからは激しい車輪と蹄ひづめの音が近づいてくる。

「私もびっくりしました。本って、結構実生活にも役立ちますね」

　青白い顔でふらふらしつつも、クリステルも感かん慨がい深ぶかく頷く。星と地図を照らし合わせて見事に現在地を割り出したクリステルは、ついでに隊商との合流地点まで算出してしまったのだ。

　奇岩を回りこんだ隊商の馬車を確認すると、ルカは小さく笑ってクリステルの頭を撫でてくれる。

「いや、役に立ったのはあんたの頭だ。偉えらいぞ」

「あ……ありがとうございます」

　外から来たルカに褒ほめられた。──そう思うと、意外なほどに胸がどきどきした。

　心が温かく浮き立ち、かすかに興奮している。自分にも何かできたのだ。得体の知れない『真の力』などではないけれど、ずっと読んでいた本が自分を助けてくれた。

（もっと頑張れば、私にも色々と何かできることはあるのかもしれない）

　ならば頑張ろう、できるかぎりのことをしよう。クリステルが再度心の中で決意を固めていると、痺しびれを切らしたヴィリがそっと腕をつかんできた。なんだろう、と見ると、彼は妙に真剣な顔のままでクリステルをルカの隣から引き戻す。

「……？　どうしたの、ヴィリ」

「いえ……なんでもございません」

「…………？　そう？」

　わけがわからないが、ヴィリは黙って少し視線を外している。

　ルカはちょっと笑っただけで何も言わず、隊商のほうへ向き直って大きく手を振った。

　馬車数台と護衛の騎馬からなる隊商は、すぐに彼の姿を見つけたらしい。徐々に速度を落として近づいてきたかと思うと、三人をものすごい土煙の中に巻きこんで停止する。

「いよう、墓守！　憎たらしいほど元気そうだな。まだ自分の墓は建てないのかよ？　棺かん桶おけならいいのが入ったんだ、古いつきあいのあんたになら売ってやってもいいぜ！」

　まっさきに陽気な声をあげたのは馬に乗った屈強な護衛たちで、彼らは嚙み煙草を吐き捨てながら三人を取り囲む。都市外の農園で作られる物を都市に運び、昔の家具や機材や服を都市から持ち出して旅を続ける隊商は、危険はともなうがなかなか稼かせぎのいい職業らしい。

　農園に住む人々は隊商よりは多少安全に暮らせるが、それでも生活はひどく苦しいのだ──と、クリステルは道々ルカから聞いていた。都市の外の農業従事者は最初から都市に受け入れられなかった人々の末まつ裔えいや、都市から追放された罪ざい人にんなのだという。彼らは都市管理機構から貸し出された古い装置で身を守り、不毛の土地を開かい墾こんし、代わりに都市の人間に搾さく取しゆされる運命にあるのだそうだ。

　そんな世界を見るのは初めてのクリステルは、目を丸くしてきょろきょろした。

「とびっきりの棺桶はあんたらの頭かしらのためにとっときな。あの爺じいさん、まだ生きてるか？」

　ルカが気さくに話しかけると、馬車の幌ほろの中から小さな老人がちょこんと顔を出す。老人は表情の出にくい皺しわだらけの顔でルカをにらみ、にやりと笑って馬車の上から降りてきた。

「久しぶりだのう、墓守。残念ながらまだ生きとるわい。わしゃ、死ぬ方法がよくわからんのじゃ。さあさ、煙草はどうだ？　とびっきりのがある。お貴族の吸うようなとびっきりの──おい、おい、墓守！　後ろのふたりはなんだい。一体どっから攫さらってきた？」

　老人がいきなり自分たちの方を見て声を大きくしたので、クリステルはびくりと身を震わせた。視線は初めて見る本物の老人に釘付けだ。

（ひとって、老いるとあんなふうになるんだ。本では知ってたけど……私やヴィリとは本当に全然違う！）

　少し怖いような気分になって辺りを見渡してみると、周囲の護衛たちも自分たちとはまったく違う雰ふん囲い気きを持っているのがわかる。岩のように険しかったり、骨と皮に瘦やせ細っていたりと色々なうえ、身につけている衣装も、すり切れたシャツに粗そ野やな手製の毛皮の袖そで無なし上着、分厚いフェルトの外套などで、流は行やった年代も、ものの質もばらばらな寄せ集めだ。

　この中に交じれば、ルカはずいぶん綺麗でお洒落だったことがよくわかる。

　クリステルは隊商の人々をまじまじと見つめた最後にちらりとヴィリを見上げ、その美しさに触れて改めて感動のようなものを覚えた。

（ヴィリって、外のひとたちと比べてもすごく綺麗なのね）

　こんなに美しくて優しいヴィリが自分の使用人なのだ。そう思うとほんのりと嬉うれしいような、誇ほこらしいような気持ちになる。ヴィリはすぐにクリステルを見下ろし、淡く微笑んだ。

「どうかなさいましたか、クリステル様」

「いいえ！　いいえ、なんでもないの」

　クリステルは妙に慌ててしまい、少し頰を赤らめてうつむいた。そんなクリステルの耳に、ちらちらとルカと隊商の老人の会話が漏れ聞こえてくる。

「爺さん、その口はさっぱり衰えないな。誘ゆう拐かいだのなんだのって人聞きの悪い……。言ってるだろ、俺は殺しと誘拐はなるべくやらないの。特に相手が女の場合はな。あれは俺のご主人様とご同どう僚りようだ。で、今日は食料と水と、あとはご主人様が地べたを歩くのにいい靴はないかと思って、あんたらを待ち伏せしてたってわけだ」

「ああ……女物の靴ねえ。ちょうど最近水葬都市の貴族の家から雑多なもんを引き取ってきたから、そのへんを漁あさるといいんじゃねえか？」

「水葬都市の貴族の家だ？　一番気き位ぐらいの高いあたりじゃないか。よく入りこんだな」

「へへ、そこは仲間同士のあれやこれやでな。しかしまあ、あそこを仕切ってるサンクトゥス社も大変みたいだぜ。どうも、貴族相手に色々喧嘩をやらかしてるみたいでよ。今後もきっと色々出物があるさね。──さあ、お嬢ちゃん、こっちへ来な。この中に」

　意外によく通る声で老人に言われ、クリステルは慌てて馬車に歩み寄った。

「はい。ええと、ここでいいのでしょうか？」

　ヴィリの手を借りておそるおそる幌の中に入りこんでみると、そこには木箱や布ぬの袋ぶくろが足の踏み場もなく押しこんであった。革や埃、脂やにの入り交じった複雑な臭いがする、薄暗い場所だ。

「そこの……そこの、うむ、その右の。それじゃ、その箱を出せ」

　幌に首だけ突っこんで命令する老人の言うとおり、クリステルとヴィリは木箱を引きずり出してのぞきこんだ。すると、中に古い衣類や靴や雑貨が節せつ操そうなく詰まっているのがわかる。

「その中から好きなものを早いとこ物色しな。このへんは長く止とどまってるにゃ向いてない」

「は、はい、頑張ります」

　とりあえず返事はしてみたものの、そもそも靴がどのあたりに埋まっているのかもわからない。クリステルは少し迷った末、まずは箱の中身を分類することにした。

　真剣な顔になり、ヴィリの手を借りながら服やら靴やらを馬車の上に積み上げ始める。

「よう、役に立ちそうなもんは見つかったか？」

　大体箱が空になったあたりで、煙草を買いこんだルカが幌の中に入ってきた。

「ルカさん。ええと……とりあえず、もうすぐ、箱の中身の分類が終わります……」

「誰が仕分けをしろって言ったよ……。まあいい、ちょっと口開けろ」

「口ですか？」

　人前で大きく口を開けるなんて、はしたないことなのじゃないだろうか。

　クリステルはちょっと戸惑った後、後ろめたい気分で半はん端ぱに口を開けた。すると、ルカがその中に何かを放りこむ。びっくりして口を閉じると、甘い味と焦げた砂糖の香りが口いっぱいに広がった。疲れた体に甘みが染みて、視界全体が鮮あざやかになったような気がする。

（すごい……おいしい！）

　クリステルが感動を覚えて口元を押さえていると、ルカは少しだけ優しい目でくすりと笑った。そんな顔にはいつもの荒すさんだような雰囲気などなくて、ただの優しい年上の男に見える。

（ルカさんってこんな顔もできるのね。いつもは──そう、いつもは、たとえ笑っているときでも、何か苦しそうというか、怖いというか、そんな顔をしているんだわ）

　なぜだろう。都市の外で暮らすには、いつも怖い顔でいなくてはならないのだろうか。クリステルがぼんやりと考えこんでいると、ルカはその手にくしゃくしゃになった小さな紙袋を押しつけてきた。

「飴あめだ。持ってろ。で、倒れそうになったら、倒れる前に一粒ずつ食べること」

「……あ、ありがとうござい……ま……ふ」

「ぷっ……くくくく、いや、その、食ってから喋しやべれ」

　涙をにじませて笑っているルカに、クリステルは真っ赤になりつつもおとなしく飴を食べるのに専念した。ちら、と横を見ると、ヴィリがなんだか怖い顔でルカを見ている。

（ヴィリ、怒ってるみたい。やっぱりはしたなかったのかも。今後は注意しないと駄目だわ）

　クリステルが反省しながら飴を大体食べきったころ、他の荷を物色していたルカはふとクリステルの手元に目をとめた。

「──ん？　なんだ、その手に持ってるがらくたは」

　言われて気づいてみれば、クリステルが先ほど箱からつかみ出したのは、手のひらくらいの大きさの金色の円えん盤ばんだった。もちろん身につけるものではない。ぱっと見用途もわからないが、クリステルはどこかで見覚えがあるような気がして記憶を探さぐった。

「これは……多分、天てん球きゆう儀ぎの部品ですね。他にもあるみたいですけど、要いりませんよね」

　決まり悪くつぶやいて円盤を箱に戻そうとすると、いきなり隊商の老人が幌に首を突っこんできた。

「なんと！　あんた、それがなんだかわかるんかね！」

「……っ！　……は、はい、本で読んだことがありますから。これは空の模も型けいです。回帰暦一七〇〇年代のものかと思います。部品は揃っているようですから、すぐに直りますよ」

　改めて木箱の中を確認してから言うと、老人は妙に目をきらきらさせ始めた。彼は荷台に上がってきたかと思うと敏びん捷しように動き回り、あちこちの箱をのぞきこみ始める。

「いい。いいね。じゃあ、こっちはわかるかね？」

　老人が引っ張り出してきた球体を受け取り、クリステルはふたたび本で得た知識を探る。

「多分、方位磁石じゃないでしょうか。この石にこうして振動を与えてやると……」

　説明しながら艶つやのない白い球体のくぼみを叩いてやると、球体の中で澄んだ鈴の音がした。するとどうした仕組みか、内側から一筋の淡い光がにじみ出して真っ直ぐに伸びていく。

　クリステルは光の指す方向をそのまま指さした。

「あちらが北です」

「おお、こりゃあいい！　ひとまとめで引き取ったはいいが、なんだかわからねえからゴミ同然だと思ってたとこなんじゃ。修理すりゃ物好きに売れるぞ。ありがとうよ、お嬢ちゃん」

　老人は大喜びで方位磁石を受け取り、何度も手で撫でている。

　クリステルが少しびっくりしていると、その背をルカが元気づけるように叩いて言う。

「じいさん、礼はいいから靴代をまけてやれよ。この可愛いお嬢さんの顔に免じてさ」

「──よし、わかった、靴はどれでも持っていきな。その代わり、他のがらくたも見てくれんかね。意外な掘り出し物があるかもしれんしね！」

　ちょっと悩んだ末に頷き、老人は目を輝かせて身を乗り出してくる。

　また、ほんのちょっとだけれど自分が役に立てることがあった。嬉しさで熱くなる胸を抱えて、クリステルは大きく頷く。

「はい、喜んで。ねえ、ヴィリ、あなたもこういうことならお役に立てるんじゃない？」

　思いつきを口にして振り返ったとき、彼の身体は不意に揺らいだ。

「ヴィリ！」

　はっとして名を呼んだときには、ヴィリは馬車の荷台にくずおれた後だった。
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　岩の向こうで、焚たき火が燃えるぱちぱちという音がする。

　ここはルカや隊商が使う野営所──とは名ばかり、実際は崩れた廃墟の一室である。

　倒れたヴィリを隊商の力も借りてここまで運んだときにはちょうど日も暮れて、クリステルたち一行はこの場所で朝を待つことになった。

「ヴィリ……」

　クリステルは横たわったヴィリの傍らに座り、小さく彼に声をかける。

　石の床に寝かされたヴィリからは返事がなく、ただ美しい姿をさらすだけだった。そうしているとヴィリは本当にただの人形に見え、クリステルはかすかに震える。

　彼が眠ってしまうのは初めてのことではないが、慣れることはできなかった。

　そんな彼女の顔の横に、ふと温かいものが差し出される。

　ぎゅっと膝を抱えたまま見上げてみると、ルカが無ぶ骨こつなカップを手に身をかがめている。

「飲むか」

「ありがとうございます」

　ルカのひょうひょうとした気き遣づかいが今は妙に嬉しくて、クリステルはカップを受け取った。見下ろした液面は真っ黒でどろりとしており、あまり食欲をそそられる見た目ではない。

　それでもとにかく暖かみが欲しくて、クリステルはカップに口をつけた。

「……おいしい」

　吞のみこんでみれば、日向ひなたの土か草のような、淡く心地ここちよい香りと深みのある甘い味が広がる。意外な味に、クリステルは大事にもう一度カップの中身を口に含んだ。

　やっぱりおいしい。館で口にしたどんなものより、鮮やかな味がする。

「普段なら、お嬢様のお口に合う代しろ物ものじゃないがな。こういうときはなんでも美う味まい」

「……いえ。外に出てからのほうが、何もかもおいしいです。本当に、そうです」

　クリステルが嚙みしめるように言うと、ルカは頷いて身を翻ひるがえした。

　そのまま自分で焚いた火の傍らに座りこむと、一度だけクリステルを手招く。

「火の方に来いよ。さすがに俺も、あんたらふたりに同時に倒れられるときつい」

　ルカの言うことはまったくもっともだ。クリステルは軋む身体をどうにか動かして立ち上がり、ヴィリを見下ろす。少し離れたところで燃える火が、彼の顔にきっぱりとした陰影をつける。炎の影は揺れるが、ヴィリは微動だもしない。最近気づいたが、彼は呼吸をしないのだ。

　クリステルはのろのろと火に近づいてつぶやいた。

「ヴィリは……」

「うん？」

　この廃墟はずいぶんと古いものだ。いくつも部屋がある巨大な建物が土に埋もれかけており、その四角い一室に三人はいる。元はすっかり砂に埋まっていたのを数室ぶんだけ掘り返したのだそうで、もちろん家具や扉など残っていない。がらんとした室内は真四角の洞どう窟くつのよう。天てん井じようの天窓もただの穴と化していて、焚き火の煤すすを外へ逃がす役に立っている。

　あちこちひび割れ、崩れた石の塊かたまりが転がる床に、ルカが薄い毛布を敷しいてくれる。

　クリステルはその上に座りこみ、改めて膝を抱えて言った。

「ヴィリは、このまま目覚めないなんてことは、ありませんよね？」

「どうだろうな。俺より、あんたのほうが貴族の技術には明るいんじゃないのか？」

　ルカは火の向こうに戻ると、自分の荷によりかかってゆったりと紫し煙えんを吐き始める。

　彼の落ち着いた様子を見ているとそれだけで自分も少し落ち着けるので、クリステルはすがるように彼に視線を投げた。

「私が知っているのは、館の図書室にあった本に書いてあることだけです。医学や科学についての本はありましたが、ヴィリのような人形についての本はありませんでした」

「なるほど」

　ルカは鷹おう揚ように頷き、しばらく炎を眺めていた。そして不意に口を開く。

「──俺も、人形について詳くわしく知ってるわけじゃない。だが、あれは妙なもんだ。……昔は戦争に出す人間の代理として作られたらしいが、大きな戦争でもって人形を作る技術は失われた。で、しばらく時が経たった後に、どっかの貴族が人形についての資料を掘り出したんだな。そいつは資料を手先が器用な修理工に渡して、人形を復元させた。ところが資料が不完全だったんだか、技術が至らなかったのか、ほとんどの人形は動かなかった。動くのは美術的に美しいやつだけ。そのうえ、動くやつはひとに恋をすると、性別がついて人間に近いものに変わるんだっていう。そんなところが貴族のお気に召したらしくって、今じゃ人形はすっかり愛玩用。貴族なら必ず一体は持っていないと格好がつかないようなもんになったってわけだ」

　深みのある声で語られる話を慎重に聞き、クリステルはほう、と小さなため息を吐いた。

　まるで一冊の本を読んだときのような気分だ。いや、この人形についての物語を本当に本にしたら、一冊や二冊では収まらないのではないだろうか。

　クリステルは少し身を乗り出して問いを投げる。

「人間になるときに性別が別れるのなら、人形というのは元は性別はないんですか？」

「そう。だから基本的には、あんまり性別が関係ない子供の姿に作られる。それなのにあんたのヴィリはどう見ても男の青年形だから、かなり珍しいわけだな」

「そうなんですか……なぜでしょうね」

　考えこむクリステルを眺め、ルカは不意に問いを投げてきた。

「クリステル。あんた、あいつが好きか？」

　どきり、と心臓が強く打ち、クリステルは勢いよく顔を上げる。途端にルカの真っ黒な瞳と視線が絡み、妙に気恥ずかしくて目を伏せてしまった。

　何も恥ずかしいことなどないはずなのに、自然に顔が熱くなってくる。

「もちろん……もちろんです、ヴィリは物心ついたときから傍にいて、私を育ててくれたんです。ヴィリは私のすべてです」

　クリステルは目を伏せたまま懸命に言うが、自分の言葉はどうにも虚うつろに響く。ヴィリへの思いは、こんな言葉では言い表せない。でも、なんと言ったらいいのかはわからない。

　どうしてだろう、館にいるときは、もっと簡単な『好き』の言葉ですませられたのに。彼が滅びかけていると知って、外に出て、他のひとを知って、何か変わってしまったのだろうか。

　クリステルが言葉を探しているうちに、ルカは続ける。

「あいつに育てられたってことは、自分の親については知らないわけだ？」

「少しは聞きましたが、直接は覚えていません。……なぜ、そんなことを？」

　ルカの口調に何かを感じて顔を上げると、彼はわずかに目を細めた。

「ボヌフォア家についてなら多少は知ってるんでな。聞くところによれば廃園都市──あんたらにとっちゃ円環都市か。あそこは代々ボヌフォア家って貴族が治める都市だった。だけどあるとき、ボヌフォア家は人々に都市内外の出入りを禁止したんだ。もちろん流通も止まっちまった。それは館にある『宝』を誰かが奪いに来る、っていう妄もう想そうのせいだったらしい」

　急に告げられた重い話に、クリステルは一瞬わけがわからなくなった。

（誇りあるボヌフォア家が……妄想で都市にひとを閉じこめた……？）

「そんな……そんな、まさか……！」

「まあ聞け。人々は進んだ武器を持つボヌフォア家に逆らえず、都市に閉じこめられたまま死んでいったって話だ。これが三十年前の話。俺が思うに、ヴィリがあの形なのは、奴が都市の武装の一部だからだ。小さい子供の身体じゃ、どうしてもあんまり力が出ないだろうからな。──あれは愛玩用の人形なんかじゃない。昔みたいに、戦うために作られた人造の人間だ。そいつが守ってるあんただ、やっぱりボヌフォアのお嬢様なのか……ヴィリが滅びたボヌフォアを忘れられずに、どこかから攫ってきた子供でも育ててるのか。俺にはわからん」

　暗い声がヴィリのことを語ると、クリステルは全身ひどい寒気に襲われる。

　手にしていたカップを床へ置き、クリステルは考えなしに叫んだ。

「違い……ます、違います、彼はいつでも優しくて、本当に、優しくて……」

「でも、拳けん銃じゆうは使えたな」

　あくまで冷静なルカの言葉が、クリステルの記憶を呼び覚ます。

（そう──そうだ、ヴィリは、館に来たルカに、ひどく冷たい目で銃を突きつけていて……）

　あのときのヴィリの瞳を思い出すと、寒気がさらにひどくなる。あのヴィリはクリステルの知らないヴィリだった。ヴィリがふっと遠くへ行ってしまったような、あのときの気持ちは思い出すだけで怖くてたまらない。

　抑おさえようもない震えをどうにか抑えようと、クリステルは我が身を抱いて囁いた。

「わかり……ません。私には、わからない」

　ルカはしばらく彼女を眺めていたが、おもむろに煙草を床で消して立ち上がり、クリステルの傍らに膝をついて言う。

「触るぞ。いいな」

「や……」

　弱々しい抵抗の声を出してはみるものの、ルカは気にせずクリステルの身体を抱きしめてしまう。いつもの甘い煙草の香りで胸がいっぱいになって、次に彼の体温を感じた。怖い。ひとの体温が身体に染しみ入いってくるのは怖い。何かに浸しん食しよくされるかのようで恐ろしい。

　恐ろしいが、心のどこかは安堵して、もっと強く抱きしめていてほしいと思っている。

　弱った心を抱えたクリステルに、ルカは穏やかに声をかける。

「落ち着け。あんたは綺麗で無む垢くすぎる。だけど生きるからには、そのまんまじゃいられないんだ。頼むから、あんたは自分からその無垢さを捨ててくれ。勇気を出せ。……ヴィリを壊すって言ってくれ、クリステル。あれは危険すぎるし、あんたはあれと一緒にいるかぎり、綺麗な世界から出てこられやしない。大丈夫だ、ヴィリがいなくなったって、あんたをひとりにしやしない。しばらくなら俺がこうしていてやれるし、すぐに他の人間とも仲良くなれるさ。ヴィリは所しよ詮せんお人形だ。どうしたって、人間とは違う」

　クリステルは小さく首を横に振り、ルカの腕から逃れようともがいた。しかし男の力はそれをゆるさない。ならばせめて、とばかりにクリステルは涙をこらえて叫んだ。

「わかり……ません。わかりません、ヴィリとあなたで何が違うのか、私にはわからない！」

　ヴィリが壊れるところなんて、想像しただけで自分の身体が、心が壊れてしまう。

　そんなのは嫌だ、そんなのは無理だ。震えながら抵抗するクリステルに何を思ったのか、ルカはわずかに彼女を抱く腕に力をこめた。

　同時に彼の醸かもし出す雰囲気が変わったような気がして、クリステルは呼吸が苦しくなる。

（怖い──怖い、お願い、やめて）

　心の中でのつぶやきは誰にも届かず、ルカは彼女の耳元で静かに囁く。

「全然違う。少なくとも、人間は飾っとくもんじゃない。……くわしく教えてほしいか？」

（嫌だ、違う、ヴィリは飾り物なんかじゃない……！　助けて、ヴィリ！）

　本能的に恐怖を感じて歯を食いしばり、目をぎゅっとつむった、そのとき、待ち望んでいた声が辺りに響いた。

「……クリステル様から、手を放しなさい」

　クリステルは目を見開き、声のしたほうを見る。ヴィリだ。彼はいつの間にやら立ち上がり、壁にすがってじっとクリステルたちを見つめていた。

　クリステルは彼が立っているだけで嬉しくてたまらなくなり、思いきり彼の名を呼ぶ。

「ヴィリ！」

「よう、起きたのか。調子はどうだ」

　ルカはいつもの調子で平然としており、クリステルを解放する気配はなかった。

　目の前の状況を確認すると、ヴィリは無表情のままいきなり動いた。彼の尋じん常じようではない素早い動きに、ルカは目を瞠る。ルカはぎりぎりで反応してクリステルを放し、床に転がった。

　一瞬遅く、ヴィリの膝がルカの顔があった位置を薙なぐ。

　明らかに殺気のこもった攻撃に、ルカの顔も一気にこわばった。

「っ、てめえ！」

　ルカは鋭く叫び、立ち上がると同時に距離を詰める。巧たくみなフェイントを交まじえた攻撃を繰り出すも、ヴィリはあり得ない正確さですべてを避よけ、しまいにはルカの腕を捕とらえてみせる。

　ルカは顔をしかめ、その腕を逆に取ってヴィリを投げ飛ばそうとした。

　しかしヴィリは力ちから業わざで相手の動きを押さえこみ、そのまま壁にルカの身体を押しつけた。

　ルカが背を強く打って顔をしかめているうちに、ヴィリはその首を白い手でつかむ。

　彼の金銀の瞳が酷こく薄はくに輝き、クリステルの頭の中でルカの言葉が再生される。

　──あれは愛玩用の人形なんかじゃない。昔みたいに、戦うために作られた人造の人間だぜ

　絶望でふっと目の前が暗くなりかけ、クリステルは思わず悲鳴をあげた。

「ヴィリ……！　やめて、やめて！」

　主人の声が響いても、ヴィリの冷たい瞳はルカの上に固定されたままだ。

　彼はルカの首を締めあげたまま、物静かに囁く。

「もう二度と、彼女に触れないと誓ってください」

　ルカは苦しそうな表情の中でも、いつものひとの悪い笑みを浮かべてかすれ声で返す。

「やだね」

　駄目だ、今のヴィリを刺激してはいけない！　彼は本当にルカを殺す気だ！

　本能的に判断し、クリステルはヴィリの腰に抱きついて叫んだ。

「ヴィリ、駄目！　お願い、このひとを殺さないで！」

「──クリステル様」

　ヴィリはやっとクリステルを見たが、その顔はまだ殺気で冷えたままだ。クリステルのよく知っているヴィリとはまるで別人だ。

　怖い、と思った。今のヴィリは恐ろしい。見つめられているだけで身体が震え、ともすると気を失ってしまいそう。それでも、クリステルは必死にヴィリにしがみついて彼を見上げた。

（怖い……けれど、駄目。どうにかしないと……ヴィリを人殺しにしては駄目）

　クリステルはヴィリにルカを殺させたくない一心で、なりふり構わず言い放つ。

「このひとを殺すなら、先に私を殺して！」

　クリステルの言葉を聞くと、ヴィリはびくりと震えてルカから手を放した。

　そのまま、呆然とした無表情でクリステルを見下ろす。

　ルカはその隙すきにすぐさまヴィリから距離をおき、顔を歪めて咳せきこんだ。

「やれやれ、助かった……恩に着るぜ、お嬢さん」

　クリステルはルカの無事を確かめてから、もう一度ヴィリの顔を見上げる。彼の白い美び貌ぼうはまだこわばっていたが、徐々に人間らしい表情を取り戻していった。

　ただし、その表情は悲ひ愴そう感かんに満ちたものだ。

　もうヴィリには殺意はない。しかしそれ以上がわからなくて、クリステルは口を開いた。

「ヴィリ……あなた、どうして、そんなに変わってしまったの？　壊れかけているからなの……？　私の知っているヴィリはもっと……」

　もっと、優しくて、綺麗で、完璧で。続けようとした言葉は喉の奥に詰まって出てこなかった。なぜなら、ヴィリが苦しそうに胸の位置をつかんでうつむいてしまったからだ。

「ヴィリ……？」

　途方に暮れたクリステルがヴィリの名を呼ぶ。

　その後は何も続けられなくて、辺りにはぽかんとした沈黙が生まれた。

　そうしてどれくらい経ったろう。様子を見ていたルカが何かを言おうとした、そのとき。

　不意に天窓から何かが落ちてきた。何か──固い、円えん筒とう形けいのものだ。床に当たって音を立てたそれは、ころころと転がって部屋の真ん中で止まった。

　その形をはっきりと認めた途端、ルカが叫ぶ。

「やばい、伏せろ！」

　いち早く床に伏せるルカに続き、すぐさまヴィリもクリステルをかばって身を伏せた。

　直後、凄すさまじい高音を立てて筒は破裂し、同時に真っ白な光を発する。

　ものすごい光量に、クリステルの視界は白一色に吹っ飛んだ。

「何……？　一体、何が……」

　呆然とつぶやいてみるものの、自分の声が聞こえない。どうやらさっきの筒は、光と同時に可聴領域ぎりぎりの大きな音を発して、ひとの視覚と聴覚を奪うものだったらしい。

　クリステルはぎゅっと目を閉じ、目蓋の裏から光の残ざん滓しが消え去るのを待った。

　やがて、クリステルが目を開ける前に鋭い口笛の音が響き渡る。

　続く重い落下音にクリステルが慌てて目蓋を開いてみれば、まだちらちらと光の欠片かけらが舞い散る視界には無数の人影が出現していた。

　ヴィリがクリステルを守るように片膝をついて辺りをねめつける。

「──突然のお客様ですね。何か我々にご用でも？」

「ご用でも？　だ？　そりゃあもう、ご用があるから来てるんだとも！　おとなしくしてなよ、お三さん方かた。おとなしくしてりゃ、必要以上に痛くはしねえから」

　侵入者のひとり、瘦せぎすの男が妙に陽気な声で言い、片手に持ったナイフをちらつかせた。クリステルがようやく落ち着いてきた目で見渡せば、侵入者たちは十人以上もいるだろうか。誰もが屈強な男性で、武器らしきものを携たずさえている。

「あなた方は、一体どなたです……？」

　クリステルがおそるおそる訊くと、ヴィリに対たい峙じしていた男は何度か瞬いてから、背後の男たちを振り返った。

「聞いたか！　どなたです、だってよ！」

　途端にどっと笑い声が湧わき上がり、クリステルは急に恥ずかしくなる。急いで自分の発言を撤てつ回かいしようとしたが、それを遮さえぎるようにヴィリが冷えた声を出した。

「クリステル様の質問に答えてください。これ以上礼儀知らずなことをなさるなら、わたしがお相手いたします」

「はっはあ、お相手！　いいねえ、こんな女みたいな顔のおにいちゃんがお相手してくれるんだとよ！　誰か、お願いしたいやつはいねーか？」

　はしゃぐ男を見つめながら、ヴィリのまとう雰囲気はまたも冷たくなる。

　クリステルはヴィリの袖そでを強くつかんで、反射的に声を張った。

「お相手なら、私がいくらでもいたします。私たちはひとのいる街に行きたいだけです。あなたたちの望みはなんですか？　ここに泊まりたいんですか？」

　クリステルの言葉に、辺りは再び爆笑の渦に巻き込まれる。

　ひとしきり笑ったあと、涙目になった瘦せた男が頷いて言う。

「もちろん泊まらせていただきたいね。で、あとは、あんたらの持ってるもんを全部いただく。ついでにあんた自身もいただくって寸法だ。いいか、よく聞け！　俺たちゃこのへんを仕切ってる『王道の団』だ！」

「団……？　騎士団、とか、ですか？」

「っ……駄目だっ、おもしろすぎてまともに話せねえ！　とにかく詳くわしいお話は、その物ぶつ騒そうな男ふたりをどうにかしてからだな。いいか、みんな……」

　瘦せた男が笑いに身もだえしながら周囲に指示を出そうとしたところで、それまで顔を伏せていたルカが不意に叫んだ。

「そこまでだ、このばかどもが!!」

「ばかだ？　てめぇは……あ」

　瘦せぎすの男が目の色を変えかけて、ルカの顔を見ると大きく瞬いて黙りこむ。

　ルカはひとを殺せそうな視線で男どもをにらみつけながら、しぶしぶ立ち上がって告げた。

「クリステル、こいつらはケチなごろつきだ。金になりそうなもんを奪いに来たんだよ」

「あ……やっぱり、悪いひとたちでしたか。ちょっとだけ、そんな気はしてたんです」

　クリステルが小さくなっていると、ルカは男たちに向かって吐き捨てるように言う。

「どうも今日は朝から誰かに見られてるような、嫌な感じがしてたんだ。やっぱりお前らか。一体なんのつもりだ、わざわざ値の張る昔の武器なんざ使いやがって。今さら俺に恨み言でも言おうってか？　だったらせめて、俺ひとりのときに来い！」

「ああ……やっぱり、やっぱりルカさんだったんですねえ！　やー、随ずい分ぶんおとなしくしてるから、てっきりひとちがいかと！　お久しぶりです、お頭かしら！」

　ルカの声を聞くと、瘦せた男の態度ががらりと変わる。彼は気さくに頭を下げ、周りの男たちも一瞬やけに嬉しそうな顔になりかけて、すぐに慌てて表情を取り繕つくろった。

　事情がわからないクリステルとヴィリは、ふたりして呆然とルカを見上げるしかない。

（これは……一体どういうこと？）

　戸惑うクリステルの視線の先で、ルカは不機嫌の化身のごとく苦い顔で告げる。

「お前たちは本当のばか揃いだな。何がお頭だ、俺はもう団は抜けてるだろうが。現げん役えきのお頭はどうした？」

　ルカの問いを聞くと、男たちはすぐに二手に分かれる。

「やっとお呼びがかかったね。──あたしはここだよ」

　男たちの間から艶つやのあるかすれ声が響き、声の主は長靴の音も高らかに廊下から現れた。白っぽい革の長外套に、豪ごう奢しやに波打つ真っ赤な髪が零こぼれるのが目にしみる。

（女の、ひと……？）

　クリステルはついつい我が目を疑った。しかし間違いない。

　まっすぐに歩み出て腕を組んだのは、大輪の花に似た華やかな美貌の女だった。歳でいうなら二十代後半だろう。男物のシャツにズボンに長靴、長外套に革手袋と、顔くらいしか露出していないのに、全身から鮮やかな色気が匂い立つ。瞳はよく光る明るい茶色だ。

　ルカは長身の女と視線を合わせ、実に複雑な表情で微笑む。

「ジュリア……しばらく会わないうちにしわしわの婆ばあさんになってんじゃないかと心配してたが、ますます磨きがかかってるじゃないか。どうせ俺のためだろ？」

「もちろん。あんたより先に歳を取るわけにはいかないからね」

　ジュリアと呼ばれた女は屈くつ託たくなく笑って言い、美しい挙動で腰の鞘さやからナイフを引き抜いた。よく研とがれた刃をルカののど元に突きつけ、彼女はゆるやかに笑みを深める。
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「──団もあたしもほったらかして逃げ出しやがって。やっと捕まえたよ、ルカ」

　そしてジュリアはナイフを突きつけたまま、ルカに深いキスをした。
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「ほら、起きな、お嬢ちゃん」

　かすれた女の声に、クリステルはもうろうと顔を上げた。

　目を開けても視界がかすんでいる。辺りが明け方の紫色に覆おおわれているのだけはかろうじてわかった。どこからか、独特の旋せん律りつを含んだひとの声が長々と響いてくる。ひどく寒い。

「ここは……？」

「『僧そう院いん都と市し』だよ。あたしたちの目的地だ。もっとも、あんたは別のところに行きたがってたのかもしれないが」

　傍かたわらで自分の鹿か毛げの馬を繰あやつりながら、ジュリアが答える。

（確か、ルカさんが目指していたのは多くの人形師が住み、ヴィリを作った人形師がいるという『水すい葬そう都と市し』だったはず……ここは、別の都市なのね）

　クリステルは自分が騎手の胴に縛しばりつけられるような形で馬に乗っていたことを思い出し、少し顔を歪ゆがめて身じろいだ。

　布で縛られた両手首と、肩と、腰と、とにかく全身がこわばってひどく痛んでいる。縛られたのは乗馬のできないクリステルを馬から落ちないようにするためではあったが、もちろん逃げないように用心する意味もあった。

　クリステルたち三人は、みな同じようにして野営していた廃はい墟きよから連れ出されている。

（ルカとヴィリは元気かしら。そしてここは、どんな街なんだろう）

　身をよじって眺ながめてみれば、世界はあいかわらず見渡すかぎりの岩いわ砂さ漠ばくだ。赤茶けた奇岩の連つらなる地が延えん々えんと続き、はるか地平線には淡あわく光が差している。

　赤い地と紫の空の真ん中に、僧院都市はあった。

　地面が大きく割れた渓けい谷こく沿ぞい、高く隆りゆう起きしたふたつの岩場にまたがってそびえる都市の作る輪りん郭かくは複雑だ。あちらやこちらから用途不明の細い塔が生はえているさまは、まるで三本マストの帆はん船せんのよう。今は背後から光を受けて、黒々とした影絵のようにその姿をさらしている。

（きれい）

　こんなときでも生まれて初めて見る光景は美しく思え、クリステルは息を吞のんだ。

　しかしすぐにまた乗っている馬が動き出したので、身体中からだじゆうの痛みに顔をしかめるはめになる。ジュリアは少し目を細めてクリステルの横顔を見つめているようだったが、やがて少し穏おだやかな声で告げた。

「あたしたちはこの街で商談に入るから、それまで騎士殿と一緒に街の隠れ家で待ってな。案内はこいつらがするから」

「……はい。それにしても、商談って、どなたとなさるのですか？」

　ごろつきの生態がいまいち理解できないクリステルが訊たずねると、ジュリアは実に朗ほがらかに笑う。彼女は後ろのほうで拘こう束そくされているルカを親指で指さし、楽しそうに告げた。

「これとするんだ。あんたたちのこれからとか、こいつとあたしのこれからについて、色々話すことがあるんでね。ふたりっきりで、ちょっといいところに行ってくる」

　基本的には甘い台詞せりふなのだが、なぜか彼女が言うと迫力がある。

　実際、言われた側のルカもあまりクリステルが見たことのない疲れ顔で苦笑した。

「くれぐれもお手て柔やわらかにな。それにしてもお前、自分の私し怨えんに団員をつきあわせるなよ」

「別にあたしだけの恨うらみじゃないさ。こいつらもあんたのことに関しちゃ納得してないからね。協力するって言ってきかなかったんだよ。それにしても今回は随ずい分ぶんわかりやすい道を選んだもんだねぇ。あれじゃ、見つけてくれって言ってるようなもんだ」

「ひとりならもう少しうまくやったさ。まあ、今回は俺がついてなかったってことだ」

　ふたりのやりとりを聞きながら、クリステルは今ひとつ事情がわからず首をひねった。

「私怨、と言いますと？」

「まー、つまりさ。今回あんたらは痴ち話わ喧げん嘩かのとばっちりを食ったわけよ。ルカはご覧のとおりの男でね。喧嘩の強い男前のうえ、それなりに情に篤あついところもあるから、男にも女にももてるんだ。で、近所のごろつき集めてこの『王道の団』を作って頭かしらに収まったんだけど、団が大きくなって面倒くさくなったら、逃げちゃった」

　朗らかに言ってジュリアは笑い、ルカはどこか遠いところを眺めた。

　クリステルは半分くらい口を開けて絶句し、しばらく後に言う。

「それは……ちょっと、無責任ですね？」

「すっごく、無責任なの。しかも恋人だったあたしまで置いてっちゃったしねえ？　ここはひとつ、とっつかまえて落とし前をつけさせようってことで探してたわけだ」

「だから、別にお前のことは置いてったわけじゃないだろう！　あのとき、一緒に抜けようって誘ったはずだぞ、俺は！」

　ついにルカがいたたまれない様子で口を出してくるが、ジュリアは冷たく一いつ蹴しゆうする。

「あたしがそんな無責任につきあえるわけないでしょうが、ばか。ってことでお嬢ちゃんと騎士殿、あたしたちの商談がうまくいくことでも祈っててね」

　最後にクリステルに向かって片目を閉じてから、ジュリアは自分の馬を急がせた。他にも数騎がジュリアに続き、奇岩を削けずって作られた細い道を進んで都市の門へと向かう。

　古びた金属で作られた門の前にはいくらかの人間が溜たまっており、都市管理機構の制服を着た者たちが対応しているようだった。素直に順番を待つと結構な時間がかかりそうな状況だったが、ジュリアたちは少しばかり管理機構と話しただけでこちらへ合図を出してきた。

「よし、そいじゃ行くからな。形ばかりだが、ちょっと隠れてな」

　クリステルの前に乗った男が言い、獣けものの臭においがする分厚い外がい套とうでクリステルの身体を覆った。クリステルは思わず息を潜ひそめ、外套の隙すき間まから外をうかがう。

（こんな隠し方では、すぐに私が戒いましめられているのはわかってしまうと思うけど……誰か、気づいて注意してくれたりはしないのかしら）

　かすかな希望を抱いてみるものの、門の前に溜まった人間たちは王道の団の姿を見るなり、うつむいたり視線をそらしたりするだけだ。どうやらみんな王道の団が違法なごろつき連中なのを知りながら、見て見ぬふりをしているらしい。

（──やっぱり、みんな自分の安全が一番なのね。仕方がないことだけど）

　わずかな失望感を抱えつつ、クリステルたちは重い金属の門をくぐった。

　途と端たんにさっきから聞こえていた不思議な音楽が大きくなったような気がする。緩ゆるやかな上り坂をしばらく行くと、辺りは石造りの市街になってきた。影のような人々がちらちらとクリステルの狭い視界を横切る。その誰もが、何やら同じ歌を口ずさんでいるようだ。

　歌詞も聴き取れない、低いうなるような歌があちこちの路地から湧わき上がり、大きなうねりとなって街中を押し包んでいる。

「あいかわらず辛しん気きくさい街だぜ。なんだって魔法使いの街なんかで商売するかねえ」

　傍らからひどく不機嫌そうなルカの声がした。答える団員の声はあっけらかんとしている。

「そりゃあ、金次第でどうにでもなるからですよ。ここの元げん首しゆは元々聖職者系魔法使いなうえに、いいかげん年代ものなんでね。へんてこながらくたやら昔の本やらは買い漁あさるし、わけのわからねえ集会ばっかりやってるし、いくらでも金がいるみたいっすよ」

「うんざりする話だな。そんなんなら、趣味悪く着飾ってる貴族のほうがまだましだ」

　心底嫌そうに吐き捨てるルカに、クリステルも不安をかき立てられた。

（これから私たち、どうなるの？　ジュリアさんの『商談』がうまくいかなかったら？　おかしなことになったら、またヴィリが暴れるかもしれない。なんだか、簡単にいい方向へは転がっていかない気がするわ）

　──クリステルの胸に湧き上がった薄暗い予想は、数時間後に見事に的中する。
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「さて、次に出品されますのは、悲劇の少女とその護ご衛えい！　貴族のお嬢様とお世話役人形のふたりひと組での販売となります！　このふたりは自じ閉へいして滅ほろびた『廃はい園えん都と市し』で見つかりました生き残り！　屍しかばねの中でただふたり、孤独に暮らしてきた温室の花なのでございます！」

　着飾った小男が甲かん高だかい声で言い、壁に吊り下げられた何本もの金属の棒をじゃらじゃら鳴らす。ここは僧院都市の闇やみ市いちのさらに最深部。小劇場のような狭い丸屋根の空間である。必要以上に薄暗い客席にはひとがあふれ、無数の蠟ろう燭そくに照らされた舞台上だけがひどく明るい。

　そして舞台の真ん中には、綺き麗れいな手て枷かせをつけられたクリステルとヴィリがいた。

　クリステルは戸と惑まどったように眉をひそめ、ヴィリに囁ささやきかけてくる。

「ねえ、ヴィリ。つまりこれは、人身売買の現場なのかしら」

「明らかにそのようですね。客には、貴族も平民もごろつきも交じっているようです。……闇市を取り締まるべき、都市管理機構の者までいますね」

　冷静を装よそおって言いながら、ヴィリの胸は沸ふつ騰とうしそうに熱くなっていた。

　この熱さは多分怒りだ。館でクリステルとふたりで暮らしていたときは、けして感じなかった凄すさまじいまでの怒り。

（クリステル様を人形のように売り買いするだなどと──あり得ない。けしてあってはいけないことだ。一体どうして、わたしがついていながらこんなことに？）

　怒りの矛ほこ先さきは自分の無力さにも向き、胸の魔ま抱ほう石せきが割れそうに痛くなる。

　痛みと熱をもてあまし、ヴィリは舞台の下で自分たちを見上げている人々をねめつけた。

「……クリステル様。やはり、こんなことは許されません。わたしがお助けいたしますから、逃げましょう」

　声を落として囁くと、クリステルは瞳ひとみを揺ゆらしてヴィリを見上げてきた。

　その紫の瞳に宿っている複雑な感情が読み取れず、ヴィリはもどかしく小さな主人を見下ろす。彼女は怒っているのだろうか？　それとも、怯おびえている？　戸惑っているのか？

　わからない。人形として生まれ、ひたすら主人に従順であることだけを学んできたヴィリには、まだひとの心の機き微びがわからなかった。

　わかるのは、館から出たクリステルが変わってしまったということだけだ。

　ヴィリがルカに壊こわされかけてから、彼女は明らかに変わった。大きな声を出して叫び、外の世界に興味を持って本の知識を活用し、何かを学ぼうとしている。それ自体は喜ばしい変化なのかもしれない。しかしクリステルの変化はヴィリの理解を軽く飛び超えてしまって、もうヴィリには彼女が何を考えているのかわからない。

　今もまた、クリステルは厳しい声で奇妙なことをヴィリに告げる。

「駄だ目めよ。ヴィリ、けしてひとを傷つけるようなことをしては駄目」

「ですが……」

　最初にクリステルを傷つけたのは他の人間たちのほうだ。彼女の手首にはまだ縛られたときのアザが残っている。真っ白な肌と糖とう蜜みつ色いろの髪は強い日差しで荒れている。クリステルの受けた傷を見るたび、ヴィリは全身から力が失せていくようなひどい気分になる。

（わたしはクリステル様を守りたいのに……そうできるだけの力があるのに、クリステル様はなぜそうさせてはくれないのだろう）

　解けない疑問がヴィリに宿った魂たましいを苦しめていた。

　ヴィリが今守るべきはクリステルだけだ。他のあくどい人間たちなど、傷ついてもいいではないか。なのに、なぜ。

「大丈夫、きっとどうにかなるわ。いざとなったら、ルカも助けてくれるはず。だってルカは約束したもの。あなたを直せる人形師のところまで、一緒につきあってくれる、って」

　少し不自然に明るいクリステルの声に、ヴィリはまた鋭するどい胸の痛みを覚える。

　ルカ、そう、ルカだ。彼女はルカに何かを言われるとよく頰ほおを染め、ヴィリがルカを痛めつけようとすると命がけで止めに入る。今もほとんど可能性のない望みを彼にかけている。

（なぜ？　クリステル様にとっては、わたしよりあの男のほうが必要なのだろうか？　わたしが半分壊れかけだから？　それとも──彼が、人間だからか）

　ヴィリの思考が暗い方向へ流れていこうとしたとき、不意に客席が盛り上がった。

　どうやらひとりの客が破格な値段をつけたらしい。

「いやあ、お目が高い！　このふたりの紡つむいできた物語を評価してのお値段ですな？」

　小男が飛び上がって客席に語りかけ、次に脇から顔を出した『王道の団』の男と少しばかり言葉を交わす。最後に大きく頷うなずき、小男は客席を指さした。

「それでは、このふたりはあなたへ！　お支払い方法についてはすぐに係の者が参ります！」

　ヴィリはひとより優れた金銀の瞳を、暗い客席へと向ける。左の瞳は性能がいいだけのただの瞳だが、右の金の瞳ははるか昔の技術で遠い廃園都市の機器と淡く繫つながっている。その気になれば、廃園都市の地下に蓄ちく積せきされた情報を引き出して、見たものを分ぶん析せきすることもできた。

　クリステルとヴィリを競せり落としたのは、青白い顔に長い髪を垂たらした貴族のようだ。

　年若そうではあるが、おそらく不健康なせいで見る角度によっては老人にも見える男だ。

（生まれつき内臓の悪い人間の顔だな。まだしもごろつきでなかっただけ幸運か。しかし気は抜けない）

　ヴィリが貴族をにらんでいる視界の隅すみで、都市管理機構の制服を着た男がいち早く会場を後にするのが見えた。ヴィリはその様子が妙に気になり、相手の顔を金の瞳の奥に記憶する。そうしておくと、いつでも視界の端に記憶した顔を呼び出すことができるようになるのだ。

「さ、こっちへ来な、ふたりとも」

　そうこうしているうちに『王道の団』の男に呼ばれ、クリステルとヴィリは舞台の端に歩み寄った。

「あんたらの荷物だ。危険そうなものは抜かせてもらったが、他は全部入ってるからな」

　意外にも親切に、男はクリステルの旅りよ行こう鞄かばんを足下に置いてくれる。

「じゃあ、私の紫の絵本も中に入っています？」

「ああ、入ってるよ。ジュリアの命令だ」

　男に言われ、クリステルは安あん堵どの息を吐いている。紫の絵本というのは、彼女が館の図書室から一冊だけ持ってきた本のことだろう。クリステルは昔からあの絵本が大好きだ。

（……やはり何か、感じるものがあるのだろうか？）

　ふと考えこむヴィリの目の前で、ふたりの手枷の鍵かぎとヴィリの『滅びの鍵』がうやうやしく貴族の男の手に渡る。こうして誰の助けも入らないうちに、取引は完了した。
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「僕はコンスタンティーノ・ウーベルト・コルテーゼ。この都市の貴族だ。最初に言っておくが、僕はきみたちをひとつの物語として買ったんだ。意味がわかるか？」

　クリステルたちを買った貴族が、自分の館に帰って最初に言ったのはそんなことだ。

　クリステルとヴィリは互いに視線を交わし、控ひかえめに辺りを見渡す。

　コルテーゼと名乗った貴族の館は僧院都市の片隅に位置し、結構な敷地面積を持っていた。しかし中に入ってみると、あまり広いという印象はない。何しろ物が多すぎるのである。

　入ってすぐの石壁がむき出しの回廊には壁一杯に陶器の皿が貼りつけてあるし、回廊から見渡せる芝しば生ふの中庭には大小様々なひとや神や獣や怪物の彫ちよう像ぞうが高密度でひしめいていて、花を植うえたり散歩したりする隙間すらない。本来の明かり取りの役割すらほとんど果たしていないくらいだ。ヴィリとクリステルが連れてこられたこの居間も、円形の壁一面に何段もの棚が作りつけられていて、中にありとあらゆる美術品がねじこまれていた。

（つまり、少し極端な蒐しゆう集しゆう癖へきのあるひとなのね）

　クリステルは比較的素直に納得したが、ここにルカがいたら実に嫌そうな顔をして『これだから貴族は』などとぼやいたことだろう。

　いや、それともお宝がたくさんだ、と言って喜ぶのだろうか？

　とりあえずここにルカはいないので、コルテーゼの問いにはクリステルが答えた。

「多分わかります。私も物語は大好きですので」

　コルテーゼと名乗った貴族は瘦せ細った身体を寝ね椅い子すに任せ、素そっ気けなく頷く。

「よろしい。そう、きみたちの仕事は廃園の物語を形作る活かつ人じん画がとして、僕の驚異の小部屋に収まることだ。それ以外のことはしなくていい」

『驚異の小部屋』というのは貴族が金に飽あかせて集めた珍品を展示して、自分で眺めたり来客に自慢したりするための部屋のことだ。ボヌフォア家の書しよ斎さいはそれに近いものだったが、この館の場合、館すべてがまとめて驚異の小部屋であると言ってもいいだろう。

　クリステルは少しほっとすると同時に戸惑ってもいた。

（別に使用人になるわけじゃないのね。でも、私は生きているのだし、棚にうずくまっているわけにはいかないわ）

「──はい。あの、でも、私たちには他にも色々できることがありますよ？　ヴィリは家事も万能ですし、私は……ええと、まだたいしたことはできませんが、これから覚えます」

　クリステルが控えめに言うと、コルテーゼはかえって不機嫌そうに顔をしかめた。

「いや、それは駄目だ、家事なんて美しくないし、生々しい。僕はそういうのは嫌いなんだ。君たちは僕の選んだ格好をして、静かに館をふらついていろ。大声でお喋しやべりはしないように。あとはもちろん、逃げては駄目だ。それだけ守ってくれれば衣食住は保証する」

（ああ、本当にこのひと、観賞用の小鳥みたいに私たちを買ったんだ）

　コルテーゼの意図がやっとはっきりわかって、クリステルは胸がしみるように痛むのを感じた。なぜだろう？　無理矢理働かされるよりもよほど楽なはずなのに、なんだかひどく悲しい。ひととして見られずに、ただ『鑑賞』されるのは悲しいことだ。

（──そうか、これって、人形になった気持ちなのかもしれない）

　クリステルはふと思いつき、傍らに立つヴィリを見上げた。ヴィリの美しい顔は静かにこわばり、金銀の瞳はどこか怒りを含んでいるように見える。ヴィリは怒っている──なぜ？

　クリステル以外の人間に仕えるはめになったからだろうか。それとも、クリステルが人形のように扱われるのが嫌なのだろうか。

（でも、ここで暴れてもきっとどうにもならない。コルテーゼさんは悪いひとではないようだし、考えなくては──どう行動するのが一番いいのか。私の目的は何？　今、一番しなくてはならないことは何？）

　クリステルはしばらく真剣に考えこんだ後、意を決してコルテーゼに会え釈しやくをした。

「……わかりました。ありがとうございます」

　ヴィリがわずかに唇くちびるを嚙かんだのがわかる。彼の苛いら立だちを感じながら、クリステルは急いで新しい話題を切り出した。

「あの、ときにコルテーゼさんは……ヴィリの身体のことはご存じでしょうか？」

「ああ、滅びの鍵のせいで半はん壊かいしているのだそうだな。常に死をまとっていて美しいね」

　コルテーゼは妙にうっとりして言うが、クリステルはひるまずに一生懸命続ける。

「けれど、このままでは彼はいつ壊れるともしれません。──どうか、人形師を呼んで彼を直してはくださいませんか。元気なときのヴィリは、今よりもっともっと美しいはずです。私が保証いたします。……彼さえ直れば、私は一生ここで過ごすのに異論はございません」

「クリステル様！　何をおっしゃるのです！」

　ヴィリが抑おさえた声でたしなめる。しかしクリステルはあえてヴィリのほうは見なかった。

　今優先すべきは、ヴィリの身体を直すことだ。そのためにここまで来たのだから、まずはできるかぎりの可能性をあたっていかなくてはならない。

（コルテーゼさんは充分お金も持っていらっしゃるし、ご自分の美学にあえば要求を吞んでくれる可能性はあるような気がする。きっと、そういう方だわ）

　クリステルが一生懸命考えながら相手の顔を見つめていると、コルテーゼは満足そうに自分の細い顎あごを撫なでた。

「なるほど、美しい主しゆ従じゆう愛あいというやつだな。悪くない。……いや、悪くないどころか気に入ったぞ。そう、僕はそういうものを期待して君たちを買ったんだ。うん、思ったより素敵だな。……よし、気が向いたら考えておこう。君に感謝されたいような気持ちになったら、人形師を呼んでやってもいい。僕がその気になる前に逝いかないことを祈っておいてくれ」

「ありがとうございます！　でも……逝くだなんて、そんなにお身体がお悪いのですか？」

　コルテーゼの言いようにクリステルは複雑な表情になったが、彼は青白い顔でひらひらと手を振り、悲ひ愴そう感かんもなくあっさりと答えた。

「同情はしなくていい。僕は別に死ぬのは嫌ではないのでね。さあ、君たちはもう、自分たちの部屋へお行き。着替えは部屋に揃そろえておいたから、他に必要なものがあれば室内の紐ひもを引いて使用人を呼ぶように。僕はこれから薬やく湯とうの時間だ。まったく、生きるというのは実に不健康で気持ちの悪いことだな」

　言い終えるとコルテーゼは顔をしかめて咳せきこみ始め、慣れた様子の使用人たちが彼を取り囲んで薬を飲ませる。そんな中から侍じ従じゆうがふたり、クリステルとヴィリに歩み寄ってきた。

「こちらです。逃げようなどという気は起こさないように」

　無表情な侍従は懐ふところからヴィリの滅びの鍵をちらりと取り出して見せ、ふたりを挟んで居間から連れ出す。迷路じみた館の中をしばらく歩き、階段を上のぼって、黒い鍵で幾いくつもの凝こった鉄てつ格ごう子しの扉を開け、最後に黒い木でできた扉を開けると、そこは二部屋続きの小部屋であった。

　手前の部屋が居間のようで、背の低い卓と薔ば薇らの蔓つるが絡んだ意い匠しようの手て彫ぼりの椅子がひとつ置いてあり、丸まる天てん井じようには夜空と昼の空がかっきり半分ずつ描かれている。白い壁には幾つも縦たて長ながの窓があったが、どれも複雑な意匠の芸術的な黒い鉄の格子でふさがれていた。どことなく鳥とり籠かごを思わせる部屋の調度はすべて黒で統一され、窓から差しこむ光で表面に貼られた貝殻や貴き石せきの欠片かけらが鈍にぶくきらめいている。

（綺麗なところ。でも──やっぱり、鳥籠みたいね）

　美しい部屋を見てもあまり嬉しいとは感じず、クリステルは軽く唇を嚙んだ。

　今のところは最善の道をとっている、ように思う。なのにこの気持ちはなんだろう。

　貴族の館には慣なれているはずなのに、もう廃墟や岩砂漠がどこか懐なつかしく思えてきている。

　一方のヴィリは部屋の隅に積まれた箱の中身を確認し、それが上等な衣類だとわかると侍従に向き直った。

「クリステル様の着替えはわたしがお手伝いいたします。いつもそうでしたので」

「では、そのようにしてください。今なら蛇じや口ぐちからお湯が出ますから、身体が拭ふけます」

「何から何まで……ありがとうございました」

　クリステルが深々と礼をすると、侍従は少し決まり悪そうに礼をして立ち去った。がちり、と扉に鍵をかける音が響き、背筋がわずかにぞっとする。

　このまま、この美しい部屋から出られなかったらどうしよう。そう思うだけで軽い目め眩まいを覚えた。これは自分で選んだ道のはずなのに、どうしてこんなに怖いのだろう。

「お召し替えをいたしましょう、クリステル様」

　考えこんでいるところへ不意に声をかけられて、クリステルはびくりと震えた。

　振り返ってみると、ヴィリが廃園都市の館にいたときと同じように静かに控ひかえている。

　まるで本当に時間が巻き戻ったかのようだ。

（ヴィリは、閉じこめられるのは怖くないのかしら。そう──元々、私のお父様の命令で、あの滅びた都市に閉じこめられていたようなものだったものね）

　そう考えると淡い罪悪感が湧いてきて、クリステルはヴィリの顔を見上げた。

　ヴィリは少し戸惑ったようで、わずかにまつげを伏せて返す。

「どうかなさいましたか？　用意された服に何か、ご不満でも？」

「え？　いいえ、まさか。そういうわけじゃないわ」

　改めて見てみると、コルテーゼが用意したのは銀糸を織りこんだ白のドレスと、銀の光こう沢たくのある緑で縁ふち取どりをした黄色い上着だった。ドレスは体に負担をかけない、胸の下で黄色いリボンで留める裾すその長いもので、引きずる丈の裾には金糸で縁取った緑の蔦つたの模様がぐるりと刺し繡しゆうされている。上着は袖そでが短く、丈はドレスと同じだけある。これをドレスの上に前を留めずに緩く羽織り、ドレスの胸元には貴石の実をつけた植物の形の飾りを、頭には銀緑のこれまた蔦が絡んだような飾りを載のせるのだろう。

　若々しい色を使いながらも廃墟に絡む蔦を思い出させるような、コルテーゼらしい選択の衣装と言える。館の装飾と比べれば、大だい分ぶまともな趣味だ。

（綺麗なドレス。……ルカが見たら、また動きにくい格好だ、って言って怒るわね）

　また黙りこむクリステルの足下に、ヴィリは入浴用の敷物を広げた。黒い木で作った棚から銀色のたらいを取り出し、部屋の隅にある百ゆ合りを模もした蛇口をひねる。

　あくまで優美な所作で入浴の用意を始めるヴィリを眺めて、クリステルはどこか落ち着かない気分になってきた。何がどうして落ち着かないのかはわからないが、妙に居心地が悪い。

「クリステル様、こちらへ」

「……ええ」

　ヴィリに導かれるまま椅子に座って、土で白くなった靴を脱がせてもらう。さらにヴィリの白い指が絹の靴下を取り去ろうとした途と端たん、クリステルは小さく震えて足を引いた。

「……申し訳ありません。何か、粗そ相そうがありましたでしょうか」

　困った顔で見上げてくるヴィリ。クリステルはひどく恥ずかしくなってしまい、真っ赤になって顔を伏せた。単にヴィリの指が足首に触れたのでびっくりしただけだ。でも、今まではこんなことはなかった。わけがわからないまま、クリステルは首を横に振る。

「いいえ……いいえ、大丈夫。ごめんなさい、なんだか私、変だわ」

「お疲れなのではありませんか？　長い間、無理な旅をなさったのですから」

　ヴィリの顔は見る間に心配の色に曇くもっていく。クリステルは彼のそんな顔を見たいわけではなかったから、ますます困り果てて懸命に言った。

「大丈夫よ、少しくらい無理をしなくちゃ、いつまでも強くなれないと思うし、怪け我がをしているわけでもないし。ヴィリのほうが大変なはずじゃない？　調子はどう？」

「──よくなってはおりませんが、クリステル様のお着替えを手伝うことくらいはできます」

　ヴィリはどこか悲しく笑って告げる。

　きりきりと胸が締めつけられ、クリステルはつい言葉を失った。

　ヴィリの指がクリステルのほうへ伸び、少しためらうように止まる。

　彼はごく優しく訊きいた。

「触れても、かまいませんか？」

　もちろんよ、と答えようとした声が喉のどの奥に詰まってしまう。

　旅の間は比較的脱ぎ着が簡単な格好しかしていなかったから、館にいたころのように手取り足取り着替えさせてもらうことはなかった。今改めて触れられると思うと、ますます顔がほてってしまい、クリステルは思わず首を横に振った。

「ごめんなさい、その、私、着替えは自分でするわ。旅の間も、そうしていたし！」

「……しかし、構造的にそれは不可能です。正式なドレスですので」

　ヴィリのほうはますます戸惑いを深めているようだ。確かに貴族のドレスは元々使用人が着せることを前提として作ってあるから、複雑怪奇な構造なうえに着用者自身にはけして留められない配置の大量のボタンやリボンでできている。

　そのことはクリステルだって知っていたけれど、とにかく恥ずかしさのほうが先に立った。

「そう、ね。うん、わかった。じゃあ、身体だけ自分で拭いてくる！」

　調子外れの声で言い、クリステルは真剣に部屋の中を見渡す。

　隅にあるついたてに目をつけて駆け寄ると、ヴィリが慌てて後を追ってきてくれた。

「クリステル様……手伝います。これを動かせばよろしいのですか？」

「ええ、その、衣装はついたてに掛けておいて。たらいはこっちで……ありがとう。じゃあ、ちょっと待っていてね。楽らくにしていて」

　すべての用意がすむと、クリステルは赤い顔でそう告げて、急いでついたての陰かげに隠れた。ついたての向こうでは、ヴィリが律りち儀ぎに突っ立っている気配がある。『楽に』と言われても、彼は彼で困ってしまうのだろう。

　クリステルはとにかくさっさと身体を拭いてしまおうと思い、自分のドレスとブラウスと格闘を始めた。服から解放されるのは少し気持ちがよかったが、自分の瘦せた白い肌を見るとひどくいたたまれない気分になってくる。

（なんでこんな気持ちになるのかしら。館にいたときは、ヴィリに着替えを手伝ってもらっても、なんとも思わなかったのに）

　なぜか、廃墟でルカに抱きしめられたことを急に思い出した。

　あの甘い煙草たばこの香りが香ったような気がして、クリステルはびくりと身体をこわばらせる。

　強い力を秘めたしなやかな男性の腕。強引に触れられたときの、恐ろしいような、安堵するような奇妙な感覚が蘇よみがえる。肌がざわつき、心が揺れる。

　クリステルは不安な思い出を振り払うように、ぎゅっと目をつむった。

（何考えてるの、私。ここにいるのはヴィリなのに。ヴィリは、ヴィリの腕はもっと優しくて、怖いことなんか少しもないのに。いつも、とても優しく私の顔に、身体に、触れて──）

　必死にヴィリの綺麗な指が自分の肌に触れるのを想像してみるものの、今度は熱に浮かされたような気分になってきた。頭の芯が甘くくらくらして、奇妙な罪悪感に胸が高鳴る。

　クリステルは慌あわてて目を開け、どうにか気を紛まぎらわせようとついたての向こうに声をかけた。

「……少し変わっているけれど、いいひとだったわね、コルテーゼさん」

「ひとを買うような人間に、いいひとなどおりません」

　ヴィリの声は妙に淡々としていて、不安になったクリステルはついたての陰から少しだけ顔を出す。たたずむヴィリは案の定、少し冷たい無表情だった。

「ヴィリ、怒っているの？」

　クリステルがおそるおそる訊くと、ヴィリは少し困ったように首をかしげた。

「……そうですね。少し、怒っているのかもしれません。コルテーゼ卿きように対してではなく、クリステル様をお守りできない自分に対して、ですが」

「そんなこと！　ヴィリはちゃんと、私を守ってくれてるじゃない」

　クリステルは面食らって言い、どうにか自分で下着と白いドレスを途中まで身につける。ここからはリボンやボタンにどうやっても手が届かない、という段階まで持っていってから、そっとついたての陰から出て行った。

　ヴィリは静かに膝ひざをつくと、クリステルのドレスのリボンをひとつひとつ結びながら言う。

「わたしがクリステル様のお父上から言いつかったのは、あなたを常になんの憂うれいもなく、健すこやかにお育て申し上げること。外敵などは排し、円環都市であなたを守らなくてはならなかったのです。それがこんなことになってしまい──わたしはかえってクリステル様の足手まといになっているように思えてなりません」

「何を言っているの？　足手まといだなんて、一度も思ったことないわ。私、ヴィリがいないと本当に何もできないのよ」

　大慌てで言うと、ヴィリはひざまずいたままクリステルを見上げた。

　金銀の瞳はいつものように美しかったが、少し悲しいかたくなな色で光っている。

「申し訳ありませんが、それは違います。クリステル様は充分にご自分で考え、行動していらっしゃる。わたしがいなくとも、きっとクリステル様は色々なことを学ばれて生きていかれたでしょう。──あなたが生きろとおっしゃるのなら、わたしは生きる努力をいたします。けれど、わたしは所しよ詮せん人形です。本当は、こんな壊れかけの身体など打ち捨てていただければいいとも思います。そうすれば、クリステル様はもっと自由になれるはずなのですから」

「そんな……そんなわけ、ないじゃない」

　あまりに意外なヴィリの台詞に、クリステルは呆ぼう然ぜんとつぶやく。

　しかしヴィリは揺るがず、クリステルの胸元に貴石のついた飾りをピンで留めて囁いた。

「いいえ。全部本当のことです」

「ヴィリのばか！」

　いきなり声が勝手に零こぼれ出してしまい、クリステルは自分でもぎょっとする。

　ヴィリももちろん目を瞠みはり、手を止めて硬直していた。それでもクリステルは絶え間なく胸に湧き上がる熱いものを抑えることができず、わずかに涙をにじませて続ける。

「何が『全部本当のこと』なの？　あなたがいつ私の足を引っ張ったの？　まさか、最近様子がおかしかったのはそんなことを考えていたせい？　足を引っ張っているのは、いつだって私のほうじゃない！　もしも最初からあなたがいなかったら、私はどうなっていたと思う？　自由も何もない、あの館で死んでおしまいよ。私はあなたがいたからここまで生きてこられた。あなたは綺麗で、優しくて、完かん璧ぺきで、私を守って育ててくれて……私にどんなお返しだってねだっていいはずなのに、わがままなんか、ひとつも言わなくて……」

　続けているうちにどんどん涙があふれてきてしまって、クリステルはヴィリの腰に抱きついた。ヴィリは小さく震え、立ち尽つくしている。

　──抱き返してもくれない。

　ずきりと胸が痛んで、クリステルは懸命に唇を嚙んだ。きっと命令すれば抱き返してくれる。頼めば優しく腕を回してくれる。でも、それだけはしたくなくて、クリステルは涙声で囁く。

「ごめんなさい。あなたを守りたいの、ヴィリ。でも、私にはまだ、力がなくて」

「クリステル様」

　ぽつり、とひとつ言葉が落ちてきて、ヴィリの指がクリステルの頰に触れる。途端にそこが痺しびれるように熱くなって、クリステルは涙で濡ぬれた顔を上げた。

　見上げるヴィリの顔はどこか途方に暮れていたけれど、まっすぐにクリステルを見ていた。

　優しくきらめく銀色の瞳と、どこか冷たさを含んだ金色の瞳。ヴィリはぎこちなく問う。

「わたしは……まだ、クリステル様に必要とされているのでしょうか？」

「当たり前じゃない。館にいる間、あなたは空気みたいな……ううん、むしろ朝の光みたいなものだったの。毎朝必ず降ふり注そそぐのだと思っていた。でも、あなたは壊れかけて……私は死にそうな気持ちになった。それでやっと気づいたの。私、あなたが壊れたら死んでしまうと思う。……ヴィリ、あなたは……生きるのは、嫌？　私の傍そばにいるのは、苦しい？」

　震える声でどうにか問いを返した。

　嫌だ、と言われたら死んでしまうんじゃないかと思う。

　でも、訊かないわけにはいかない気がした。ヴィリに何かを無む理り強じいするのは嫌だった。

　たとえ彼が人形であろうと、そんなことは関係ない。ヴィリがしあわせでいてほしい。

　そして少しだけわがままを言うなら──しあわせに、自分の傍にいて欲しかった。

　クリステルが祈るように真剣に見上げていると、ヴィリは震える唇でそっと告げる。

「クリステル様にお仕えするのは、わたしの喜びです。クリステル様のお父上の命令で──」

　心臓に冷たい棘が刺さったような気がした。

　呼吸がうまくできなくて、クリステルはひどい目眩めまいを感じながら、途切れ途切れに問う。

「お父様に言われたから、だけなの」

「──はい」

（──痛い）

　ひどい痛みで、また涙があふれてきてしまう。あいつは人形だ、としつこいほど言っていたルカの声が耳元に蘇る。やはりひとと人形は違うのだろうか。思いは通じないのだろうか。

　苦しくて、苦しくて、でもやっぱり、クリステルはヴィリのことが好きだった。

　その気持ちだけは揺らがなかったので、クリステルは小さく囁く。

「そう。それでも、私はあなたが好きよ、ヴィリ」

「……っ……」

　不意にヴィリが自分の胸を押さえてよろめいたので、クリステルは息を吞んだ。

「ヴィリ？　どうしたの？　大丈夫？」

「……はい、ただ、光と……熱、が」

　ヴィリは魔抱石の位置に手を当てたまま、苦しげに顔を歪めている。

　クリステルは懸命に彼を支えようとするが、すぐにヴィリと一緒にくずおれてしまった。

　それでもめげずに、どうにかヴィリを床に下ろしてその顔をのぞきこむ。みるみる生気を失っていく彼の顔には、わずかな苦しみの跡が見えた。

　苦しい。ヴィリの苦しみが直接伝わってくるかのよう。クリステルは心の痛みに顔を歪めたが、同時に胸の奥から何か熱いものが湧いてくるのも感じていた。

　熱いものはゆっくりとクリステルの身体を巡り、彼女をほんの少しだけ強くする。

　ヴィリの手をしっかり握ってみると、心の痛みはわずかに軽くなった。

　──ヴィリを守ろう。

　あらためてそう心に刻み、クリステルは小さな声で告げる。

「ヴィリ、お願い。どうか、私より先に壊れたりしないで」
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　倒れたヴィリは、またも奇妙な夢の中にいる。

　彼は真っ暗な世界にひとりで取り残され、途方に暮れて考えこんでいた。

（さっきの凄まじい光と熱は一体なんだ？　まるで、身体がほどけていくような頼りない感じ──いよいよこの身体も長くはないということだろうか）

　苦しくは思うが、しかしどこかに温かいような、不思議な感覚も残っている。

　これはクリステルに『好き』と言われた瞬間に感じたものの残ざん滓しだ。

　あのときヴィリの瞳の奥では閃せん光こうが生まれ、胸の魔抱石がひどく熱くなった。身体は苦しいのに心は不思議と軽くなって、何かにゆるされたような気持ちになった。

　正直なところ、ヴィリは自分が生きたいのか滅びたいのかよくわからない。あえて言うなら『どちらでもない』というのが正解に近いのだろう。

　創造主が自分を壊したいと望むなら、従いたい気持ちもある。

（けれど、クリステル様があんなにも望んでくださるのならば──）

　生きたい、かもしれない。

　あの、美しく優しいひとのためならば。そう思えた。

　ずっと長い間見つめて、育ててきたクリステル。段々と自分の手を離れて変わっていくさまには違和感もあるが、同時に彼女の与える印象が鮮あざやかになっていくのも確かなことだ。

　クリステルのことを思えば、この闇の中でも胸の位置がじんわりと温かくなっていく。

　しかしそのとき、鋭い声が闇に響いた。

　──ヴィリ。お前の役目を忘れてはならない

（我が主……ボヌフォア伯はく爵しやく）

　ヴィリは闇の中で目を瞠り、過去から響いてくる声に懸命に耳を澄ます。

　──お前は円環都市がそこにあるかぎり、その一部であると覚えておけ

　──クリステルにけして真実を伝えるな。そしてもしも再び、───のときには、必ず……

　重々しく響くのは、ヴィリが買われて最初にすりこまれた命令だ。片時も忘れたことはない。それはクリステルの命令よりも優先される、絶対の命令だった。

（そうだ。わたしは人間の使用人ではない。人形なのだ）

　当たり前のことを考えるだけで、なぜか魔抱石のある部分がきりきりと痛む。

　そんなヴィリに、クリステルの父の声はふと穏やかな調子になって告げた。

　──わかったな。そしてお前は、クリステルを守るのだ

　それを最後にクリステルの父の声は消え、ヴィリの意識はふっと覚かく醒せいする。

　一気に感覚が戻り、視界が開けて、目の前に白いクリステルの顔が浮かび上がった。

「ヴィリ……」

「クリステル、様。わたしは、また……？」

「ええ、気を失っていたの。でも、今回はほんのちょっとした間だったわ」

　クリステルは小声で言い、ほっと安堵の息を吐いて握っていたヴィリの手を解いた。

　ヴィリは戸惑いつつも礼を言おうと唇を開いたが、声を出す前に不ふ穏おんな気配に気を取られる。

　すぐに鈍い音が階下から響いてきて、クリステルも不安そうに顔を上げた。

「──なんの音かしら」

　すかさずヴィリが耳を澄ませてみると、下のほうで大気が乱れているのがわかる。ヴィリは乱れの中心が館の玄関辺りにあることを突き止め、すっと感情を押し殺した。

　これはおそらく非常事態だ。的確に対処するには、感情は邪魔だった。

「……誰か下に来たようですね。様子を見て参ります。クリステル様は、念のため寝室へいらしてください」

　静かに言うヴィリを、クリステルは真剣な目で見つめてくる。

　しかし逆らおうとはせず、小さく頷いた。

「わかったわ。ヴィリも、無理をしないで」

「……お守りいたします、何をしてでも」

　ヴィリはクリステルの言葉には直接答えずに告げ、彼女を寝室へと案内する。

　そうこうしているうちに、玄関先にあった気配は館の中へと入ってくる。数秒も経たないうちにヴィリたちのいる部屋の扉が慌ただしくノックされ、ついで音を立てて開かれた。

「君たち！　今、下に都市の管理機構が来てる。なぜかはわからないが、ご主人様が闇市でひとと人形を買ったのがばれたんだ。奴らが来る前に、どこかに隠れて……」

　廊下から青ざめた顔を突っこんできたのは、さっきヴィリたちをこの部屋へ案内をしてくれた侍従だ。ヴィリは足早に扉に歩み寄ったが、すぐに侍従の後ろから別の人物がやってくることに気づいた。

「伏せて！」

　ヴィリは鋭く囁き、一歩踏みこむなり侍従の襟えり首くびをつかんで手前へ引き倒す。

　侍従が床に転がったとほとんど同時に、乾いた音が響いてヴィリの肩に衝撃が走った。

（撃たれたか）

　ヴィリは大きくよろめくも、倒れることはなく廊下の先をにらむ。

「……お前、廃園都市の人形だな？　ボヌフォア家の末まつ裔えいとかいう娘はその中か」

　廊下にたたずむ男は管理機構の制服を身につけ、片手には拳けん銃じゆうを構えていた。

　銃は今いま時どき、都市を治める貴族か、その実務を請うけ負おう管理機構に属する者しか使えない武器だ。威力は大きいが、これくらいの口径のものなら人形であるヴィリに致ち命めい傷しようは与えられない。事実、さっき撃たれた肩は痺れているが、身体中に巡る力は衰おとろえてはいない。

　まだ、並の人間を圧倒するくらいには動ける。そう判断し、ヴィリは慇いん懃ぎんに告げる。

「──失礼ですが、お嬢様に面会を求められるならば、最低でも一日前にお名前と肩書きを書き記したものを、推すい薦せん人にんの方の署名と一緒に届けてはいただけませんでしょうか？」

　ヴィリの言いように、管理機構の男は顔を歪めてゆっくりと距離を詰めてきた。

（これは闇市でクリステル様が売りに出されたときに、その場にいた男だ。間違いない）

　金色の瞳の中に記憶した像を引っ張り出すと、視界の隅っこにぼんやりと男の顔が浮かび上がる。記憶と同じ顔を持った男はヴィリの数歩前まで歩み寄り、銃口を突きつけてきた。

「何を寝ぼけたことを言っている。今すぐ死にたくなければそこをどけ」

「わかりませんか。わたしはあなたに、一昨日おとといいらしてください、と申し上げているのです」

　穏やかな声で言い、ヴィリは男の手の銃をいきなり蹴り飛ばした。

　あまりに素早いヴィリの動きについていけず、男が目を瞠る。彼が起きた事態に気づかないうちに踏みこみ、ヴィリは相手の急所に手しゆ刀とうを見舞った。男は短い悲鳴をあげて崩くずれ落ちる。

　倒れた男には目もくれず、ヴィリは細い回廊を駆け抜けた。

　薄暗い館は、すでに全体が騒がしい大気に充みち満みちている。

　角を曲がった途端に管理機構の別の男とかち合い、相手の顔が驚きよう愕がくに歪むのが見えた。

　ヴィリはひるまず、相手が銃を構える前に懐ふところに飛びこんで肘ひじを叩きこむ。あっという間に気を失って転がった体を飛び越えて先へ行くと、いきなり視界が開けた。

　丸天井から金属製のシャンデリアが下がっているのが見える。ヴィリが出たのは、吹き抜けの部屋の一角だった。円形の壁に沿って巡らされた回廊の上だ。回廊の手すりにすがって下を見れば、最初に連れてこられた居間が視界に入る。

　眼下では居間の真ん中に座った館の主、コルテーゼが管理機構の男たちに囲まれていた。

　明らかに剣けん吞のんな様子で、皆が武器を持ち出している。対するコルテーゼは丸腰だ。

（誰もが殺気をまとっている。これは敵だ。排除しなくてはならない。数は五人。普通ならきついが──ここは障害物が多い、いける）

　即座に判断し、ヴィリは壁に飾られていた短剣を二本手に取る。

「そこ、上にいるのは誰だ!?　すみやかに降りてこい！」

　ほぼ同時に階下の男たちがヴィリに気づき、銃を構えた。一瞬早くヴィリの手首がひらめき、放たれた短剣がひとりの男の腕と、もうひとりの耳に当たって血しぶきをあげる。

　男たちがひるんだ隙に、ヴィリは手すりを乗り越えてひらと階下へ飛び降りた。

「……！　貴様……！」

　慌てて管理機構側も発砲するが、落下の速度に目も腕もついていけない。弾はすべて館の壁にめりこみ、ヴィリは床に降り立つなり、手近なひとりの腕をつかんで、もうひとりへ向けて投げつけた。ふたりは折り重なって倒れ、別のひとりが何やら奇声を上げて後ろから飛びかかってくる。

　ヴィリはすかさず倒れこむようにして背後のひとりに肘と拳こぶしを順番に見舞い、床に沈める。

　間を置かずに床を転がり、男たちが落とした銃のひとつをつかんだ。さらにもう数回転して、無む節せつ操そうにたたずんでいる英雄の彫像の後ろへ身を潜ひそめる。なめらかな一続きの動作にはほとんど無駄がなかった。まるで順番の決まった殺た陣てのようだ。これで三人片づいた。

　残ったふたりの男は怒りと恐怖で顔を青白くして、自分たちも巨大な壺つぼを載せた台座や、壁かべ際ぎわの円柱の陰に隠れる。

「貴様、人形だな？　無駄な抵抗はするな！　すぐに援軍が来るぞ！」

　管理機構の男が調子外れの声で叫ぶが、ヴィリは冷静に彼が障害物から出てくるのを待った。

「くそっ！」

　意を決した敵が銃を構えて半身を円柱の外へ出した瞬間、ヴィリは敵から奪った銃でその肩を撃ち抜く。男は悲鳴をあげて床に転がるが、直後に玄関ホールから複数の足音が響いてきた。感情をすっかり切り離してしまった状態のヴィリは、ひどく冷淡に考える。

（──援軍とやらか）

「助かった……ここに人形がいる！　あの女は上だ、殺せ！」

　仲間の足音に元気づけられたのか、最後に居間に残った管理機構の男が叫んだ。

（後から来るのは何人だ？　わたしひとりで全員を止められるだろうか）

　どうしてもクリステルだけはここから脱出させなければならない。

　同時に、今までの経験と知識が『この人数を相手にするのは不可能だ』と囁く。

　ならばどうする？　判断しかねた途端、切り離したはずの感情がじわりと胸の奥から沸き出した。涙を湛たたえて自分を見ていたクリステルの顔が蘇り、ヴィリはほんのわずかだけひるむ。

（生き残らなくては……壊れないように、努力しなくては）

　そんな気持ちが冷静な思考に割りこんでくる。

　なぜ？　ヴィリが戸惑いを感じたそのとき、大立ち回りの間ずっと居間の寝ね椅い子すで平然としていたコルテーゼが動いた。

　彼は実に面倒くさそうに身体をひねり、壁の穴から垂れ下がっている何本もの紐の一本を取って引き下ろす。と、居間の壁の裏でぎりぎりと何かが回る音が響き、不意に居間の彫像や台座の幾つかが揺らぎだした。

「う、うわ、駄目だ、待て！」

　居間の彫像に隠れていた男が、何かに気づいて援軍に向かって叫ぶ。しかし時は遅く、玄関ホールへ続く廊下から凄まじい轟ごう音おんと埃ほこりが舞い上がった。

（彫像が倒れたのか。何人か巻きこまれたな。これでは通り抜けも不可能だ）

　悲痛な声のあがる廊下を見やり、ヴィリは一瞬で判断した。

　ぎりぎりと回る音はまだ止まず、少し後に居間の彫像も倒れこむ。陰に隠れていた管理機構の男が慌てて飛び出したところで、ヴィリがその足を確実に撃ち抜く。

　男は悲鳴をあげて転がり、居間で立っているのはヴィリだけとなった。

「まったく。こんな趣味の仕掛けが役に立つ日がくるとは、人生というのはわけがわからん」

　実につまらなさそうにつぶやいたのはコルテーゼだ。

　彼は床でのたうつ男たちは気にもせず、寝椅子に横たわり直してヴィリのほうへと告げた。

「管理機構がこれだけの早さと人数でやって来たところを見るに、君たちはこの都市の元首に目をつけられているようだな。僕は彼のことは好かん。彼は魔法使いを神のように思っているうえ、生きることに執しゆう着ちやくしすぎる。──早く逃げたまえ。というか出て行ってくれ。僕はこういう騒がしいのは趣味ではないのだ。気持ちが悪いから」

　顔をしかめたコルテーゼの言葉に偽いつわりはないようだ。コルテーゼはコルテーゼなりに、自分の信条に従って生きているのであろう。

　ヴィリは柱の陰から歩み出て、形だけではなく、淡い感謝の念に押されて一礼する。

「ありがとうございます。助かりました」

「礼を言っている暇ひまがあるのか？　あんなもの、奴らはすぐにどけるぞ」

　コルテーゼの言葉のとおり、玄関ホールのほうからは色々と指示を飛ばす声が響いてくる。

（ここを脱出しなくてはならない。クリステル様は……）

「ヴィリ……！」

　名を呼ばれて頭上の回廊を見上げると、そこには見覚えのある白いドレスがなびいていた。

　クリステルだ。彼女の姿を見た途端にヴィリは身体がすっと冷えたような感覚に襲われる。

（大丈夫だ、お怪我をなさっている様子はない。何を動揺しているんだ、わたしは）

　懸命に感情を押し殺そうとするものの、クリステルを目の前にするとどうしても平静ではいられなかった。階下の騒がしさに、クリステルもさすがにおとなしく隠れてはいられなかったのだろう。白い手で手すりをつかみ、身を乗り出してこちらを見ている。

　その瞳に恐怖よりも信頼が濃く映っているのを確かめ、ヴィリは銃をベルトに押しこんだ。今は時間が一秒でも惜しい。

「クリステル様……いらしてください！」

　彼が両手を広げると、クリステルは真剣な顔で頷く。長いドレスの裾をつかみ、迷いなく回廊の手すりを乗り越える。ぱっと白いドレスの裾が宙に広がり、衝撃と共にクリステルの身体がヴィリの腕に飛びこんできた。

　同時に胸がひどく熱くなるのを、ヴィリはこっそりと歯を食いしばって耐える。クリステルの糖とう蜜みつ色いろの髪に顔を埋うずめ、彼女を抱き直して辺りに脱だつ出しゆつ口こうを探した。
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　その様子を察し、コルテーゼが視線でひとつの窓を示す。

「あの窓から行け。玄関と裏口には見張りがいる」

「何から何まで、ありがとうございます。このお礼は、いずれ」

「僕は『いずれ』なんか信じない。気にするな、君たちの見せてくれた清潔な主従愛はなかなか素敵なものだった。充分元は取ったよ」

　コルテーゼは不健康な紫の唇に薄い笑みを浮かべて告げた。

　ヴィリはコルテーゼに深く頭を下げ、鮮やかな所作で銃を抜いて窓に向けて発砲する。

　びしり、と硝子ガラスに蜘く蛛もの巣す状にヒビが入ったのを確認し、クリステルを抱いたまま縦長の窓に駆け寄った。そして残った硝子を外へと蹴り落とす。

「つかまってください、クリステル様」

「はい」

　真剣な答えを聞くと、ヴィリはクリステルの身体を抱き直して窓の外へと飛び出した。ふわりと夜の外気がふたりを包み、ヴィリは湿った芝生の上へ着地する。正門のほうで誰かが騒ぎだす気配がする。ヴィリは強く大地を蹴った。

　ひと跳とびで庭に生えた英雄像の頭に乗り、さらに石像を蹴って高い鉄てつ柵さくを跳び越える。鮮やかに路地を挟んだ民家の屋根へと着地し、ヴィリはそのまま屋根の上を走り出した。

　──逃げよう、どこかへ。

　腕の中に大切なひとがいて、自分の体はまだ動く。

　まだ何も諦あきらめるわけにはいかなかった。





[image: ]






「何考えてるの、ルカ」

　ジュリアのかすれ声に、ルカは煙草の灰を窓の外へ落として室内へ視線を向ける。

　ふたりのいる宿はかつての貴族の館を改造したもので、一部屋はさして広くないが内装の趣味はいい。壁と天井は漆しつ喰くいで白く塗られ、床の絨じゆう毯たんは異国の森と鳥を織りこんだ凝ったもの。家具は黒い木で作られ、寝台にかかった布は光沢のある灰色と、刺繡のある白の二種類だ。

　そんな美しい部屋の中、ジュリアは寝台のわきに腕を組んで立っていた。

　男物のシャツを大きくはだけてまとい、実用的かつフォルムの美しいズボンと長靴を身につけたままだが、それでも乾いた色気が辺りに漂ただよっている。綺麗なひとだった。

　ルカは素直にジュリアに見とれながら、ひとの悪い笑みを浮かべて言い返す。

「他の女のことを考えてた」

「だと思った。あんた、自分の立場がわかってる？　あんまり勝手なことばっかり言ってると、本気で監かん禁きんして、心にだけ傷が残るように拷ごう問もんするからね」

　ジュリアはちょっと顔をしかめて言い、ルカに歩み寄ってきた。そうしてルカの頰を両手で覆うと、柔らかな唇をそっと彼の唇に押しつける。

　ルカは優しく口づけに応こたえつつ、ジュリアの腕を取って引き寄せた。彼女はおとなしくルカに身を寄せ、その膝に腰かけるようにして足を絡める。

　ふたりきりのときのジュリアは実に素直で愛らしい。だからといって安全なわけではないが、ルカは彼女のそんなところも大好きだ。

　ルカはほんのりと甘く香るジュリアの耳元に顔を埋うずめて、小さく笑った。

「立場くらいわかってるさ。しかし、お前が言うとまったく冗談に聞こえないな」

「そりゃ、本気だからだよ。あんたの心と体、どっちをとるかって言われたら悩むけど、やっぱりあたしは体をとる。あんたの心は、たまに何考えてるんだかさっぱりだからね」

　剣吞なことを言いつつも、ルカの胸によりかかるジュリアの笑顔は穏やかで嬉しそうだ。

　安心しきった猫のような彼女の赤毛を撫なでながら、ルカは天井を仰あおいだ。

「そんなもんか？　単純なんだがなあ、俺の中では」

「そういうのが一番くせ者なんだ。大体あの子たち、本当に売っちゃってよかったの？　こっちはあんたを追ってただけなんだ。あんた以外は普通に解放してやったってよかったのに。あのふたり、あんたの雇やとい主ぬしだったんだろ？」

　いきなり痛いところを突かれ、ルカは半はん端ぱな笑みを浮かべた。ちょうど先ほどまでも、クリステルとヴィリのことを考えていたのだ。彼は胸のもやもやをごまかすように笑って言う。

「確かに雇い主だったな。それなりに美学に沿った依頼で雇われたんなら、雇い主を裏切らないのは俺の信条だ。──でもな、あれは……ちょっと無理がある。そう思わないか？　あいつら、本当に綺麗なんだよ。今時、あんなに素直で綺麗なもんはなかなかないぜ。放っといたらすぐに悪党の手にかかるのは目に見えてる。クリステルだけなら俺がどうにかできたかもしれないが、お人形さんつきで一生養やしなってやる甲か斐い性しようは俺にはない。だったらましな悪党に売りつけてやるのが親切ってもんだ。あの貴族は物好きだが危ない趣味は持っちゃいないってことだったし、金も充分持ってる。ふたり揃ってそれなりに贅ぜい沢たくな暮らしができるはずだろ」

「あら、そこまで考えてたの？　親切だこと。──ひょっとしてあの子のこと、抱いた？」

　急に意外な問いが飛んできたので、ルカはぎょっとして即答する。

「はあ？　ばかか、お前は！　あの、お綺麗でちっちゃくて、何触っても傷つくようなもんをほいほいと抱けるか！　そんなことになったら、一生面倒みなきゃならなくなっちまう！」

「ははあ、なるほど。確かに抱いてはいないけど、その気になりかけたことはあるって顔だ。妬やけるわー」

（なんでそこまで正確にわかるんだ、この女は！　これだから女ってやつは……）

　うっすら冷や汗をかきながら、ルカは自分の額ひたいに手を当てた。確かに一瞬ぐっと来たことはあるが、あれは完璧に気の迷いだ、と、思う。

　女に弱いのはルカの悪い癖くせだが、彼がクリステルとヴィリに思い入れているのは恋情のせいではなく、もっと別のところで引っかかったせいだった。

（俺は多分……完全に死んだ都市で生まれ育った奴らがどこに行くのか見たかったんだよな）

　廃墟の温室育ちのくせに、どうにか外に順応しようと一生懸命だったふたり。ままごとみたいな態度には正直あきれたが、これから一体どうなるのだろう、という興味はあった。

　ただ、今までの経験が甘い期待だけに浸ることを許さなかったのだ。

（クリステルがどうしてもヴィリを手放さないってんなら、これが最善だ。奴らは奴らでそれなりにしあわせに生きられる。俺はしばらくジュリアのご機嫌をとって、あとはまたこっそり逃げ出す。それで全部元通り。俺はうまく立ち回った）

　淡い後悔を抱えながら自分に言い聞かせていると、不意にジュリアが真ま顔がおになって言った。

「……ねえ、ルカ。あんた、本当はどうして団を抜けたの？」

「なんだ、突然だな。そのことについては、もう充分話しただろう？　俺は責任とか、他人の命を預かるとか、そういうのは駄目なんだ。重いもんは何も持ちたくなくってな」

　うわべだけの言葉と笑顔でひらりと切り抜けようとするが、彼女はしつこく食い下がる。

「そんなのは何度も聞いたよ。でも、あたしは信じない。あんたは団の奴らが大好きだった。あたしたちだってあんたのことが大好きだった。でも、あるときからあんたは妙に無口になって、怖い顔をするようになったんだ。──そう、今みたいにね。ふと気づくと、遠くへ行っちまいそうな顔をするようになった。で、本当にふらりと消えやがった。……なんで？　きっと、のっぴきならない理由があるんだろ」

　まじめにこわばった顔から、真剣な声こわ音ねから、ジュリアが自分を心配しているのがひしひしと伝わってくる。──しかし、なんと返せばいいのだろう。きっと彼女にはわからない。

（俺は世界を埋まい葬そうすることにしたんだ、って言っても、通じないよな）

　ルカは途方に暮れて黙りこむ。

　そもそも彼は、物心ついたときからこの世界が大嫌いだった。いつの間にか盛りを過ぎ、何も新しいものを生み出さない、黄昏たそがれた世界。ルカにはこの時代の空気そのものが性しようにあわなかったし、でたらめな権力者に刃向かいもしない人々にもうんざりしきっていた。

　十代のころは常に腹の底に怒りを抱えていた気がする。こんな世界など自分が壊してやる、とばかりに、ごろつき連中と組んでは暴れ回る日々を過ごしていた。

　しかしあるとき、ふと気づいてしまった。

　自分ごときがいくら何かを壊しても、世界はそのまま続いていく。世界は川か風のようにゆるゆると流れ、止めようもなく滅びに向かって滑すべり落ちていく。抵抗は無意味だ。

　それは運命などというご大層なものではなく、ただの事実だった。

（気づいちまった後は、何もかもが虚むなしかったよなあ。一体自分がこの世界で何をすればいいのか、さっぱりわかんなくなった。考えて、考えて、結局俺は弔とむらいをすることにしたんだ）

　徒と党とうを組んで暴れることへの興味を失った後、ルカは団を抜け、墓はか守もりと名乗って冒険者となんでも屋の中間のような仕事をするようになる。周りはルカのことを廃墟と化した都市からお宝を取ってくる冒険好きの男だと思ってくれた。

　だが本当の目的は、冒険ではなく、お宝でもなく、廃墟そのもののほうだった。彼はゆるゆると死んでいくようなこの世界とつきあうために、たったひとりで滅びを感じさせる場所を巡っては、もの悲しい廃墟を自分の目に焼きつけた。これが世界だ。これが現実だ。

　──そうしているうちに、多少は滅びゆくものをゆるせるようになったような気もする。

　でも、まだ足りない。都市に縮ちぢこまったり、仲間で集まって無む邪じや気きにわいわいやるには、まだ胸の中に埋葬しきれない怒りと虚しさが息づいていた。

（こんなばからしいこと、大好きな女とか仲間に言えるかってんだ。大体俺は理解されずに哀あわれまれるのも、救おうとされるのもまっぴらだ。そんなはめになったら、もうこいつらを愛せない）

　だからルカはすべての思考を吞みこんで笑うことにする。

「俺は、お前らを好きでいたいんだ。ずっと、死ぬまでな。だから団を抜けた。それだけ」

「……本当に、あんたって男は」

　苦くつぶやくジュリアから視線をそらし、ルカは窓の外を眺めた。

　夜の街にぽつぽつと灯る明かりは美しいが、こんな夜に明かりを灯すのはよほどの金持ちだけだ。光を放つのは宮殿と貴族たちの住む一角ばかりで、あとはひたすらの闇に沈んでいる。たまにどこかから調子外れの叫びが聞こえるのが気味が悪い。よくよく耳を澄ませてみれば、声は「祈れ、幽ゆう鬼きを祓はらうために！」などと怒ど鳴なっているようだ。

（この街だって、いつまで保もつんだかな。何しろ元首がわけのわからん魔法使いだ。最近は原因不明のまま自じ閉へいして滅びてく都市も多いって話だが、いかにも後に続きそうなとこじゃないか。……滅びってのは、知らないうちに蔓まん延えんする流行病はやりやまいなのかもしれない。俺もそれにかかっちまえれば楽なのに）

　ぼんやりと都市の夜景を眺めていると、寝静まっているはずの街のどこかから不意に騒がしい音が湧き上がる。ひとの叫ぶような声と、何かが破裂するような聞き慣れない音。

「……？　ありゃ、銃声じゃないか？」

　ルカの傍らから、一気に険けわしい表情になったジュリアが顔を出した。

　言われてみれば、確かにあの音は昔の武器が立てる音に似ている。ルカが耳を澄ますと、音はさらに連続して響いてくる。場所は案外近かった。貴族の館が密集した区画からだ。

「銃を使うなんてのは、貴族か管理機構くらいなもんだが──やけに弾をばらまいてるな。……おい、あのへん、俺のご主人様たちを売った館がある辺りじゃなかったか？」

　ルカが眉根を寄せて訊くと、ジュリアは素早く革帯につけていた折りたたみ式の望遠鏡を取り外して鋭く舌打ちをする。

「くそ、腹が立つね。確かにあの変なお屋敷はコルテーゼの館だよ。……ああ、周りを管理機構らしい奴らがうろうろしてる。夜の散歩って感じじゃないね」

「人身売買がばれたのか？」

「冗談じゃない！　ばれたってどうにかなるように、ここの管理機構にゃ充分恩を売ってるはずなんだ！　あの闇市にだって、あたしたちと取引がある管理機構の男がひとり来てて──まさか、あいつが裏切ったってのか？」

　いらだったジュリアの声を聞きながら、ルカは妙に胸が騒ぐのを感じ始めていた。

　なぜだろう。もう自分がクリステルたちに関わることはないと思っていた。彼女たちはそれなりに平穏に生きていくのだと思っていた。しかしどうやらそうではないらしい。

（これだけの管理機構が動くんだ、ひょっとしてあいつら、思ったより訳ありなのか？）

　クリステルたちは一体何者なのだろう？　そしてこれからどうなるのだろう？

　とにかく一筋縄ではいかなさそうだ。ルカは頰がゆるみそうになるのをどうにか抑えたが、心のほうは抑えようがなかった。クリステルたちをもっと知りたい。もっと見ていたい。その運命に関わりたい。

　クリステルたちが何者なのか、そしてどうするのか。

　なんだか面白いものが見られる予感がした。

　ルカは平静を装ったまま、ジュリアに囁く。

「……で？　放ほっとく気か、ジュリア。まあ、いくらなめたことされたって言っても、管理機構相手にことを荒立てるのは俺はお奨すすめしないけどな」

「ばか言ってんじゃないよ！　あんたは管理機構相手だからってひるんだことがあったか？　一度だってなかったさ。──ちょっと出てくる。あんたはここにいな！」

　ジュリアはよく光る茶色の瞳でルカをにらみつけ、外套をひっさらって部屋を出て行く。

「ああ。じゃあ、またな、ジュリア」

　彼女の足音が遠ざかったのを確認してから囁き、ルカは自分の外套と革帯をつけた。ついでに内ポケットから取り出したピンと小さな工具でもって、すばやく壁際の棚の鍵を開ける。

「いくら腹が立ってたからって、こういうもんを俺の前に置いていくのはどうかと思うぞ。まあ、あおったのは俺だけど」

　小さくつぶやきながら、ルカはジュリアが棚の中の荷物に入れていた筒状の閃光爆弾や煙玉をいくつか取って自分の物入れに放りこんだ。開け放たれた窓枠に足をかけて下を見下ろせば、地面までは結構な高さがある。ルカは素早く物入れから細く頑丈な縄の束を取り出し、鈎かぎをつけて窓枠に引っかけた。気休め程度に強度を確かめて外に出ようとした、そのとき。

　コルテーゼ邸のほうから銃声と、硝子の割れる盛大な音が響いた。

　思わず視線を向けると、夜空を白い何かが舞い飛ぶのが目に映る。

（あれは──）

　ルカが目を凝らすと、それは女物のドレスの裾であることがわかった。

　誰かがドレス姿の女を抱いて、なんとコルテーゼ邸隣の民家の屋根の上へ着地したのだ！

（ヴィリとクリステルか！）

　ルカの直感を肯定するように、管理機構の男たちが白い影を見て何やら叫び始める。

　慌てて自分の望遠鏡を取り出してみると、ちょうどコルテーゼ邸に部下を引き連れたジュリアが鹿毛の愛馬でもって駆けつけたのが見える。管理機構とジュリアたちがもみ合いになった隙に、クリステルを抱いたヴィリは屋根の上を駆けていく。

（やりやがった、あいつら）

　久しぶりに背筋がぞくぞくして、ルカはかすかに笑って窓の外に飛び出す。縄を手にして落下に近い速度で路地に降り立ち、縄を回収したらすぐに自分も走り出す。路地を抜け、塀へいを乗り越えて、目指すは都市の門だ。おそらくヴィリたちはそこから脱出しようとするだろう。

　全力で両側に建物の迫せまった細い道を走っていくと、頭上にちらちらと白い影が見える。間違いない、このまま行けばどこかでヴィリとクリステルと合流できる。浮かれた気持ちを抱えたまま古い石段を駆け上がり、ルカは都市の門の前にある円形広場へと飛び出た。

　街の紋もん章しようをかたどったモザイク・タイルも美しい広場には、深夜にもかかわらず大勢の人間がいた。門を守るように立つ管理機構の面々と、その前に立つすんなりとしたヴィリの姿。

　まるで伝説の騎士のように、ドレス姿のクリステルを抱いている。

（ほれぼれするね、まったく）

　小さく笑いつつ、ルカは大きくふりかぶって広間の真ん中に煙玉を投げつけた。

「──！　なんだ、仲間か!?」

　管理機構の男が叫ぶが、辺りはすぐにもうもうとした煙に覆われる。ルカは口元を押さえて煙の中に飛びこみ、記憶していた場所を探ってヴィリとクリステルのところへたどり着いた。

「おい、こっちだ！　来い、この隙に管理小屋も落として門を開ける！」

「あ……！　来てくださったんですね、ルカさん！」

「──今さら何をしに来たんです、あなたは」

　煙をかき分けた先にいたふたりは、いかにもそれらしい対応でルカを迎える。クリステルもヴィリも、多少疲れた様子ではあるが、目は強い光で輝いていた。

　こいつらは大丈夫だ、とルカは思う。

　こいつらはまだ死んでいない。一見もろそうでも、か弱くとも、きっともっと先まで行ける。どこか、自分たちが行きたいと思ったところまで。

　──そう信じたくなった。

（こいつらにくっついていきゃ、滅びじゃない何かが見えるのか？　そうだな。可能性はありそうだ）

　ルカはすっかり心を決め、懐から閃光爆弾を取り出してにっこり笑う。

「再さい雇こ用ようされに来たのさ。あんたたちは外へ行くんだろ？　なんだか急に、俺も外が見たくなったんだ。それだけ。……どうです、お嬢さん？」

　軽い調子で訊くと、クリステルは少し汚れた顔を上げて、力強く頷いてくれた。

「はい。一緒に行きましょう。──外へ！」
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「──申し訳ございません。クリステル・オデット・マリー・ボヌフォアと、その人形を逃のがしました。対象は僧そう院いん都と市しから脱出し、現在行方ゆくえ知れずとなっております」

　青ざめた管理機構の男が、分厚い絨じゆう毯たんの上に膝ひざをつく。

　クリステルたちが街を脱出した後のこと。ここは僧院都市の宮殿の一室だ。真四角の部屋は薄暗く、天てん井じようから下がった金属製のシャンデリアの明かりが四方の壁画をぼんやりと浮かび上がらせていた。壁や天井にびっしりと描かれているのは輝く光と巨大な塔、そして飛び立つ無数の白い鳥や羽のある蛇へび。数々の英雄や神の姿が躍おどる神話の意い匠しようである。

『僧院都市』はその名の通り、かつて魔法使いであり、神話時代の後に神話を語り継ぐ者となった僧そう侶りよの一族を頂く都市なのだ。かつては世界を統すべる智者であった魔法使いの栄光も今やはるか過去のもの。現在の彼らは、その名のみを受け継ぐ古ぼけた貴族に過ぎない。

　だが、僧院都市の元げん首しゆはまだ正しく魔法使いであろうとする男でもあった。

「行方知らず、か。そなたには想像力が足りん」

　嗄しわがれた声で言い、複雑な透すかし彫ぼりの椅い子すに座った老人が傍かたわらの小卓に手を伸ばす。

　ひからびた手でつまみ上げたのは、古びた金の指輪だ。手元の燭しよく台だいの上にかざすと、揺ゆれる炎がボヌフォア家の紋もん章しようをめろりと撫なでる。元はクリステルの持ち物で、後にルカが売り払った指輪であった。

　老人は指輪の紋章を触れて確かめてから、小卓に載のった陶製の器の中へそれを落としこむ。

　器に満ちた液体に指輪が沈むと、ただちにしゅうしゅうという音と異い臭しゆうが部屋中に漂ただよった。泡に包まれた指輪はみるみるうちに小さくなっていき、しまいにはまったく目に見えなくなってしまう。まるで最初からなかったもののように。

　器に入っていたのは、かつて魔法使いだけが使い、後に製法が失われた類たぐいの薬品だった。

　湯気を立てる器を瞬まばたきもせずに見つめながら、僧院都市の元首たる老人は囁ささやく。

「人形が壊こわれかけているというのなら、奴らが向かうのは水すい葬そう都と市しに決まっておる。すばらしい人形と人形師は、すべてあの街に集まるゆえ、な。──一刻も早く水葬都市へ赴おもむき、奴らを殺せ。そして、もう一隊を廃はい園えん都と市しへと送るのだ。クリステルとやらが本当にボヌフォアの生き残りなら──廃園都市には、すばらしい宝がある」

「はい。その宝とやらを持ち帰ればよろしいのでしょうか？」

　管理機構の男に向かい、老人は告げた。

「そうだ。そして、持ち帰れないものなら、すべて破壊せよ。悪霊は、祓はらわねばならん」
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　僧院都市から逃のがれて、早十四日。

　クリステルたち一行は、とある都市の広場にいた。

「──川よ！」

　それ以上の言葉が出てこなくて、クリステルは両手を広げてルカとヴィリを振り返った。

　運河沿いの石を張った広場に立ち、ふたりはうんうんと頷うなずいている。ルカは腕を組んで楽しそうに、ヴィリは少し感かん慨がい深そうに。

　ここは人形と人形師の街、『水葬都市』。廃園都市の館を出たときから目的地としてきたここに、三人はルカのつてを活用してようやくたどり着いた。

　まずは、とやって来たこの大きな広場は、水葬都市でも有数の美しい景観が望める場所だ。三方を壮そう麗れいな彫ちよう像ぞうを配した建物に囲まれ、地面にはぽつぽつと化石の入った美しい大理石が敷かれ、片かた隅すみではいつも黒と金のお仕着せを着た楽団が音楽を奏かなでている。夕暮れ時の今も多くの人々で賑にぎわっており、クリステルが叫んでもさして目立ちはしなかった。せいぜい、壮そう年ねんの紳士が微ほほ笑えましく眺ながめていったくらいのものである。

　生き成なりに小さな赤のワイルド・ローズと蔦つたをあしらったお嬢さん風のドレス姿のクリステルは、ちょっと裕福な商人の娘の物もの見み遊ゆ山さんに思われるのだろう。この服は、ルカのなじみの隊商からルカとヴィリが意見を戦わせつつ選んだものだ。

「私、水葬都市だなんていうから、もっともの悲しいところなのかと思っていたけど……まさか、こんなところだったなんて」

　興奮さめやらぬ声こわ音ねで言い、クリステルはもう一度運河のほうを見た。

　途と端たんに視界いっぱいに青い水が広がって、彼女はふたたびの感動に打ち震える。

　目の前に広がる大運河は街の中を蛇だ行こうして走り、その幅は今まで見たどんな道よりも広い。道ならば十台の馬車だって横列で走れるであろう幅の運河を行くのは、黒に金で様々な模様をつけた美しい小舟たち。乗っているひとたちは残らず美しく、絢けん爛らんな衣装に美しい仮面をかぶったひとの姿も目についた。

　そしてその大運河沿いの家々の美しいことといったら！

　都市の要人の持ち物であるという三、四階建てのお屋敷は、古代風の円柱を玄関に並べていたり、幾いくつもの彫像を置いていたり、天井にぐるりと金の飾りを巡らせてみたり、果ては正面をすべて金の飾り格ごう子しで覆おおってみたりとどれもそれぞれ趣しゆ向こうをこらしており、大運河はほとんど華か麗れいな邸宅展覧会の様相だ。

　そんな大運河に、少しばかり夕日の色が落ちて、あとは闇に沈んでいる。

　クリステルが空を仰あおぐと、空は大きな丸形に切り抜かれていた。この街は、大きな穴の中に築かれているのだ。

「ここは昔、魔ま抱ほう石せきの大きな鉱脈があったとこだ。魔抱石を掘り出してるうちにこんな大穴ができた。鉱脈が枯れてから穴は放ほう棄きされたんだけど、物好きな人形師がここに定住したことから街になったんだそうだ。貴族が作ったわけじゃないって点では、珍しい街かもな」

　ルカは小舟が行き来する大運河の光景を眺めながら言った。彼の声も、いつもより楽しげなようだ。それも当然のことだろう。こんな景色を見て浮かれないほうがおかしい。

　クリステルは高こう揚ようした気分のままに、思ったことを口に出す。

「ここにも、きっとものすごい物語が色々あるんですね。私、そういう物語をたくさん知りたいです。知って、いつか本にまとめるの！　……どうかしら、ヴィリ？」

「すばらしいかと思います」

　ヴィリの優しい肯こう定ていの台詞せりふを聞くと、ただの思いつきが一気に輝きを増したようだ。

　クリステルは高鳴る心臓を手のひらで押さえて、その位置に刻きざむように考える。

（そうだ、自分はいつか、そういうひとになろう。知って、書き記しるすひとになろう）

　自分は世界が語る物語を知って、書き記し、誰か別のひとにも知ってもらおう。

　そうすればきっと、自分の短い生では充分愛しきれないものを長く残すことができる。

（未来へ残すなら、まずは自分の大好きなひとのことを書きたいわ）

　クリステルは魅力的な大運河から視線を引きはがしてもう一度振り返る。

　と、広場の人混みの中で、ヴィリの姿だけが浮き上がって見えた。

（あら……？　何かしら）

　軽く目をこすってみるが、別に目の問題ではないらしい。めまぐるしく行き交かい、笑いあうひとたちの中でヴィリの姿だけが鮮明に胸に飛びこんでくる。

（不思議。私、きっとどんな人混みでも彼のことを見つけることができる）

　淡あわい感動を覚えながら、クリステルはヴィリに歩み寄って告げた。

「私が物語を書くなら、あなたのことも書くわね、ヴィリ。いつか、あなたの物語も教えて」

「わたしのことなど、何も書くべきことはありませんよ、クリステル様」

「そんなことないわ。少なくとも、私にとっては、とても価値があるのよ」

　にっこり笑って言うと、ヴィリは戸と惑まどったように、それでも少しだけ嬉うれしそうに微ほほ笑えむ。

　クリステルがさらに何か言おうとしたとき、ひょい、と目の前に小さく愛らしい花束が突き出された。

「クリステル、ほら」

　花束をきざっぽく差し出しているのはルカだ。下へ手たな人間がやると大変格かつ好こうが悪いのだが、彼がやるといちいち様さまになってしまうのがおかしい。彼が広場の少女から買ってきた花束は薄うす紅くれないと紫の花を白いリボンでとめた愛らしいもので、クリステルは素直に喜んで受け取った。

「これ、私に？　ありがとうございます！」

　一方のヴィリは、珍しくしっかりルカに向き合うと、冷たい口調で言い放つ。

「ルカ、あなたはお嬢様に下心ある贈り物をするのは控ひかえてください。使用人としてあるまじき行為です」

「なんだ、やっとまともに俺と喋しやべる気になったのか。でもな、ヴィリ。下心があろうがなかろうが、目の前に可愛かわいい女の子がいて、自分に両手があるのに抱きしめないのは犯罪だ。ポケットにコインがあったら、美しく他た愛あいないものか甘いものを求めて乙女おとめに捧ささげるのはただの義務だ。空から雨が降ふり注そそぐように、俺の手からは花が零れる。そら」

　ルカは妙に嬉しそうに芝しば居いがかってまくしたてたあげく、手にしていたもうひとつの花束をヴィリに手渡した。こちらは白と緑の清せい楚そな花束である。

　ヴィリが呆あつ気けにとられて瞬いているうちに、駄だ目め押し、とばかりにルカは花束から一輪の白い花を抜き、ヴィリの耳元に飾った。

「おお、困ったことに似合ってるな。まるで雲上の女神のごとく、だ」

　ようやくからかわれているのだと気づいたヴィリは、子供っぽい表情になって叫んだ。

「──わたしは！　可愛い女の子ではありません！」

「でも、別に男でもないんだろ？　最初はどうしてもその見た目で駄目だったが、人形は中性体だって思い続けてたら段々優しい気持ちになってきた。俺は博愛主義者だ」

　腕を組んで頷くルカは、意外と本気のようである。

「あ、あなたというひとは……！」

　震ふるえて絶句しながらも、花束を捨てようとしないのはヴィリの行儀よさゆえだろう。

　ふたりの様子を見ていたクリステルは、なんだか嬉しくなってくすくすと笑った。

「やっと、ヴィリと仲良くする気になってくださったんですね、ルカさん」

「必要以上に仲良くする気はないがな。俺は飾っとくだけのものは好みじゃないんで」

　にこにこと言うルカの言葉の意味はあまり理解できなかったが、それでも充分嬉しいから問題はないだろう。いつまでもこうして楽しく喋っていたい気持ちにもなったが、街を染める夕暮れは段々と青みを増していた。もうすぐ夜が来る。

　運河を渡る風の冷たさにせかされて、クリステルはルカに告げた。

「よかった。──じゃあ、そろそろヴィリが造られた工房に行かなければいけませんね。もう夜になってしまいますし、そのためにわざわざここまで来たんですから」

「いや、行くのはむしろ夜遅くでいい。とりあえず、まともな飯でも食おう」

　ルカが平然と言うので、クリステルとヴィリは戸惑い、そろって小さく首をかしげた。
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「ここが、ヴィリの生まれた場所なんですね。でも、どうして裏口からなのですか？」

「ま、念のための用心だな。管理機構は都市ごとでそれぞれ独立してるが、ここは商業都市だ。身分を偽いつわれば、僧院都市の管理機構だって入りこめる。ひとの少ない夜にこっそりのほうが、つけられてるかどうかもわかりやすいしな」

　そう囁いて建物の裏口に耳を当てるルカは、妙に手慣れている。

「ならば、なぜ昼間はあれだけ遊び歩いたのです？」

　冷たいヴィリの指摘に、ルカは軽く肩をすくめる。

「ん？　そりゃ、ここに来て観光しないのはばかだから」

「…………」

「信じるなよ、冗談だっての。観光してるだけなら逆に目立たないし、この街、ああいう観光地には結構警備の人間とか人形が配置されてるから安全なんだよ。ここの元首の奥おく方がたが有名な人形師と仲がいいせいで、街のために働いてくれる人形が多いらしくてな。──それよりあんたら、本当に追われる心当たりってのはないのか？」

　ルカの問いには、クリステルが首をかしげて答える。

「わかりません。すごくお金になるものを持っているわけでもありませんし……」

　言いながら不安になってきて、クリステルは考えこんだ。

（そう、そうなのよね。廃園都市の館からはいくらかルカさんが換金できそうだというものを持って出たけれど、この間の逃亡劇でほとんどなくしてしまったし。ルカさんや、ヴィリや、人形師さんへのお礼はどうしたらいいのかしら）

　いくら本だけ読んで過ごしてきたとはいえ、世の中が主にお金か物々交換で回っているのは知っている。どこかの都市に正式に属せば食料や日用品の配給を受けられるらしいが、それすらままならないクリステルたちは金に頼るしかないはずだ。今のところはルカの才覚でどうにかしてもらってはいるが、いつまでもそういうわけにはいかないだろう。

　クリステルは不安顔で小さな桟さん橋ばしの上から人形師が住むという建物を見上げてみた。

　ごく普通の灰色の石を積んで作った三階建ての民家だ。二階、三階の窓が円いのが船のようで少しかわいらしい。表玄関は細い道沿いに、この裏口は細い水路沿いにもうけられているので、三人は借りた小舟でこっそりここまで来たのだ。

（この中に、ヴィリを造ったひと……でも、今はヴィリを壊そうとしているひとがいる）

　どうにかヴィリを壊すのは思い止とどまってもらわなくてはならない。そして、できれば彼を直してもらいたい。心は決まっているが、渡す金もないのにどう説得していいのかには不安もあった。

　ちらとヴィリの顔を見上げると、彼もどこか不安に揺れる瞳ひとみで裏口の扉を見つめている。

　何か元気づけなくては、と口を開こうとしたとき、ルカが妙な顔になって立ち上がった。

「この扉、鍵かぎがかかってないみたいだな」

　そう言ったきり、彼は静かに扉を開けて中へと入っていってしまう。

　クリステルが声をかけようとすると、鋭するどく『静かに』の合図が返ってくる。

（これは、ちょっと泥棒みたいな態度のような……？）

　疑問に思いつつも、仕方なくクリステルとヴィリもルカの後に続いた。

　裏口から入ったところは小さな台所で、その先は真っ暗な居間だ。薄く埃ほこりをかぶった円卓がひとつ、ひとりがけのソファがふたつ置いてあり、暖だん炉ろには火が入っていない。

　これだけ見ると空き家のようだが、居間の隅にある小さな階段の先からはかすかに光が漏もれている。頭上でぎしり、という天井が軋きしむ音がして、クリステルは首をすくめた。

（上にはひとがいるんだわ）

　ルカも同じことを思ったに違いなく、彼は猫のように足音を立てずに階段を上のぼっていく。クリステルはヴィリの片手に指を絡め、彼の手を引くようにしてルカに続いた。

　ルカが二階に上がっても、上は静かなままだ。クリステルがおそるおそる首を伸ばして二階をのぞきこむと、そこには見たこともない光景が広がっていた。

（すごい……！　何、これは。これが全部……人形なの？）

　ここは人形師の作業部屋なのだろう。ひとつしかない部屋の真ん中には、どんと大きな作業台が据すえられている。家具らしきものはこの作業台と、円まる椅い子すと、壁際の棚くらい。

　あとの空間はひたすらに人形で埋うめられていた。作業台の上も、下も、床も、木箱に詰められたり、細い棒に刺して立てられたり、薄紙にくるまれたりした人形のパーツと、作り終わった人形たちでいっぱいだ。人形たちは完全なものも、まだ不完全なものも山ほどあって、壁にもたれて座りこんだり、横たわったり、果ては壁や天井に吊るされているものもある。

　明かりは作業台に置かれたオイルランプだけだから、光の届かない場所にある人形たちは妙に人間じみて見えて心臓に悪かった。

　そんな人形だらけの部屋の中、クリステルたちには背を向けて、ひとりの人間が立っている。

　ランプに照らされる後ろ姿は長身瘦せぎすの男のものだ。ダークブラウンの髪を無む造ぞう作さにひとつにまとめ、黒い袖そで無なし外がい套とうをまとったまま作業台を見下ろしている。

　彼の後ろに立ったルカは、わずかに眉根を寄せて囁いた。

「……あんた、誰だ？　ここの人形師じゃないな」

　剣けん吞のんなルカの声にも、相手は答えない。警戒したルカはさりげなくナイフを抜き、びっくりしたクリステルはヴィリを見上げた。

　ヴィリもまた、クリステルを見下ろして首を横に振る。

「違います。彼はわたしの創造主ではない」

「それは、一体どういう……」

　クリステルが最後まで言う前に、ルカが相手の襟えりをつかむ。

「──カリン」

　男はルカの手をふり解こうともせず、静かに告げた。

　次の瞬間、部屋の壁際から一体の人形が跳はね起きる！

　ルカが反応する前に、人形は全身でぶち当たってくる。ルカはたまらず床に転がった。

　ナイフが床に落ち、人形はルカの腕をつかんであっさり関節を決めたかと思うと、なんとちょこんとその背中に乗っかった。

「あたたたたっ、てめぇ、何しやがる！」

「わあ、口汚い。なんだかあたしの創造主と似てる！　ね、君に似てるよね、アーセル？」

　ルカの背に乗った人形は、なぜか大喜びで叫んだ。どこか調子外れなほど明るい、十歳くらいの少女形人形。燃えるような赤い髪と大きな青い目を持ち、美しいというより愛あい嬌きようのある顔立ちをしている。

（ヴィリと同じ、動く人形……！）

　クリステルは目を瞠みはり、ヴィリはわずかに身構える。

　そこでやっと、作業台の前の男が振り返った。歳はルカと大体同じ、二十代後半くらいであろうか。アーセルと呼ばれた男は長身ではあるがルカより骨張った瘦せ方をしていて、やたらと無む駄だな鳩はと目めやベルトのついた服の上に黒の袖無し外套を羽は織おり、仮面を刻んだブローチで留めている。

　彼はクリステルとヴィリをじっと見つめてから、ベルトに引っかけていた変わった形の眼鏡めがねを外した。

　レンズをいくつも重ねた眼鏡を目の前にかざしてルカを見下ろし、アーセルは首をひねる。

「んー……いや、全然似てないと思うぞ。お前、美的感覚がおかしいな」

「あ、それ、バラッドにもよく言われる。造り主が悪いからしょうがないってさー。あはは」

　人形はきゃっきゃと楽しくルカの上で笑い続け、ルカは不ふ機き嫌げんにうめく。

　アーセルはというと、眼鏡をしまいながらものすごく嫌いやそうに顔を歪ゆがめた。

「バラッドの奴、お前にそんなこと言ってんのか!?　くそ、あの耽たん美び趣しゆ味みの塊かたまりが言いたいこと言いやがって。いいか、カリン。美しさにも色んな種類があるんだ。機能美だって美しさには変わりないってことを、よっく覚えとけよ！」

「あの！　その、お話し中すみませんが！」

　勇気を振り絞しぼってクリステルが叫ぶと、やっとアーセルはクリステルとヴィリを見た。

「ああ、悪いな。俺はアーセル・グランディ。水葬都市公認、銀位の人形師だ。あんたは？　後ろのはあんたの人形か？　あと、ついでにこのカリンの下の柄がらが悪いのは何だ？」

　自己紹介がてらのアーセルの質問は矢や継つぎ早ばやで、クリステルは大慌てで答える。

「はじめまして、グランディさん。私はクリステル・オデット・マリー・ボヌフォア。円えん環かん都と市しを統べるボヌフォア家のひとり娘……の、はずです。そして後ろの彼は私が生まれたときから面倒をみてくれた人形のヴィリで、カリンさんとやらの下にいるのは私の護ご衛えいでルカ・ルドリーノ・ラッザーリさんといいます。私たちはここの人形師さんに用があって参ったのですが……まずはルカさんを放していただけませんか。いきなりナイフを出したのは申し訳ありませんでしたが、その方は見た目ほど悪い方ではありません」

　これで全部の質問に答えたはずだ。

　クリステルが一息ついていると、アーセルはあっさり頷いた。

「いいだろう、色々気になるところはあるが、基本的にあんたは信用できそうだ。そいつを放してやれ、カリン。ただし、また暴れそうだったら容よう赦しやしなくていいからな」

「はぁい。つまんないの。ほら、立ちなよ、おじさん」

「おじっ……まあ、お前も十年後には、男は三十近くなってからだってことがわかるさ」

　カリンに解放されたルカは、しっかり悪態を吐いてから立ち上がる。

　クリステルは少しほっとして、アーセルに向き直って話を続けた。

「信用してくださってありがとうございます。──ときに、ここの人形師さんがどちらに行かれたか、グランディさんはご存じでしょうか？　私たちは、彼に用があって来たんです」

「ここにいた人形師の居場所ね。一応知ってる。多分あのへんだ」

　アーセルは作業台によりかかりながら上のほうを指さした。

　そして少し考えてから、その指をくるくると回す。

「いや、それともこのへんかな？　まあ、とにかくもう世界の一部に戻ってるだろ。ここの元々の持ち主である人形師は三日前に死んだんだ。で、残された人形の処理やなんかのために、俺が水葬都市の管理機構から派は遣けんされてきたってこと。人形は貴重品だからさ。この都市じゃ、死んだ人形師の後処理はかっちりやることになってるんだ」

「そう、だったんですか……」

　元々ルカからヴィリを作った人形師が瀕ひん死しだとは聞いていたが、やはり間に合わなかったのだ。ならばヴィリを直すには、他の人形師を頼むしかないだろう。

　クリステルが懸命に考えているうちに、黙りこんでいたヴィリがぽつり、とつぶやいた。

「……創造主は、亡くなられたのですか」

　いつもの澄んだ声に虚うつろな暗さがにじんでいるのに気づき、クリステルははっとする。

（そうだ、ヴィリにとっては親みたいなひとが死んだんだ！　私、自分のことばかりでまた全然ヴィリの気持ちがわかってない……！）

　焼けつくような後悔を抱きしめながら、クリステルは薄闇にたたずむヴィリを振り返った。

　彼は目を閉じ、ただ立ち尽つくしている。そのまま闇に溶けてしまいそうなヴィリの姿に、室内の誰もがしばし言葉を失った。

　ルカは外套のポケットに両手を入れて突っ立ち、カリンは少し青ざめてアーセルの腰に抱きつく。アーセルはがしがしとカリンの頭を撫でながら、誰かが沈黙をやぶるのを待っていた。

　やがて、ルカがヴィリに向けて落ち着いた声を出す。

「俺がここに来てあんたの滅ほろびの鍵を受け取ったとき、もうここの人形師は瀕死だった。あんたはご主人様の意志でまだ動いちゃいるが、人形師のほうは死んでてもおかしくはないさ」

「そうですね」

　ヴィリは静かに答えた。クリステルの胸にはじわじわと不安が湧わき上がる。

（ヴィリは──ヴィリは、私が望んだからこうしてついてきてくれている。でも本当は……本当は、自分を造った人形師と一緒に壊れたかったのだったとしたら……？）

　考えた途端に胸が痛くなり、クリステルは思わず自分の胸元を手で押さえた。なるべく目立たないよう、浅く呼吸をしながら心を落ち着けようとする。

（落ち着いて──たとえそうだとしても、私がヴィリのことを好きなのにかわりはないわ）

　でも、死にたい者を生かそうとするのはそのひとのためなのだろうか？

　やっぱりそれはただのわがままなのでは？

　考えれば考えるほど背筋が凍りつき、身体が震えを帯おびてくる。わからない。どうしてこの世界は、この世界に生きるものは、こうもわからないものばかりなのだろう！

　どうしてこんなわけのわからない世界でみんな生きていけるのだろう？

　暗い考えに捕とらわれているクリステルの前で、そうとは知らないアーセルが慎しん重ちように頷く。

「大体事情が吞のみこめたぞ。その人形はこの工房で生み出され、そっちのお嬢さんのところに売られたが、人形師の寿じゆ命みようが来たんで壊されるはめになった。しかし、お嬢さんが嫌いやがったんで、どうにかならないかとここまできた。……違うか？」

　最後の問いが自分に向けられたのを知り、クリステルはどうにか気持ちを落ち着けようと努力しながら答えた。

「……そのとおりです。ヴィリは『滅びの鍵』で半はん壊かいしているのです。それをどうにか直していただけないかと思って、私たちはここまで来ました」

「なるほどね。まあ、直せないことはないと思うぞ。何しろ俺は天才だし、ここは人形師の街だ。だけど一番肝かん心じんな話として、本人は直りたいのかって問題があるよな」

　アーセルはさらりと恐ろしいことを言い、ヴィリに向き直って訊たずねる。

「ヴィリって言うんだっけ？　いいか、別に創造主が死んだからって、人形が滅びなきゃならないって法はないんだ。ただ、人形が創造主のいない世界で生きるのはきついぞ。何か、はっきりとした支えがないとやっていけない。ここで眠りにつかないんなら、お前に残された道はひとに恋してひとになってひととして死ぬわずかな可能性にかけるか、滅びの鍵をとっといて、いつか無欲な誰かに壊してもらえるよう祈るか、半不死としてさまようかのどれかだけだ」

　アーセルの問いはあっさりしていたが、実に真剣だった。人形師の彼にとっては、何度も言ってきた台詞なのかもしれない。クリステルは緊張してヴィリを見上げた。

　ヴィリはどんな結論を選ぶのだろう？

　彼は目を閉じたまま小さく震えた。そしてしばらく後に、ゆっくりと金銀の瞳を開いて、澄んだ声で囁く。

「──わたしは、直りたいと望みます。お嬢様が、そのように望まれるので」

「ヴィリ」

　ヴィリの答えにますます不安がつのり、クリステルは彼の名前だけを呼んで絶句した。

　闇に浮かぶヴィリの顔が、やけに作り物じみて見える。

　一瞬だけ、怖い、と思った。

　思ってから、そんなことを考えている自分に愕がく然ぜんとした。

（……何？　何、今のは。どうしてヴィリが怖いの？　そんなわけがない……ああ、でも、駄目。彼の考えていることがわからない。彼のしあわせがなんなのかわからない。私、どうしたらいいんだろう？）

　混乱したクリステルの肩に、ふと何か温かいものが載る。はっとして見れば、それはルカの手だった。彼もじっとヴィリを見ている。その横顔は以前よりも真剣みを増していたが、不思議にかつてのような恐ろしい雰ふん囲い気きは失せていた。はっきり何が違うとは言い難いが、僧院都市を出て以来のルカはほんの少しだけ変わったように見える。

　ほんの少しだけルカの手から力をもらったような気持ちで、クリステルはどうにかヴィリとアーセルたちに視線を戻した。

　ひとと、人形たち。自分がまだよく理解できないものたち。

（──怖い、けれど、少なくとも──逃げては駄目だ）

　今さら廃園都市の館に戻ることはできない。逃げ帰って図書室にこもり、夢にだけ浸っていることはもうできない。それだけは確かなことだった。

　懸けん命めいに考えるクリステルの視線の先で、アーセルはヴィリを作業台のほうへと手招いた。

「主あるじのために、ね。うん、とりあえずはそれでいいだろ。こっちに来い、まずはお前の壊れ具合が俺の手に負えるかどうか見る」

「へぇ、天才とか言ってたわりに謙けん虚きよなんだな？」

　ルカがことさら明るい声で軽口を叩くと、アーセルは平然と言う。

「天才ってのは一般には理解されにくいもんだから。俺が壊れ方のひどい人形を直すと、独自性が出すぎるってよく言われるんだ。で、周りがうるさいから最近は謙虚にしてる。勝手に人形に余計な機能とかもつけないし」

「それは……当たり前のことではないですか？」

「うーん、お嬢さんに言われると妙に傷つくな」

　憮ぶ然ぜんとしたアーセルの目の前で、ヴィリは作業台に上がろうとして小さくよろめく。ただ蹴け躓つまずいただけのようにも見えたが、彼はそのままずるずると倒れていきそうになってしまう。

「おっと──なんだ、人形のくせに気を失ったのか？」

　アーセルがすかさずヴィリを支えてつぶやく。クリステルは慌てて口を挟はさんだ。

「あの、ヴィリは滅びの鍵のせいで……」

「大丈夫、わかるよ。滅びの鍵のせいで、力の供給がずいぶん不安定になってるんだな」

　こともなげに言い、アーセルは腕の中のヴィリを作業台に押し上げた。

　そして手際よく彼の衣服を脱がせながら、少しばかり顔をしかめる。

「──ん？　これは……ああ、こりゃ、拳けん銃じゆうの弾たまが入ってるのか」

　アーセルの言葉に、クリステルはぎょっとする。のぞいてみると、確かにヴィリの肩かたには透明感を失って青黒くなっている場所があった。おそらくはコルテーゼ邸脱出のときに受けた傷なのだろう。

（あのとき撃うたれていたんだ……！　どうして気づかなかったの、私。……え？　でも、そういえば銃は貴族や管理機構だけが使う武器よね。このアーセルさんも、水葬都市の管理機構から派遣されたと言っていたような……）

　嫌な予感がする。クリステルがルカを見上げると、彼の顔も少し険けわしくなっていた。

（傷を見れば、私たちが管理機構に追われていることがわかってしまう。どうしよう！）

　緊張するクリステルの横で、ルカはことさら丁てい寧ねいに銀のシガレットケースを開けた。

　ちらと振り返ったアーセルの目を見つめながら、ルカは煙草たばこを一本くわえてにっこり笑う。

「まあ、こっちにも色々事情がある。煙草、いるか？」

　含みのあるルカの言いように、アーセルはつまらなさそうに肩をすくめた。

「いらん。あんたに勧められると毒入りのような気がする。銃を持ってるような奴と敵対してる奴みたいだし？　──まあ、俺には関係ないこと……と言いたいとこだが、人形絡みとなったら黙ってるわけにもいかない」

「黙ってないならどうするつもりだ？」

　アーセルはふいとルカから視線を外し、袖無し外套と上着を脱いで床に放り出した。

「まずはこいつから銃弾を出して、通常整備する。こいつがちゃんと立てるようになったら、あんたらは今まで何があったかを詳くわしく話せ。多分、悪いようにはしない。まずいことになりそうだと思ったら──お嬢さんがこいつに命じればいい。『この人形師を殺せ』って」

「へ？」

　意外な言葉にルカが妙な声を出し、クリステルも大きく瞬いた。

「あ、あの……アーセルさん？　どうしてそんなに、私たちを信用してくださるんですか？」

「そうだよ、こいつら怪あやしいよ！　自分の人形をこんなにぼろぼろにしやがって！　あたしは絶対、こいつらにあんたを殺させたりしないからね、アーセル！」

　カリンが大声で叫んでアーセルの腰に抱きついたが、それでもアーセルは手を止めずにつぶやいた。

「俺は、人形と人間の間には、色んな事情があるもんだって知ってるから……かもな」
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「……なるほど。廃園都市か」

　アーセルの夜を徹てつした作業が終わった後、クリステルたちはうとうとしたり、こっそりと買い出しに出たりして昼を過ごした。

　やっと目を覚ましたヴィリを囲んで、今までの話が終わったのは次の日の夕刻だ。

　アーセルは疲れた顔で、高温抽ちゆう出しゆつした真っ黒な珈琲コーヒーをすすってつぶやく。

「あんたらに関しては、あんたら自身も知らないことが多すぎる。追われてる理由も、多分あんたらが知らない部分に原因があるんだろうなあ。大体、そこまで隔かく離りされた廃はい墟きよで何年もどうやって暮らしてたんだ？　人形はともかく、人間のあんたは」

「お恥ずかしながら、私はヴィリにすべて世話してもらっていましたから……」

　人形師の作業場に座りこんだクリステルは、薄く切った黒パンに山羊のチーズをのせた軽食を片手にしたまま小さくなってヴィリを振り返る。

　ヴィリは壁際にたたずみ、まだ物思いにふけっている様子だった。クリステルが視線を向ければ優しい視線で応こたえてくれるが、どこか上の空の気配がある。

「そう難しいことではありませんでしたよ。食材は庭と地下の菜園と、半日歩いたところにある修行者たちの館から調達していましたし、着る物は古いものを作り直せばいくらでもありましたので」

「地下の菜園ってのはなんだ。キノコでも育ててたのか？」

　ルカがナイフで重い黒パンを切り分けながら訊きくと、ヴィリは少し首をかしげて答える。

「いえ、オートミールですとか」

「……!?　麦じゃなくて、オートミールを育てたのか!?」

　あまりに意外な答えに、カリンを含めた四人が全員ヴィリを見つめた。

　ヴィリは何がおかしいのかわかっていないらしく、静かに続ける。

「はい。小麦が手に入ればパンやお菓子はわたしが焼きましたが、そうでないときは様々雑多な余った食材などを菜園に入れてオートミールを育てていました。材料によっては卵や、他の形にすることもできましたが、外にはそういう菜園はないのですか？」

「いや、それ、確実に菜園じゃないだろ！　あれか……？　その、遠い昔は塵ちりや土からだってある程度の食い物が作れたって伝説があるけど……まさかそういう施設が館の地下にあったって？　あんたは知ってたのか、クリステル？」

　さすがに呆気にとられた様子のルカに訊かれ、クリステルは必死にぶんぶんと首を横に振る。そして思わず、じっと手の中の黒パンを見下ろした。

（──そういえば、館で食べるオートミールとか卵って、妙に味がぼやけていたっけ。ひょっとして私、その『菜園』で育てられたものをずっと食べていたから、外の食事がやけにおいしく思えるのかしら）

「なるほど？　僧院都市の管理機構が狙ねらってたのはそれかな」

　アーセルが首をひねり、クリステルも考え考え言った。

「言われてみれば、館の中には色々なものが残っています。扉にはヴィリが鍵をかけましたから、簡単には入りこめないはずですが──ひとによっては、魅み力りよく的てきに思うかもしれません」

「その鍵目当てで襲おそってきてる、か。まだ何かが引っかかるな。管理機構なら館の施せ錠じようくらい力尽くだってどうにかなるだろうし、逆に俺たちに鍵をせびるんだったらもう少し平和的に交渉してきてもいいようなもんだが？」

　ルカがつぶやく横で、アーセルは大きくあくびをする。

「その辺りは、相手に直接訊くしかないかもな。まー、僧院都市の管理機構はこの都市の中ではあんたらをどうこうはできない、はずだ。この水葬都市は財力を背景に他都市からのちょっかいは一切跳はね返してる。それに俺のふたりめの師し匠しようもいるし」

「師匠という方は、他の都市に恐れられるほどにお強いのですか？」

「……クリステル、人形師の師匠が強いわきゃ……」

　たしなめる口調のルカを遮さえぎって、アーセルは真ま顔がおになって言った。

「強いぞ。あれは最強だ。大っ嫌いだ。多分、あれにはこの世の誰も手を出してこない。面倒だからな。……ってことで、ヴィリとクリステルお嬢さんは師匠のところへ行け。俺がやったのは怪け我がの修理までだが、師匠なら滅びの鍵で狂わされた回路も元通りにできるだろう」

「あ……ありがとうございます！」

　ヴィリが直る、その事実はなんにせよ嬉しくて、クリステルは勢いよく頭を下げる。

　もっとも心のどこかでは、まだ不安がちくちくと胸を刺していたのだけれど。

「まだ礼を言われるほどのことはしてないよ。師匠のところにいれば、あんたたちは安全だ。だけど問題はその後だよな。あんたたちは、これからどうしたいんだ？　この世界に楽園なんてないし、人形と人間がふたりきりで生きていけるところなんか、あんたたちのいた館の他にはない。ここまで旅してきたなら、そろそろわかってるだろ？」

　アーセルは気楽な口調で続けるが、クリステルはどきりとして言葉に詰まる。

（そうだ、決めなくちゃ。これからどうしたいのか、できるのか）

　しかしいざ考えてみると、すべてがまだふわふわとしたまま形にならない。ヴィリの心はわからないままだし、自分自身の望みも曖あい昧まいだ。本を書きたいという望みもどこか現実味のないもののように思えて、クリステルはためらいがちに話し出す。

「──やってみたいことは、たくさんあります。まずはもっと歩いたり、走ったりして、みなさんみたいに戦えるようになるのも素敵ですし、おいしいパンを作ったり、洋服を直す術すべを覚えたり、土を掘り起こして花やハーブを植えてみたりもしてみたい。そして、本を書いてみたい。……なんだってやりたいんです。本で読んで想像していただけだったことが、この手でできると思うだけでどきどきします。何が自分に向いているかはわかりませんが、それを探すことから始めたいのです。……でも」

　途中で言葉を切り、クリステルは勇気を振り絞った。

　後ろを振り向き、たたずむヴィリに向かってどうにか問いを投げる。

「ヴィリ。……私は、誰なの？」

　いきなりの問いに、ヴィリは一瞬答えを返さなかった。しかし彼はすぐに静かに囁く。

「クリステル様はクリステル様です。クリステル・オデット・マリー・ボヌフォア。由ゆい緒しよあるボヌフォア家の末まつ裔えいです」

　揺るぎない台詞は廃園都市の館で何度も聞いたものだ。昔はそれで安心したつもりになっていたが、今は違う。ルカが以前言ったことを思い出しながら、クリステルは続ける。

「でも、私たちの都市が滅びたのは三十年前だと言うじゃない。私は今年で十五歳よ。どう考えても計算があわないし、他のひとたちが亡なくなったのに私だけ生きている理由もわからない。こんなにわからないことだらけでは、私、これから何になっていいのかわからない。──ヴィリ、あなたは何か知っているのではない？」

　ずっと気になっていた問いをすべて吐き出してしまうと、少しだけ心が軽くなった。代わりに、ヴィリの返事を待つ間中心臓がひどくどきどきして呼吸が苦しくなる。

　オイルランプの明かりがヴィリの顔に陰影をつけ、彼が静かに唇くちびるを開くのを照らした。

「クリステル様のお父上は、わたしにあなたを守るように命じられました。どのような状況でも、あなたをしあわせに守り育てるように、と。わたしは買われてから長い間、クリステル様と一緒にほとんど館の中だけにおりましたので、その間の外の事情はわかりません。クリステル様のお父上が病やまいで亡くなり、他の使用人の姿が見えなくなってからは図書室の本からその仕事を学んで肩代わりするようになり、さらに食糧の備び蓄ちくが尽きて外に出なければならなくなったころには──もう街はあの有様でした」

　少しずつ明らかになる故郷に関わる死の臭いに、クリステルは血の気が下がるのを感じる。

　あの、普段使う場所には少しも乱れたところのなかった館。

　それをたったひとりで保っていたヴィリ。

　彼の目は死と廃墟を見つめながら、いつもあんなに綺き麗れいに輝いていたのだろうか。

　問いを重ねられないクリステルの横で、ルカがつぶやく。

「その話じゃ、十五年の空白の説明にはならんな。閉へい鎖さされた都市の中で何があったのか、そもそもなんで都市を閉鎖なんかしたのかも謎のまんまだ」

　聞いていたアーセルも重々しく頷き、注意深く言う。

「そうだな。とはいえ人形がなんでもかんでも知ってるわけもないさ。真実を知るにはこっちが動くしかない。──あんたたちの謎について、今のところ俺にわかってることがひとつある。ここの作業部屋からは、そのヴィリを造ったときの人形師の記録も出てきてる。こいつは元々運動機能を強化して造られた珍しい人形だ。それを見こんで買いに来た人間が、さらに改造を依頼してる。いくつかの部品が別の街に外注されてて、その部品の性能についてはここの人形師もよく知らなかったらしい。何か秘密があったんだろうな」

（ならばやはり、ヴィリは戦うために造られたんだ）

　重い真実が心にのしかかり、クリステルは早くも自分の決断を後悔しかけた。このまま真実を探していけば、ますます恐ろしいことが目の前に現れてくる気がする。

　そんなものを本当に知りたいのだろうか？

　黙っているとためらいに絡めとられてしまいそうで、クリステルは無理矢理口を開く。

「私、自分の過去について調べます。思い出せることがあるのなら、思い出さなければ。何もかもはそれからです」

　どうにか言い切ると、すぐにアーセルが頷いてくれた。

「よし、あんたたちの過去探し、俺もできるかぎり協力する。なんだか興味が湧いてきたし、この都市の元首とご夫人に人形についての問題には力を貸してやれって言われてるんだ。有名な話なんだけど、知ってるか？　ここの元首のご夫人は元人形なんだぞ」

「え……！　人形と、人間が結婚できるんですか？」

　びっくりして問い返すと、アーセルは穏おだやかに笑う。

「人形がちゃんと恋をして、人間になればな。普通に歳も取るようになるし、見た目はまったく人間と変わらない。子供は滅めつ多たにできないみたいだけど、元首夫婦は仲良くしてるぞ。その元首っていうのが元々、顔だけよくて性格最悪な奴でなー。でも夫人のせいで随ずい分ぶんましになった。最近は最近で貴族どもとやりあって色々あるみたいだけど、まあ、力にはなってくれるだろ」

「ありがとうございます！」

　思わぬ協力の申し出に、クリステルの胸はじんわりと温かくなった。

　自分の過去は自分だけのものかもしれないが、自分はけしてひとりではない。そう思うとまだもう少し頑張れるような気持ちになる。

　クリステルが礼を言おうと頭を下げたとき、ふと脇からヴィリの弱々しい声が響いた。

「……申し訳ありません。また、ひどい目眩めまいがして……そろそろ気を失いそうです」

「ヴィリ！　大丈夫？」

　びっくりしてのぞきこんでみると、確かに彼の顔は真っ白く艶つやをなくしている。

「申し訳ありません。もう少し、この……かつて創造主のいたこの場所で休ませていただいても、かまいませんか？」

　うつむいたまま言うヴィリに、クリステルは一も二もなく頷いた。

「もちろんよ、今日まではここにいましょう」

　急いで言い終えてから、かすかな違い和わ感かんにクリステルは内心首をひねる。

　なんだかこんなことは初めてのような気がする。ヴィリが自分自身のことでお願いをするなんて。

　そして、クリステルの目をまったく見ずに話をするなんて。
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　その夜、ヴィリは人形師の作業室で目を閉じていたが、眠っているわけではなかった。

　眠ったふりで辺りの気配を探っている。

（寝室のクリステル様の呼吸が安定した──熟じゆく睡すいに入られたのだな。階下のルカも眠っている。眠りは浅いが、わたしが気配を殺せば気づかないだろう。そして、外は……）

　ヴィリは胸の魔抱石を細かに震わせ、自分の感覚をゆっくりと石壁の向こうまで広げていった。魔抱石の震えが外界のありとあらゆるものに触れては、ヴィリにその感覚を伝える。水が立てるちゃぷちゃぷという音、深夜の会合に貴族を運ぶ船の艪ろの音、密ひそやかな恋人たちの囁き。

　──そしてどこか殺気を含んだ、緊張した人々の足音。

（やはり、いる。この街のどこかに、クリステル様を狙う者がいる）

　ヴィリは静かに目ま蓋ぶたを引き上げ、暗い作業室内を見渡した。

　室内にいるのは無数の動かない人形ばかり。アーセルとカリンは一度自分たちの工房に戻ったから、彼らに気づかれることはない。クリステルは三階の寝室で眠っているはずだ。

　クリステルの顔をもう一度見たい──そんな思いを強引にねじ伏せ、ヴィリは立ち上がった。音もなく街路側の窓に歩み寄り、古びた錠を外して板戸を押し開ける。夜の外気が頰ほおを撫でるのを感じ、そのままひらりと宙に身を躍おどらせた。

（どうにかして、クリステル様の敵を排除しなくてはならない。そして──クリステル様を、円環都市の館に戻さないようにしなくては）

　鮮やかに地に降り立つなり、ヴィリは平然と身を起こして歩き出す。飛び降りる瞬間さえ見ていなければ、主人の命めいを受けて道を急ぐ人形としか思えないだろう。しかし彼の内心はひどい懊おう悩のうに沈んでいた。ヴィリは懸命に辺りの気配を探りながら考える。

（クリステル様のお父上は、けして円環都市が滅びた訳をクリステル様に教えてはならないとおっしゃっていた。しかし、クリステル様が他の人間たちをともなって館に帰れば、きっと手がかりを見つけてしまう。それだけは避さけなくてはいけない。ならばどうする？　クリステル様たちを館に戻さないようにするか──館の証拠自体を、葬ほうむってしまうかどちらかしかない）

　今もヴィリの頭の片隅では、最初の主人であるボヌフォア伯爵の声が囁いている。

　──知らせるな。あの子だけは、しあわせに育てるのだ、と。

　その声はきつくヴィリを締しめつけて放さない。創造主が死んでしまった今、ヴィリを縛しばるのはボヌフォア伯爵の遺ゆい言ごんとも言える言葉と、クリステルだけだ。

　ヴィリが青白い顔をさらして大運河沿いの道を行けば、発光する青い水が彼の姿を薄ぼんやりと浮かび上がらせる。

　夜も更ふけているというのに、この都市はどこか華やかだ。金持ちの館の玄関先にはこうこうとオイルランプやかがり火が焚たかれ、そんな明かりが青い水の上に反射する。

　長いこと目立つ道を歩いていくと、ふと感覚の端に固い足音が引っかかった。明らかに自分のほうへ向いた意識を感じ取り、ヴィリは細い路地へと入りこむ。

　そのまま路地が折れ曲がるところまで行って立ち止まり、彼はひっそりと闇に紛まぎれた。微動だもせずにいると、呼吸をしないヴィリの気配は完全に消えてしまう。

　そうしていると、やがて大運河のほうから誰かの慌てた足音が響いてきた。ヴィリはぎりぎりまで待ち、足音の主ぬしが目の前を通り過ぎようとした瞬間をはかって素早く飛び出す。

　なめらかな所作で相手の首に腕をかけ、一気に路地の奥へ引きこんだ。男は動どう揺ようして暴れるが、ヴィリの腕がびくともしないと知ると、どうにか声を絞り出して訊たずねる。

「──誰だ……？　一体、俺になんの恨みが……」

「わたしはボヌフォア家にお仕えしている者です。……ご存じでしょう。僧院都市の方」

　ヴィリは男の耳元で囁く。半分は当てずっぽうだったが、男はさっと顔色を変えた。

「なぜ──なぜ、わかる」

「やはりですか。いくら都市の管理機構がそれぞれ仲が悪いとはいえ、このようなひとの出入りが激しい商業都市です。偵てい察さつくらいは紛れこめるのでは、と思っていました」

　静かに言いつつも、ヴィリは少しばかりほっとしている。外にちらちらと敵意を持つ気配を感じてはいたものの、彼らはヴィリたちが潜ひそんでいた人形師の家を見つけてはいなかった。

　こうして外に出ても引っかかってくれないようなら、自分から探しに行くしかなかったのだ。ヴィリはじっくりと男の首を締め上げながら問いを投げる。

「あなたがたの狙いはなんです？　どうしてわたしたちを追うのですか？」

　男は悔くやしそうに唇を嚙かんで黙りこむが、いよいよ息が詰まってくると大暴れしながら悲ひ愴そうな声を漏らした。

「……っ、し、知らない！　命令だ……ルーナラー師の！　お前たちを殺せと……お前たちを殺せば、僧院都市を呪のろう廃園の幽ゆう鬼きが死ぬ、と！」

「幽鬼？　一体なんの話です」

　ヴィリは整った眉を寄せて問う。ここまで切せつ羽ぱ詰つまった人間が適当な言い訳をするとは思えない。改めて問いを投げようとしたそのとき、ヴィリの金の瞳の奥で強い光がきらめいた。

　自動的にひどく五感が鋭くなり、どっと感覚が広がっていく。目の前にいる男のことも見えるが、同時にこの水葬都市全体が、その外の岩いわ砂さ漠ばくが、そのさらに先にある円環都市の廃墟までが同時に認識される。耳は円環都市を渡る風の音を聞き、その地を踏む重い足音を聞いた。

（誰か──誰かが、円環都市に入りこんでいる！）

　ヴィリの右目の前にはちらちらと無数の光の文字が生まれている。これは円環都市の館から送られてくる情報だ。街に侵入者があったことをヴィリに伝えているのだ。

　ヴィリは表情を硬くして管理機構の男に囁きかけた。

「あなたたち、まさか、円環都市にまで手を出したのですか？」

「……廃園都市のことか？　あそこは呪われた都市だ。ルーナラー師を呪う幽鬼が住んでいる。手は出したかもしれんな。我々は、あれから宝を取り戻さねばならない」

　ヴィリの動揺に元気づけられたのか、男は吐き捨てるように言う。

　同時にヴィリの頭の中はクリステルの父の声で一杯になった。

　──守るのだ。もしもこの館を奪おうとする者がいたなら、この館ごと、お前が埋まい葬そうしなくてはならん！
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　ヴィリが出て行った夜、クリステルは人形師の寝台に横たわって夢を見た。

　砂嵐の後の夜に見たような、円えん環かん都と市しの図書室の夢だ。タイル張りの図書室は全体がうっすらと紫色に染そまり、天てん窓まどを見上げれば空にはひとつだけ大きな星が出ている。

「……この夢を見たってことは、私はまた、何かを探しているのかしら？」

　夢の中で小さく口に出し、クリステルはゆっくりと書しよ架かの前を歩いていく。

　山ほどある本の内容はすっかり暗記したものばかりだ。だから夢の中で本を引き出せば、彼女はそのまま中を読むことができる。

「今、私が探したいもの──それは私の過去だわ。私、本当に何も覚えてはいないの？」

　クリステルがつぶやきながら書架に手を伸のべると、ふと数冊の背表紙が淡あわい金色に輝かがやいた。

「呼んでるの？　歴史の本、伝記。化学と古い魔法の本。医学と数学。難しい本ばかりね」

　光る本を引き出しては開いて床に並べ、クリステルは本を見下ろした。

「……何か、足りない気がする。肝かん心じんなものが」

　直感のままに囁ささやき、クリステルは天窓の星を見上げる。今日の星は明るく、揺ゆるぎなく、白い光を天窓の真下に注そそいでいた。そのまま光に沿って視線を下げると、クリステルは図書室の中央にもうけられた人工池をのぞきこむことになる。

　真四角の人工池にはうっすらと水が溜たまっていて、真ん中に何かが沈んでいるのが見えた。

「あ！　あれ、私の絵本！」

　美しい水すい紋もんの奥に揺らいで見えるのは、クリステルの大事な紫の絵本だ。

　どうしてそんなところに落としてしまったのか、彼女は慌ててドレスをたくしあげて水の中に入って行く。すると、足に触れたのは一見水には見えるものの、温かな気体であることがわかった。ゆるやかに渦うずを巻く気体に手を差し入れ、クリステルは絵本をつかもうとする。

　しかし、なぜかクリステルの手が気体に触れた途と端たん、紫の絵本は消えてしまった。

　代わりに彼女の手に触れたのは、温かいひとの手の感触。

（本がひとに変わってしまった。夢の中だから、こんなこともあるのね）

　ぼんやりと納得し、クリステルは誰かの手を取った。こんなところに横たわっているのはつらかろうと思って、そっと力をこめて池から引き上げる。すると池に溜まっていた気体はほろほろと金のしずくになって零こぼれ、その隙すき間まから上等な服をまとった壮そう年ねんの男が現れる。

　彼の紫の瞳ひとみを見つめ、クリステルは反射的に叫ぶ。

「お父様……！」

　言葉が勝手に飛び出してしまったことに驚き、クリステルは息を吞のむ。しかし胸にははっきりとした確信があった。落ち着いた威い厳げんに満ちつつも、目元の皺しわに深く疲労をにじませた男。

　このひとは自分の父親だ。間違いない。

　彼は柔やわらかく笑い、囁いた。

　──病を癒いやすための眠りについた姫君を守るため、王は城の周りに茨いばらを植うえました。絡からみ合う茨が城を、姫を守るよう。それでも足りないので、王は自みずから剣を取って、城の前に立ちました

「それは、紫の絵本のお話ね。ひょっとして……あれはお父様が書いたものだったの？」

　クリステルは懸けん命めいに訊きくが、父は絵本の内容を語り続けるだけだ。

　──ついにやってきた魔女は、紫の霧きりを呼びました。王の剣は霧を切り裂き、霧はすべて紫の花に変わって城の周りを飾り、姫に目覚めるようにと歌を歌うのでした

（霧……そう、紫の霧。ああ、私はどうしてこれを少しロマンチックな話だなんて思っていたんだろう。紫の霧なんて、実際にあったらものすごく禍まが々まがしいはずじゃない！）

　──そうだよ。目は覚めたかね、クリステル

　父親の優しい言葉が響き渡ると、クリステルの意識は一気に覚かく醒せいした。

「──ヴィリ！」

　愛しい人形の名を呼んで目を開け、薄闇の中で身体からだを起こす。

「ヴィリ、どこ？　私、思い出したの、全部。私は自分の知りたいことを全部知っていた。ただわかっていないだけだったの。お父様は狂ってなんかいなかった！──ヴィリ？」

　まろぶように梯はし子ごを伝って二階へ下りるが、作業場にヴィリの姿はなかった。

「おい、どうした、何かあったのか」

　クリステルの声に起きてきたらしいルカが階下から顔を出す。

　クリステルは必死に叫んだ。

「ヴィリがいないんです。そっちに行っていますか？」

「いや、来てない。……そこ、窓が開いてるじゃないか」

　ルカは眉根を寄せて二階の窓際に歩み寄り、街路を見下ろしてから再び一階へ下りていった。クリステルも大急ぎで寝間着の上に外がい套とうを羽は織おってルカを追う。

「玄関の鍵かぎはかかってるし、やっぱりヴィリの奴、二階の窓から……っ！」

　ルカは真ま顔がおでつぶやきながら玄関の扉を開け、途端に真っ青になった。

　扉の向こうには、綺き麗れいなナイフを持った赤毛の美女がたたずんでいる。

「珍しく早起きじゃない、ルカ。お嬢さんと一緒だと品行方正になるってこと？」

「ジュリア、おま……お前、どうしてここがわかった？」

　引きつって訊くルカに、ジュリアは剣けん吞のんな笑顔で答えた。

「簡単さ、お嬢ちゃんたちを追ってる僧そう院いん都と市しの管理機構を追って来たんだ。どうせあんたも一緒にいると思ったら案あんの定じようだよ。さて、ルカ。今度は本気の監かん禁きんでいってみようか？」

　ジュリアの声はひどく艶つやめき、その背後にずらりと並んだ団員どもは、ちょっと可哀想なものを見る目でルカを見ていた。同情はしているが、助ける気はないらしい。

　ぽかんとしたクリステルの目の前で、ルカは懸命にジュリアをなだめようとし始める。

「待てって、ジュリア！　なんだ、本当に僧院都市の管理機構がここまで来てるのか？」

「あら、気づかなかったの？　結構な団体さんで街はずれの宿にいたよ。それが今け朝さ方がた早く、あんたらの連れのお人形と合流してねえ。そのまま一緒に北のほうへ消えやがった。多少はここにも残ったみたいだったけど、そいつらはあたしたちがこの間の一件のお礼代わりに畳たたんじまったよ。それにしてもあんたら、奴らと何か取引でもしたのかい？」

（北。北は、私の故こ郷きようのある方向だわ）

　ヴィリは管理機構と共に、おそらくは廃園都市へ向かった。なんのために？

　クリステルはすぐにひとつの可能性に行き着き、反射的に前に出て叫んでいた。

「ジュリアさん！　助けてください！」

「へ？　え、あたし？　どうしたの、そいつがついに手でも出した？」

　いきなりのことにジュリアは戸と惑まどった様子で、毒気を抜かれて訊いてくる。

　面倒見のいいお姉さんの顔になったジュリアを見上げ、クリステルは真剣に言った。

「僧院都市の管理機構は、きっと私たちの故郷の宝を狙ねらっています。ヴィリは私を彼らから守るために、宝を引き渡すことに決めたのでしょう。でも、そんなことをしたら駄だ目めなんです、ヴィリ自身も危険だし、きっと大変なことになる……！」

「へぇ、宝ねえ。たとえばどんな？」

　興味を惹ひかれたらしいジュリアを見つめ、クリステルは一気にまくしたてる。

「『循じゆん環かん医学大全』『天上に橋を架かける』『真理の薔ば薇ら』『神の坩る堝つぼ』『光学異層分析法』──他にもたくさんです。あの館の図書室には、医学から建築から化学から、過去の遺い産さんである本が山ほど詰まっています！　私は全部を読んでいましたが、それぞれがどう繫つながり、何を意味するのかはさっきやっと理解しました。あの本の知識を使えば、天候操作や一時的な若返り、超低温睡眠、様々な毒の作成など、色々なことができるはずです」

「うわ、そりゃ本当かい!?　ずいぶん昔に失われたっていう技術ばっかりじゃないか！」

　夢のような話にジュリアは目を瞠みはり、ルカも目の前の恐怖を忘れて興きよう味み津しん々しんで頷うなずく。

「なるほど、僧院都市の元げん首しゆは魔法使いの末まつ裔えいだ。魔法使いってのは本来技術者だからな。昔の技術を取り戻してまた色々やらかそうとでも考えてるってわけか？」

「わかりませんが、世界がどこもこのような状況なら、それらの技術を復活させればかなりの力となるはず。たやすくひとに渡していいものではありません！」

　クリステルの言葉に、ジュリアはしばし難しい顔で考えこむ。ちらと団員のほうを振り返るも、彼らは全体的に喧けん嘩かが専門とみえる男どもばかりだ。ため息を吐ついてクリステルに向き直り、ジュリアは珍しく歯切れの悪い調子で言った。

「なかなか面白そうな話だが、あたしたちにゃ、ちょっと手に余るお宝だねえ。こっちはご覧のとおりばかばっかりだし。そのためにまた管理機構とことを構えるってのも……」

「もちろん、私はあなたたちを巻きこもうというわけではありません。ただ、ルカさんを連れていかないで欲しいのです。私は何があってもヴィリと故郷を助けなくてはならない。だからどうしても一度あの廃園都市に帰ります。でも私はまだまだ未熟だから、ひとりではきっとたどり着けない。……お願いです、どうかルカさんを連れていくのは少しだけ待ってください」

　勢いこむクリステルに、ジュリアはまたも意表を突かれたようだ。

　心配そうに腕を組み、クリステルとルカの顔を見比べて、ほとんど諭さとすように言う。

「ちょっと待ちなよ、お嬢ちゃん。そんなこと言ったって、あんたとルカだけで廃園都市に行って何になるんだい。相手の管理機構は、一個小隊はいたよ？」

　確かにそれだけの人数が武装していたら、対抗するのは難しいだろう。

　すぐに弱りそうになる心を、クリステルは懸命に奮ふるい立たせた。

（たとえ無理でも、勝ち目がなくても、行かなきゃ駄目だわ。だって、諦あきらめられないもの。他のことならともかく、ヴィリと故郷のことで退ひいてはだめだ！）

　クリステルはあえて先を考えず、ヴィリのことだけを考えて熱心に続けた。

「どうするかは後で考えます。ヴィリは、私のたったひとりの家族なんです。とても大切なひと──人形だろうとなんだろうと関係ない、私の大切なひとです。生まれたときから一緒にいてくれて、廃園の中でずっと私を抱きしめて育ててくれたひとなんです。彼は、多分捨て身で出て行ったのだと思います。壊こわれてもいいと思って行ったのだと思います。でも、あのひとにもしものことがあったら、私は死んでしまう。体が生きていても心が死んで、一生本当に生きるなんてことはなくなってしまう！　だから、お願いします。私はお礼になるようなものは何ひとつ持っていません。でも、なんだってしますから、どうか……！」

　そう言って深く頭を下げると、いきなりルカに肩かたをつかまれ、体を引き起こされた。

「ルカさん……？」

「ばかか！　俺なんかのために頭なんぞ下げるな！　れっきとした貴族のお嬢様なんだろうが、あんたは!?　いいか、俺はこんなばかどもに、あんたに指一本出させないからな！」

　かつてないほど真剣に叱しかられて、クリステルは肩をすくめる。

　おそるおそるルカを見上げると、彼は少し決まり悪そうに視線をそらして告げた。

「……もう少し、俺のことも信用しろ。俺はあんたたちの意外なしぶとさ、結構気に入ってるからな。二度と裏切りやしないさ」

　クリステルはちょっと驚いたが、やがてほんのり温かい気持ちになって頷く。

　と、突然ジュリアが叫んだ。

「いい！」

「……はい？」

　戸惑ってクリステルが見やると、ジュリアは腕を組んだまま茶色い瞳を潤うるませている。

　さらにその後ろにいるごろつきどもは、もっとあからさまに涙を零していた。

「いいな、これ！」

「久しぶりにいいもん見た……」

「泣ける……たまらんっ！」

　歯を食いしばって言い合う男たちを眺め、ルカがげっそりした調子になって言う。

「お前ら……。本当に、あいかわらずばかなのな」

　彼の言うところの『ばか』の頭領であるジュリアは、瞳を潤ませたまま叫んだ。

「ばかで結構！　人情を忘れて何が『王道の団』だってのよ？　よし、みんな！　今日からしばらく、あたしたちはいいならず者になるよ！」

「おう！　行こうぜ、ふんぞりかえった管理機構なんざ、ひとひねりよ！」

「いいな、こう、綺麗な女の子のために、管理機構と喧嘩できるなんざ！」

　団員たちは口々に叫び、岩を重ねたかのような体をした大男がクリステルを抱き上げる。

「え？　え、ええ？　喧嘩って、どういうことです、か？」

　クリステルが慌てて相手の肩にしがみつくのを眺めて、ジュリアは笑って言う。

「どういうことも何もないよ。ぶっつぶしてやろうっていうんだよ！　あんたとあんたの大事なひとに手を出そうっていう、あのばかどもを！」
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「それにしても、君が来てくれて助かったよ。我々だけで侵しん入にゆうしようにも、この扉が開かずに苦労していたところだ」

　管理機構の制服をきっちり着こんだ瘦せぎすの男が、感情の読めない淡々とした声で言う。

　水葬都市を出て半月足らず、ヴィリは数十人の管理機構の男たちと共に、廃園都市の門の前にいた。

　廃園都市全体を囲む城壁は、ところどころ崩くずれながらもまだ大部分が残っている。錆さびた金属の質感を見せる大扉もまた、しっかりと閉じたままだ。

　ヴィリは無表情で懐なつかしい廃園都市の門を見上げ、静かに告げた。

「──わたしは、クリステル様がご無事ならそれでかまいませんから」

「もちろんだ、約束する。君がこの都市の防ぼう御ぎよ機構を解除し、宝をすべて我々に渡すのなら、あの少女は目こぼししよう」

　管理機構の隊長は鷹おう揚ように頷いて見せるが、その視線や言葉の響きで噓うそを言っているのはよくわかった。ヴィリは目を伏せて考える。

（どうせこの男、わたしに防御機構を外させた後にわたしを始末し、クリステル様も殺す気だろう。やはり、彼らもこの都市と一緒に滅ほろぼしてしまうしかない）

　水葬都市で僧院都市の元首の思おも惑わくを聞いたヴィリは、その瞬間にこの道を選んでいた。

　クリステルの父の遺ゆい言ごんを守るため、僧院都市の管理機構に廃園都市の宝を渡すふりで彼らを始末する。同時にこの都市も葬ってしまおう。それがクリステルの父の言葉に従い、クリステルの命を守るために唯一残された道であるように思えた。

「ありがとうございます。では、そこで待っていてください。くれぐれもうかつに動かないでくださいね。何かに下手に触ると、防御機構が動き出すかもしれませんので」

　ヴィリはそう告げてから、軽く助走をつけて地を蹴る。すさまじい跳ちよう躍やく力りよくで壁の崩れかけたところへ飛び乗り、再び壁を蹴ってそのまま内部へと着地した。

　同時にふっと街の大気が緊張して、ヴィリの肌がひりつく。ごろり、という石が擦すれる音に視線を上げれば、門の前の小広場を囲むいくつもの彫像の首が回り、石を嵌はめた目がヴィリに向いていた。崩れかけた飾りにしか見えないそれらは、街を守り続けてきた防御機構の一部だ。都市の防御機構はすべて、主の趣味によって美術品めいた街に巧たくみに隠されている。

　石像の視線にヴィリが自分の金色の瞳を向けると、像の首はすぐに元のように戻って沈黙した。ついで辺りの大気も落ち着いたのを確認してから、ヴィリは門の脇の大きな取っ手を引き下ろし、鎖くさりを巻き上げて巨大な門を開く。

「さあ、こちらです。けしてわたしの後ろから離れないよう」

　おそるおそるといった感じの管理機構の男たちを引き連れ、ヴィリはまっすぐに館のある丘のほうへと向かった。誰もが不安げで言葉は少なかったが、途中、ひとりの男が割れた飾り窓の中をのぞきこもうとして、いきなりひどい悲鳴をあげる。

「うわっ！　あっ！　あ……!?」

「おい、何をしている、そこ！」

　隊長が鋭く怒ど鳴なり、仲間が大慌てで男を抱かかえる、しかし相手は嗚お咽えつのような悲鳴をあげ続けるだけだ。ヴィリはうずくまった男に歩み寄って様子を見ると、仲間の男に静かに告げた。

「鼓こ膜まくがやぶれていますね。命に別状はありません。わたしはひとつひとつの仕掛けまで解除はしませんから、どうか彼を連れて、きちんとついてきてください」

「──あ、ああ」

　管理機構の男はまるで死に神を見るような目でヴィリを見つめ、仲間を抱えておとなしく後に続いた。お宝が手に入るというのに、一行に漂ただよう雰ふん囲い気きはほとんど葬そう式しきのようだ。

　ただひとり表情を動かさない隊長は、さりげなくヴィリに並んで話しかけてくる。

「それにしてもすごいものだな。我らがルーナラー師を頂く僧院都市にも、ここまで戦時の技術は残ってはいない」

「この都市は他と違って平地に築きずかれましたので、危険も多かったのでしょう。もっともわたしが買われてきてから多くの工事が行われたようですから、元々ここまで防御が固かったかはわかりません──他にも色々武器がありますし、あなたたちにとっても役に立つのでは？」

「そうだな、もちろん役に立つだろう。しかし、ルーナラー師が欲しているのは必ずしも武器ではない。当然ながらけちな美術品の類たぐいでもない。わかるかね？」

　隊長は低く笑って言い、ヴィリはわずかに目を伏せた。

「さあ。わたしは人形ですので」

「そうだったな。君はわたしたちを、この防御機構の中ちゆう枢すうに案内してくれればそれでいい」

　よりによって防御機構の中枢ときた。ヴィリは慎しん重ちように黙りこむ。

（やはりこの男たち──いや、僧院都市のルーナラー師とやらは、何がこの都市の宝かはっきりと知っている）

　そのまま黙って館にたどり着くと、ヴィリは管理機構の男たちを地下深くへと案内した。使用人区画のさらに下、クリステルは一度も足を踏み入れたことがない場所だ。

　ヴィリはいくつもの扉を開き、やっとたどり着いた最後の大扉をゆっくりと開け放つ。

　鈍にぶい軋きしみをあげて黒い鉄扉が開くと、薄青い光と、ぶぅぅん、という無数の虫の羽音のような音が耳を打った。大気がうっすらと熱を帯び、生ぬるく肌に触れてくる。

　得体の知れない気配にひるむ男たちの中で、隊長がいち早く内部をのぞきこんで囁いた。

「これは……！」

「ここがあなたのお望みの場所、館と都市のすべてを制せい御ぎよする機構の中枢です」

「すばらしい！　実にすばらしい。はははは、ここまでのものが残っているとは！」

　隊長の少しうわずった声が高い天てん井じように反響する。

　ここにあるのは吹き抜けの大広間並みの大空間だ。この場所にだけは華美で退たい廃はい的てきな貴族趣味も入りこめないようで、床も壁も天井も飾り気のない真っ黒に塗られている。

　部屋というより四角い箱、と言ったほうがふさわしそうな場所のほとんどを占めるのは、金属でできた無数の巨大な筒だった。直径がひとの身長の二倍ほどもある筒は、それぞれぼんやりとした光に包まれている。何が光っているのか、と表面をよく見てみれば、そこには古代文字のごとき複雑な回路が刻きざまれているのがわかるだろう。

　隊長は足早に一本の筒に歩み寄り、その表面を見つめてまくしたてた。

「間違いない、これは魔ま抱ほう石せきを使った永久機関だ……魔抱石が枯こ渇かつしてからは滅多にお目にかかれん代しろ物ものだ。それがまだ生きている！　なるほど、宝というのにふさわしい！」

　他の男たちは隊長の興奮にいまひとつついていけない様子で、ただ室内の異様な光景に圧倒されてきょろきょろしている。

　ヴィリはさりげなく壁際の操作卓へ歩み寄りながら、隊長に問いを投げる。

「あなたは過去の技術についてずいぶんお詳くわしいのですね。ひょっとしたらあなたの主人よりも知識を持っているのでは？」

「まさか！　わたしの智はすべて、我が主、僧院都市元首であるルーナラー師から得たものだ。師はすばらしいぞ。年々身体は衰おとろえているものの、その智は逆に深まり続けている。師がおられるかぎり、僧院都市は安あん泰たいだ。そしてさらにこの宝を得れば、戦前のような繁はん栄えいを我々にもたらしてくれるに違いない」

　うっとりと言う隊長の目には、どこか狂信の色があった。この狂気の色も、主たるルーナラー師とやらから与えられたものなのだろうか。

　ヴィリは少し気味が悪い、と思うのと同時に、羨うらやましい、とも思った。

（こんなふうに、酔ようように誰かのことだけ考え続けることができれば──どんなに気持ちが楽になることだろう）

　ふとしたきっかけで胸の奥のクリステルの記憶が優しくほころんでしまいそうで、ヴィリは慌てて自分のやるべきことを確認する。最優先事項はクリステルの父の命令を実行することだ。クリステルの父は、ここにあるものの恐ろしさを充分に知っていた。

　ヴィリが考えているうちに、隊長は部屋の奥の奇妙な器械に目をとめた。

「ん？　この器械は……」

「……！」

　ヴィリがほんのわずかに目を見開く。巨大な筒に隠れるようにして鎮ちん座ざしているのは、銀色の筒状のタンクだ。壁から何十本もの複雑な管が生はえ、タンクに繫がっている。

（あれにだけは触れさせるわけにはいかない）

　ヴィリは素早く己おのれの右目に触れたかと思うと、するりとその眼球を取り出した。

　きらめく金の瞳を、制御卓の上に描かれたボヌフォアの紋もん章しようの上へかざそうとする。

　しかし、一瞬早く乾いた銃じゆう声せいが響いた。

　手首に重い衝撃が走り、金の瞳が硬質な音を立てて床に転がる。

　すかさず身体と足に数発の銃弾が撃ちこまれ、さすがのヴィリもよろめいた。

「──押さえろ」

　冷れい徹てつな隊長の声に前後して、必死の形ぎよう相そうの管理機構の男たちがヴィリに飛びかかってくる。ひとり、ふたりまではどうにか避よけたが、振り向きざまに魔抱石の位置を銃で殴られた。途端に痺しびれが全身に回り、床へ引き倒されて押さえつけられてしまう。

　隊長が銃を片手に歩み寄り、ヴィリの金の瞳を床から拾い上げる。ヴィリは慎重に囁いた。

「……乱暴なことをなさいますね。わたしは何もしていませんよ」

「まだ、何もしていなかったな。しかし何かをする気だっただろう？　なんだ、あれには触れてほしくなかったのか？」

　隊長はゆっくりと訊くが、ヴィリは答えなかった。答える必要はない。

　ただ目を開いて、事態の推移を見守っている。隊長はヴィリの目の前にしゃがみこむと、まだ火薬の臭いのする銃口をヴィリの左目に向けて訊く。

「人形でも、死ぬのは怖いか？」

「いいえ。わたしたちは主あるじのために生き、役目が終われば廃はい棄きされるのが運命です」

「我々と同じだな。しかし、お前の目には感情がある。……お前には怖いことがあるのだ」

　隊長は小さく笑って銃口を下ろし、代わりにポケットから見覚えのある装飾品を取り出した。貴き石せきの嵌まった、卵形の──ヴィリの、滅びの鍵だ。ヴィリはわずかに顔をしかめる。

（コルテーゼの館から手に入れていたのか。面倒だな、どうにかしてこの場所の最後は見届けなければ。それさえ終われば……）

　あとは滅びてもかまわない。

　そう考えると再びクリステルの顔が記憶の中から蘇よみがえってきて、魔抱石の位置がぎゅっと痛くなった。

　──そうだ。ここで滅びてしまえば、もうクリステルを守れない。

　あのひとの声を聞いて、あのひとに触れて、あのひとと共に在あることができない。

　不意に、コルテーゼの館でクリステルに抱きつかれたときのことを思い出した。壊れそうに熱くなった身体を、瞳の奥で生まれた光を、壊れてしまいそうな恐怖と、不思議な喜びを思い出した。同時に全身が冷たくなるような気分を味わい、ヴィリは震ふるえる。

（なんだ、これは。まさか……これが、恐怖か……？）

「あの器械、薬品を混ぜて気体を発生させる類のものだな？　あれを使うと、何ができる」

　隊長はまだ暗い声で問いを投げかけている。ヴィリは問いに答える気はなかった。

　身体は恐怖に支配されかけているが、まともな思考をすることはできる。おそらく彼はまだヴィリを壊さないだろう。ヴィリはこの制御室のことをすべて知っているのだから。

　案の定、隊長はしばらくすると滅びの鍵をしまって、ヴィリの金の瞳を取り出した。

「ふむ、答える気がないのなら、動かしてみるまでか。どうせこれが制御室を起動する鍵になっているのだろう？　こんなものを人形に埋めこむとは、お前の主も物好きだな」

（そうだ、そう思ってくれれば都合がいい。そのまま、それを紋章の上にかざすんだ）

　ヴィリは祈るように視線で隊長を追う。

　そこへ、不意に聞き慣れた声が響いた。

「待ってください。その装置については、私がお答えします」

　胸の痛みが一瞬凄すさまじく強くなり、ヴィリは押さえつけられたまま懸命に視線を上げた。

　見やった制御室の入り口には、まぎれもないクリステルの姿が白々と浮かび上がる。

「……！　クリステル様」

　思わずその名を口にしてしまった。もう二度と顔を見ることなどないと思っていたそのひとは、ヴィリを見るとひどく苦しそうな顔になって震える。

　そんな彼女を見ているだけでヴィリの胸も痛くなり、彼は知らず知らずのうちに歯を食いしばる。駄目だ、やはり自分は壊れかけている。こんなにも身体が思い通りにならないなんて。

　そうしているうちに、クリステルの傍かたわらにルカとジュリアがひょっこりと顔を出した。

「ざまあみろ、見事追いついてやったぜ。な、王道の団が本気を出せば大丈夫だって言っただろ、クリステル」

　さも楽しそうに言うルカに、管理機構の隊長が鋭く叫ぶ。

「貴き様さまら！　外の見張りは……」

「ごめーん、あたしたちが伸のしちゃった。もうちょっと体、鍛きたえたら？　あんまりにも歯応えなかったわよ」

　すかさずジュリアがあっけらかんと答え、その脇からは屈くつ強きような部下が姿を現した。隊長は苦々しく黙りこみ、集まってきた管理機構の男たちとジュリアたちの間に緊張が走った。

　空気を読み合う二勢力の間に、クリステルは無防備な姿で歩み出る。

　魔抱器械の筒が放つ淡い光に、糖とう蜜みつ色いろの髪がぼんやりと浮かび上がる。

　多くの視線が集まる中で、クリステルはよく通る声で告げた。

「その装置は戦時の英知。毒の霧と、その中和剤を発生させるための器械です」

　彼女の言葉に管理機構の隊長は目を瞠り、かすかなざわめきが辺りに走る。

　そしてヴィリは、愕がく然ぜんとしてクリステルを見つめた。

（なぜ、それを……！）

　声を出せないヴィリを見つめ、クリステルは悲しく囁く。

「ヴィリ、ごめんなさい。私、もう昔のことを全部思い出してしまったの」

　ヴィリは頭を殴られたような衝撃を覚えて震える。思い出した？　一体、何を？

　まさか、自分の過去をだろうか。

（いや──違う、そんなわけがない）

　懸命に自分に言い聞かせ、ヴィリは穏おだやかに笑って見せる。笑うのは得意だ。心を隠すことだって。そもそも自分には心などないのだから。ヴィリは精一杯優しく言う。

「思い出す？　なんのことでしょう。クリステル様は生まれてから長いこと眠っていらっしゃいました。何も覚えているはずがありません」

　しかしクリステルは揺るがなかった。

　いかにもか弱い様子なのに、けして崩れずに続ける。

「いいえ、全部本の中に書いてあったわ。あの、私の大好きな紫の絵本。王様の城に魔女が出した紫の霧がせまる話。……あれは全部、本当にあったことね？　あの王は私のお父様で、姫君は私で──霧はきっと、昔の戦争兵器が生んだ毒の霧のことだったのではない？　毒の霧がこの街にやって来て……すべてを滅ぼしてしまったのではない？」

　クリステルの告げた真実に、ヴィリはつい言葉を失った。

　本当は言げん下かに否定しなければならなかったのに、あまりに的を射た答えに声が出なかった。

　その後もクリステルは続け、他の面々も知らず知らずその内容に釘付けになる。

「ここに来るまでに、私、あらためて外の様子を見てみたの。お父様が無理矢理に都市を封ふう鎖さして人々を殺してしまったのなら、もっと凄せい惨さんな様子が残っていていいはずだわ。でもそんなものはなかった。ただ、整然と片づいた廃はい墟きよしかありはしなかった」

　そうだ、確かに廃園都市は美しい。しんと静まりかえった館。しんと静まりかえった街。吹き抜けてゆく風。生きている人間たちがいたころより整然とした街。

　道に倒れている人間などひとりもいない、しかし生きているものもいない。

　……ここでは誰もが、家の中で覚悟して死んだのだ。

「あとは、図書室にあった本。今思えば医学や化学関係の本がとても多かった。そして、この装置の設計図もあったわ。全部は私の推測だけれど、おそらくお父様はこの街に軌き道どうのずれた毒霧がやって来ることを知って、色々な研究をなさっていたのではない？　霧の毒の分ぶん析せきをして、その中和剤を作る研究。そして霧の毒が消えるまで、ひとを長く眠らせるような研究も」

　ヴィリは小さく震え、銀色の片目で悲しくクリステルを見つめる。

（もう、駄目だ。すべてが崩れてしまった。すべてが）

　クリステルの言うとおりだった。彼女の父は毒霧がこの街に漂ってくることを知り、多くの人間を外に逃がした。そして自分は街に残り、どうにか毒霧に対抗できないものかと研究を続けていた。ここにはまだ戦時の技術が多く生きていたから、研究をするには都合がよかったのだ。

　しかし時は無情にも過ぎ去り、最後に街に残ったのは、彼の家族と、彼が街を守ると信じていた者たちだけ。彼は妻を外へ逃がしたいと思ったが、彼女はクリステルを身ごもっており、長旅に耐えられる身体ではなかった。そして館で出産し、そのまま産さん褥じよくで死んだ。

　……それが、霧のやって来るほんの数日前のこと。まだ中和剤は大量生産できなかった。

　クリステルの父は仕方なく、もうひとつの方法を取る。ひとを仮死状態にして濃密な世界の力を満たした中に沈め、外気から完全に遮しや断だんする方法を自分の娘に試ためした。

　そして、その結果がわからないままにやって来た最後の朝。

　──おはようございます、ご主人様

　いつもと同じように、ヴィリはクリステルの父に挨あい拶さつをした。

　彼はなぜか、玄関先の階段に座って朝を待っていた。夜が明けたころには霧が街中を覆おおうのだと、彼は知っていたはずだった。しかし彼は、疲れ果てつつもどこか優しい顔で世界を見つめながらヴィリに言ったのだ。

　──おはよう、ヴィリ。クリステルはどうしているかね？

　──今日も眠っておられます

　──そうか。元気そうならいい。ヴィリ、お前はあの子の騎士となるように買ったんだ。守ってやっておくれ。そして、もし、いつかあの子が目覚める日が来たら──クリステルをしあわせに育ててやってくれ。わたしの死に際など、けして言ってやるなよ。残すのはあのわたしが書いた絵本だけでいい。童話じみた話だけでいいからな

　──はい、ご主人様

　──いい返事だ。……悲しいものは、みんなゆるゆると忘れられていけばいい。罪はわたしが持っていく。未来には、優しいものだけ残るといいのだ

　クリステルの父の穏やかな声が、つい昨日の記憶のように蘇る。

（あなたのお言いつけを守れませんでした。クリステル様のしあわせは壊れてしまった）

　三十年前のクリステルの父に向かって、ヴィリは心の中で囁いた。ヴィリが苦く渋じゆうに満ちて片目を閉じようとした、そのとき。

　不思議に誇ほこらしげな、クリステルの声が響く。

「たとえ、結果として生き残ったのが私ひとりだったとしても……お父様は、狂ってなどいなかった。ただ、戦ったのね」

「クリステル様」

　ヴィリは少し戸惑って彼女の名を呼んだ。そのまま顔を上げると、クリステルと目が合う。

　彼女は、意外な表情をしていた。笑っているのだ。……なぜだろう？

　なぜ、彼女は笑っているのだ。

　なぜ、彼女は──とてもしあわせそうに、言葉を嚙かみしめるように言うのだろう。

「知ることができてよかった。私、しあわせだわ。ありがとう、ヴィリ」

　しあわせ。その一言が不意に胸に飛びこんできて、ヴィリは目を瞠みはる。

　もうそんなことは言ってもらえないと思ったのに、少しも期待などしていなかったのに。

　体が熱くなっていく。すっかり諦あきらめていたしあわせが体を冒おかし、ヴィリは震えて囁く。

「……本当に？　本当にあなたは……」

　彼が最後まで言う前に、管理機構の隊長が瞳を鋭く光らせて言った。

「なるほど、すばらしい。あなたのお父上は、戦時の兵器を復活させたというわけだ。実に色々な使い方ができるでしょうな。我が主が喜びます」

「何を言っているんです！　これはあくまで研究のために作られたものです！」

　クリステルが目を瞠って叫ぶが、隊長は至極真剣な顔で続ける。

「なんのために開発されたかは問題ではありません。どう使うかですよ、問題は。我が主ならば、この研究を完成させることもできるはず。ありとあらゆる悪あしきことどもを祓はらうために使うことができましょう」

「何寝ぼけたこと言ってんだ、あんたらは。悪しきことどもだ？　今いま時どき戦争やろうっていう都市だって滅多にないのに、何と戦うつもりだ。おおかた爺じじいが自分をあがめ奉たてまつらせるために変なことを言ってるんだろうが、これはごうつくな爺にやるにはちょっと豪ごう華かすぎる玩具おもちやだぜ」

　ルカが吐き捨てるように言い、ジュリアたちが一歩前に出る。

「そうだよ、喧嘩ならもっと楽しい方法でやろうじゃないか。今ならあたしたちが相手してあげるからさ？」

　妖よう艶えんに笑うジュリアにはぞくぞくするような殺気が漂うが、隊長は小さく笑って告げた。

「悪いが遠慮しておこう。君たちは実に今の世界に生きる人間らしいよ。動物的だ。何も考えてはいない。獣けもののように拳こぶしで殴り合い、何も考えずに食って眠っては死んでいく。──いいかね、君たちのような人間こそがこの世界を弱らせるのだ。無知は罪だ、考えないことは罪だ。獣とひとの違いはなんだ？　知識を持っているかどうかだ。智を取り戻せば、ひとの世界は蘇よみがえる。我々の言う『悪しきことども』とはつまり、君たちに巣くった怠たい惰だだよ！」

　隊長の声は段々と朗ろう々ろうと響き渡り、やがて彼は手にしていた金色の瞳を改めて制御卓にかざした。らんらんと光る瞳で制御卓を見下ろしながら隊長は言う。

「かつての武器が蘇る──すばらしいではないか。圧倒的な力の前に人々は膝を折り、多くの者が死ぬだろう。だが、ひょっとすると何人かは立ち上がるかもしれない。何人かは圧倒的な力に対抗するために力を振り絞しぼるかもしれない。──それは、新たな人間の生まれる瞬間ではないのかね。自分の意志で考え、この世界を覆くつがえす人間──それこそが、正しい人間だ」

　刻むような台詞せりふの間にも卓に刻まれたボヌフォアの紋章は淡い金色に光り、同じ紋章が金の瞳の中にも浮かび上がった。

　すぐさま鈍い震えと低い音が生まれたかと思うと、ぎりぎりと巨大な筒が動き出す。どこからか盛大な蒸気があがり、震えは館の壁を伝ってびりびりと大気を鳴らした。

「おお……すばらしい。まるで生き物の鼓こ動どうのようではないか」

　隊長はうっとりと続けるが、ヴィリを押さえていた管理機構の男たちは不安そうな顔になって辺りを見渡す。血の気をなくしたクリステルが懸命に叫んだ。

「ヴィリ！　どうにか、器械を止められないの!?」

「できます」

　あっさりと答えたヴィリに、ぎょっとした人々の視線が集まる。彼は静かに言う。

「この器械はもうすぐ死にます。わたしの瞳に刻まれていたのは、制御室の起動の鍵などではない。この館のすべてを塵ちりに帰すための、自じ壊かい装そう置ちの鍵でしたので」

「──！　貴様、騙だましたな！」

　隊長の顔が歪ゆがみ、誰もが浮き足立って辺りを見渡した。駄目押しのようにヴィリが叫ぶ。

「命が惜おしければ逃げなさい！　崩ほう壊かいまでは十五分程度しかありません！」

「っ、うわ、わ……！」

「駄目だ、早く外に！」

　どんどんと震えがひどくなり、頭上から砂の雨が降り出したところで人々の理性が崩れた。

　管理機構の男たちは目の色を変え、我先にと扉のほうへ駆け出す。ジュリアの部下たちも青ざめてはいるが、ジュリアが動かないせいでどうにかまだ踏みとどまっていた。

　クリステルは走ってくる男たちに逆らい、必死にヴィリのもとへと駆け寄ってくる。

「ヴィリ……！」

「クリステル様……」

　ヴィリはどうにか身体を起こし、飛びこんできたクリステルを抱きしめる。

　彼女の温かみが心の奥までしみてきて、ヴィリは小さく震えた。クリステルも涙声で囁く。

「よかった……あなたが生きていて……！」

「おい、そういうのは後だ、後！　とっととここから出るぞ！」

　ルカの怒鳴り声にはっとして顔を上げると、狭くなったヴィリの視界の端を管理機構の隊長が横切った。彼は鬼き気き迫せまる顔で毒霧の発生装置のほうへ走っていく。

「ばかな……ばかな、この、このすべてが塵と化すなどと！」

　呪うように叫びながら、隊長がタンクへ繫がる管のバルブに取りつくのが見えた。

「あのばか、何する気!?」

　めざといジュリアが叫び、ヴィリが素早く立ち上がる。

「……！　おそらく毒霧を発生させる気です！　追います！」

「私も行く！　あの器械の構造は大体頭に入ってるわ。役に立つはずよ！」

「クリステル様……」

　ヴィリはためらってクリステルを見下ろした。

　迷っている暇ひまなどないのに、またも思考が止まってしまう。

（ここでクリステル様を守るには、自分が彼女を連れて外に出るのが一番か──しかし、毒霧が発生してしまっては、またも辺り一帯が死に満たされる……！）

　迷うヴィリに、クリステルは意外なほどにきっぱりとした声で告げた。

「命令よ、ヴィリ。一緒に連れて行って。私も、お父様のお心を守りたい。これは私がやらなくてはならないことだわ。ここで逃げては、私はしあわせになんかなれない」

　ヴィリが目を瞠ってクリステルを見下ろした、次の瞬間、どおん、という鈍い音が上から響いてくる。次にびしびしと天井が割れる気配があり、辺りはいよいよ雨のように降ってくる砂と塵で覆われる。ルカが鋭い声で叫んだ。

「もう無理だ！　クリステル、ヴィリ、そいつはほっとけ、来い！」

　その叫びが響いた直後、床が本格的な大地震のように揺れ始めた。編あみ目のようなひび割れが走り、鈍い音を立てて回り続ける筒の一本が自重でがくりと傾く。筒の端が床にめりこんだかと思うと、その反動で制御室中の床が大きく波打った。

　剝はがれていく床に足を取られて、クリステルは慌ててヴィリの腰に抱きつく。ヴィリもすぐに抱き返し、揺れがわずかに収まったときを見計らって走り出した。

　片手でクリステルの手を握り、霧の発生装置のほうへ！

「ヴィリ……！」

　クリステルの声が小さく響き、ぎゅっとヴィリの手を強く握った。ヴィリはクリステルの手の暖かみを頼りに走り、解放されたバルブをつかみ、ひとつひとつ手で締め直す。

　そして迷わず壁の向こうへと続く扉に向かった。

　扉の向こうには、発生装置に薬品を送るための部屋がある。

　煙の向こうでルカが叫ぶ声がした。

「何やってんだ、お前ら！　おい、ガキのくせに簡単に死のうとするんじゃねえ！」

「ちっ……もう無理だ。お前ら、ルカを引きずってきな！　逃げるよ！」

　ジュリアの声を背後に聞きながら、ヴィリとクリステルは扉の向こうに飛びこむ。そこはつんとくる刺激臭と、うっすらとした白い煙で満たされていた。狭い部屋の壁には棚が作りつけられ、一方には専門書の数々が、一方には山ほどの試薬の瓶びんがケースに入って並ぶ。

　そして、その薬品のうち何本かが床に落ちて割れ、きつい臭いのする水みず溜たまりを作っている。

　──その水溜まりに、顔を突っこんで倒れている人間がいた。

「っ……！」

　クリステルが息を吞むのがわかった。ヴィリはすぐさま手のひらで彼女の目をふさぐ。

（さっきこちらへ来た管理機構の隊長だ。この揺れの中で、劇薬を持ち出そうとしたな）

　力なく転がった身体はぴくりとも動かない。死んでいるようだった。

　クリステルはしばらく震えて立ち尽くしていたが、やがて小さくつぶやいた。

「ヴィリ。手をどけて」

「クリステル様……これは、クリステル様がご覧になっていいものではありません」

「いいえ。私が見るべきものだわ」

　かすれた囁きだったが、なぜか抗あらがい難がたかった。

　ヴィリがおそるおそるクリステルの目から手をどけると、彼女は悲しい目で瞬まばたく。

　倒れ伏した男の姿をじっと見つめ、クリステルはぽつりと漏らした。

「これが、死なのね」

　不思議に重い台詞に、ヴィリは何も返せずにクリステルを見下ろしている。

　クリステルは辺りの刺激臭に小さくむせかえり、どうにか呼吸を整えてから続ける。

「このひとが言っていたこと、私は間違いだと思うわ。正しい人間なんて、きっとどこにもいない。きっと──ここにいるのは私たちだけだから、私たちがどうにか生きていくしかないんだわ。少し、間違うことがあったとしても」

　クリステルの声は震えがちだったが、それでもかすかな覚悟のようなものがあった。

　彼女はふとヴィリを見上げて微笑み、静かに告げた。

「私、できることをするわ。手伝ってくれる？」

「もちろんです」

　ヴィリは即答した。視線はもう、クリステルから離せなくなっていた。

　その小さな身体に宿った決意と、知恵と、生きようとする意志と。

　ひとしか持ち得ない、すばらしい宝が彼女のなかで燃えている。

　クリステルはヴィリに頷きかけると、すぐに壁際に設置された装置を点検した。

「どのタンクも半分くらいは薬品が入ってる。きっと、このひとが入れたのね。お父様の書いたノートが引っぱり出されているし、このひと自身にも少しは化学の知識があったみたい。多少効率の悪い薬品を使っているけれど、基本的には間違っていないわ。これでも濃度の薄い霧は発生してしまうと思う。中和剤を入れましょう。作り方は、読んだことがあるから」

「──はい」

　よろよろと、しかし真剣に動き出したクリステルに、ヴィリも半なかば圧倒されるようにして従う。クリステルは中和剤を合成する装置を慎重に確かめてから、壁の薬品棚へ歩み寄る。

　そのとき、再び凄まじい揺れが辺りを襲おそった。

　すかさずヴィリがクリステルと薬品棚の扉を押さえる。

　クリステルはヴィリの腕にすがって体勢を立て直し、震える声で囁いた。

「ありがとう、ヴィリ。このひとみたいになってしまうところだった」

「お守りします、クリステル様」

　ヴィリの囁きにしっかりと頷いて返し、クリステルは改めて薬品とにらみ合った。

　絶えず揺れ、砂の落ちる部屋の中で痛々しいほどに集中し、本で読んだ記憶を探りながらひとつひとつ薬品を処理していく。

「まずはこれを。綺麗な水にゆっくり溶かして──そのあと、こっちのタンクへ」

　クリステルの指示でヴィリが精せい製せい水すいの詰まった容器を開ける。

　あいかわらず天井からはばらばらと砂が降ってくるので、クリステルとヴィリは薬品を砂から守るのに必死になった。それでも砂は薬品の中に落ち、刺激で沸き立った薬品のしずくがクリステルの指に小さな火傷やけどを作る。

　けれどクリステルはひるむことなしに、泣きそうに顔をしかめたまま作業を続けた。

「温度は……そう、八十度に保たもって」

　クリステルの指示に従い、中和剤発生装置の中が薬品で満たされていく。

　最後の筒を満たした後、クリステルは白い指で小さなバルブを解放した。無数の細い管の間を液体が駆け巡り、発生装置の表面にうっすらと青い文字が浮かび上がる。

「正常に発生中──中和開始。中和実行中」

　ヴィリが気を張ったまま、それでも静かに文字を読みあげる。

　同時に床が大きく揺れ、遠くで今までにない大きな音が響いた。ヴィリははっとして顔を上げる。崩れていく防御機構が、最後にあいまいな情報をヴィリに伝えてくる。

　──もうすぐ地上の建物が全壊する。そうなれば、ぼろぼろになったこの地下階も瓦が礫れきの重みに耐え切れずつぶれてしまうはずだ。

　ヴィリは目を瞠り、懸命にクリステルに語りかけた。

「クリステル様、ここは大丈夫です。行きましょう！　館が崩れます。今行かねば、外に出ることができなくなります！」

「駄目よ」

　ひどく落ち着いた声で断られ、ヴィリは愕然として叫ぶ。

「クリステル様！」

　けれどクリステルはまったく動揺しなかった。ただ、真剣に装置を見つめている。

「まだ何か問題が起こるかもしれない。これを最後まで見届けるのが、私の責任だわ。お父様だって、そうしたんでしょう？」

　彼女の言葉に、ヴィリは思わず言葉をなくす。真剣な横顔を見せているクリステルに、ふと彼女の父親の姿が重なった。円環都市最後の日、階段に座って外を見ていた彼。

　その、不思議に清すが々すがしい横顔。

　ヴィリは奇妙な感動に打ち震え、クリステルを見つめていた。

（この方は、ただ小さく美しいだけのものではない。あの方の血を受うけ継ついだ方だ。──わたしの主人だ）

　どこか誇らしいような気持ちさえもが、ヴィリの胸ににじみ始めていた。

　このひとに逆らうことなどできはしない。

　ならば、最後まで共に在ありたかった。

　ヴィリは黙りこみ、クリステルは確実に移り変わる装置の文字を真剣そのものの顔で見つめ続けた。中和実行中。進行度を示すグラフは緩やかに伸びていく。

　そうしてどれくらいの時間が経たったのだろう。最後にふっと文字が消えたかと思うと、『中和終了』の文字が現れる。

　その文字をしばらくじっと見つめてから、クリステルがかすれ声で囁いた。

「……どうにか、大丈夫そうね」

「はい。処理は正常に終了いたしました」

「──よかった！　やったわ！」

　クリステルがほっとして微笑み、華やかな声をあげる。

　と、その声に応ずるかのように、室内に凄すさまじい轟音が響いた。何かが落ちてくる！

「……っ！」

　ヴィリは反射的にクリステルをかばってうずくまった。

　轟音と震えと砂埃がふたりを襲い、一気に視界が暗くなる。

　ヴィリはかばったクリステルが無事なのを確認すると、何が起こったのか懸命に把は握あくしようとした。辺りが暗いのは、黒い壁に四方を囲まれているからだ。

　おそらく天井が崩れ、その瓦が礫れきが部屋をまっぷたつにしてしまったのだろう。

　自分の力でどうにか瓦礫を動かせないものか検討するが、すぐに『無理だ』という結論が出てしまう。それでもただ黙っていることはできず、ヴィリは立ち上がろうとした。

　その袖そでを、そっとクリステルが引く。

「クリステル様、ご安心下さい。わたしがどうにかして……」

「ううん、いいの。出られなくなってしまったんでしょう？　それでいいのよ。私、この館にある本の中身を全部覚えているんだもの。本と一緒に埋もれてしまったほうが、世界のためだわ」

　闇の中で聞くクリステルの声は、不思議に優しかった。

「クリステル様……」

　ヴィリは呆ぼう然ぜんとつぶやいてクリステルを見つめる。闇の中にわずかな光を見つけて目を凝こらすと、彼女は優しく、安らいで微ほほ笑えんでいるのがわかった。ヴィリの胸は熱く焦こげ、彼は言葉をなくしてしまう。

　なぜだろう。クリステルはとても落ち着いていて──しあわせそうだ。

　彼女はまるで小さなときのように安心しきった目でヴィリを見上げて囁く。

「──ねえ、ヴィリ。ひとつ、お願いをしてもいい？」

「なんなりと、クリステル様」

　するとクリステルはヴィリの首にほっそりとした腕を回して抱きつき、その耳元に囁いた。

「最後まで、一緒に居て」

　全身が震え、ヴィリの胸の痛みが蕩とろけるように甘くなる。身体が熱い。瞳の奥できらきらと金の光が転がっている。何か、手に入らないはずのものが手に入ってしまったような気分だ。

　ヴィリは混乱したままクリステルを抱きしめ、囁いた。

「はい」
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　暗闇の中、クリステルはヴィリに抱きしめられていた。

　心はとても安らいでいて、しあわせで、でも少しだけ外の轟音が恐ろしい。

　クリステルは気を紛らわせるために、喋ることにした。

　とてもくだらないことを、喋ることにした。

「最後は図書室にいたかったけど、ヴィリがいればどこでもいいわ。私、どうしてあんなにあの図書室が好きだったのかしら？」

「それはきっと、覚えていらしたからでしょう。クリステル様は生まれてからすぐ、処置をほどこされて十五年間も図書室の人工池で眠っていらしたのですよ。池、と申しましても、入っているのは水ではなくて、ある種の力の塊のようなものでしたが」

　こんなときでもヴィリの囁きは優しくて、クリステルは自然に微笑んだ。

「そうなのね。だから私、あそこにいるのが落ち着いたんだ」

　生まれてすぐに眠らされたクリステルが最初に見たのは、きっと図書室の天窓越しの空だったことだろう。きっと空は紫色の黄昏たそがれに覆われていたに違いない。それはクリステルの、そして父親の瞳の色だ。ヴィリもまた、過去をのぞきこむようにしてつぶやく。

「あなたが目め覚ざめるのを待っている間は、わたしにとってとてもしあわせな時間でした。なんというか──初めての感じがしました。あなたのお父上もすばらしい方でしたが、あなたを見たときは、胸の辺りが温かくなった。自分にも心があるのかも知れない、と思うほどに」

「何言ってるの。ヴィリには心があるわ」

　もどかしい思いで言い、クリステルはヴィリを見上げた。もう最後だから、言いたいことは全部言わなくてはならない。そう思うと何を言えばいいのかは簡単だった。

　クリステルは暗闇の中で一生懸命に言う。

「私ね。ヴィリのことがとても好きで、たまらなくて。でもひょっとしたら、私があなたを好きなのは、生まれてからずっとふたりっきりでいたせいなのかと思ったの。ただそれだけのせいかも、外に出たら、また別の気持ちになるかも、って。……だけど、外に出て色々なものを見ても、まだあなたは私の大事なひとだわ。人間とか、人形とかは関係なくて」

　言い終えたとき、鈍い音がして、頭上の黒い壁がずるずると下がってくる。すかさずヴィリがクリステルに覆いかぶさるようにしてかばってくれた。

　クリステルは小さくなって震え、どうにか呼吸を整える。手探りでヴィリにしがみつくと、彼はクリステルを抱きしめたまま、そっと至近距離で視線を合わせて囁いた。

「……わたしはあなたのお父上に、あなたを守るようにと命じられたのです。あの方の命めいに従うかぎり、わたしはあなたのお父上の人形だったのかもしれない。でも、あの方の遺言を果たし、あなたにしあわせだと言ってもらって、その命令が終わったような気がしています。──ここまできて、やっと、私はあなたの人形になれた気がする」

「──ヴィリ」

　彼の言葉がクリステルに等量の喜びと悲しみをあふれさせ、クリステルはあえぐように小さく彼の名を呼んだ。綺麗なヴィリ。優しくて、でもどこか硬質な彼の魂たましいが、段々と近寄ってくるような気がする。今なら触れられるような気がする。

　クリステルは今ここに漂う空気を壊してしまわないよう、慎重に訊ねた。

「あなた、まだ、人形師さんやお父様が死んだのが悲しい？　自分も滅びてしまいたい？」

　ヴィリは少し考えこんでから、ほころぶように微笑んで告げる。

「なぜでしょう。今は悲しいよりも嬉うれしいほうが強いようです。やっとわたしの意志であなたを守ると言える。やっとわたしの腕であなたを抱くことができる。……そしてもう、わたしの他に誰もあなたに触れない。これはなんだか、嬉しいことですね」

　彼の優しい声が不思議に甘く響いて、クリステルは震えた。今のは怖いからではない。ただ、全身がほんのりと熱くなっているのだ。心から指先まで。魂からつま先まで。視界がぼんやりとにじみ、ヴィリの綺麗な顔だけがはっきりと見える。

　人形でも人間でもなく、彼という存在だけが自分に染しみこみ、全身に広がって熱になる。

　そうだ、やっとヴィリは自分のものになるのだ。

　そして自分ももう、ヴィリ以外の誰にも触れない。

「……っ」

　何かがたまらなくなって、もっと触れたくなって、クリステルはヴィリの首に抱きついた。ヴィリはすぐに彼女を抱き返し、そっと髪を撫なでてくれる。

　その間にも、クリステルの背中にはばらばらと砂粒が当たる。もうこの場所も長くはない。耳元でヴィリの声がする。

「死ぬのは、恐ろしいことなのですか？　クリステル様」

　優しい声でとんでもないことを訊くヴィリ。でももうクリステルには、彼の与える言葉のすべてが甘やかに響く。彼女は懸命に目を閉じ、ヴィリにぎゅっとしがみついて囁き返す。

「わからないわ。……いいえ、違う、噓うそ！　やっぱり少しは怖い。きっとまだ、一度も死んだことがないからね」

　死は、クリステルにとってはまだ得体が知れない化け物のようなものだ。闇夜に潜ひそんで、いつの間にか生せい者じやを死体に変えてしまう理り不ふ尽じんな獣。恐ろしくないわけがない。

　とはいえ、自分の父親や、家族や、都市のひとたちがみな死んでいることを考えれば少しは気持ちも楽になる。クリステルが過ごしたふたりぼっちの館よりは、きっと死んだ後の場所のほうが賑にぎやかだろう。

　目蓋の裏の闇の中、ヴィリの囁きが続く。

「それはつまり、闇夜にひとりで眠るようなもの？」

「そう、ね。きっとそんなようなもの。暗く静かなところに、たったひとりで行くことよ」

　震えるクリステルの声に、ふとヴィリの力強い声が重なる。

　彼はいつもより強くクリステルを抱きしめ、宣言するように囁いた。

「では、わたしがあなたをひとりになどしません。わたしはあなたのもの。お守りいたします、最後まで」

（──嬉しい）

　抑おさえようもなくあふれてくる喜びの中で、クリステルは歯を食いしばった。

　ひどい話だと思う。目の前に大好きな相手がいて、自分を守ると言ってくれている。

　なのに自分には一緒に死ぬことしかできないなんて。

　なのに、それがひどく嬉しいだなんて。

　クリステルは闇の中で一粒だけ涙を零す。自分はやっぱり弱い人間だ。駄目な人間だ。

　でも今、クリステルはとてもしあわせだった。

「ありがとう、ヴィリ。ずっと、ずっと、抱きしめていてね」

　最後にそう告げようとしたが、同時に凄まじい轟音が辺りを覆い尽くしてしまう。

　彼女の細い声がヴィリに届いたかどうかは、わからなかった。

　わかったのはただひとつ、ヴィリが自分を抱いているということ。

　図書室の天窓で輝いてたあの星のように、ずっとそこにいるということだけだった。
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　大きな崩壊が止やみ、辺りが静かになったころ。

　ルカたちの目の前にあるのは、すっかりただの石くれの山となった館跡だった。

「──全部、崩れちまったね」

　青ざめた頰ほおに少しばかり血の痕あとをつけたジュリアの悲しげな声が胸にしみて、ルカは唇をひき結んで外套の内ポケットを探った。つぶれた紙巻きの箱を見つけて、苦くつぶやく。

「くそ。最後までおきれいに死んじまいやがって」

「見事って言えば見事かもしれないさ。実際、毒霧とやらは発生しなかったじゃないか」

「それがどうした！　そんなもん、あいつらは無視したってよかったんだ。奴らは奴らで、父親の事情は父親の事情だ！」

　ルカが声を荒げると、ジュリアは深いため息を吐いて淡く笑んだ。

「あいつらに何か、夢見てたんだねえ、ルカ」

　はっきりと真意を言い当てられてしまい、ルカは一瞬言葉をなくす。

　そして苦く煙草たばこを嚙かみしめ、傍そばの石でマッチを擦すった。

（確かに夢なんだろうさ。廃墟から出てきた奴が、立派に生きるようになって、しあわせになっちまうような世の中なら、まだもう少し俺も楽しく生きていけるかもしれない。そういう夢を見たかっただけなんだろう、俺は）

　確かにクリステルたちはまっすぐで立派だった、かもしれない。しかしおそらく若すぎたのだ。ずっと狭い世界で生きてきた少女と、緩やかに人間的な感情を会え得とくしはじめていた人形。

　その行き場所が美しい死でしかないのなら、やはりこの世界は残ざん酷こくだ。

　ルカはひどくやりきれない気分で、紫し煙えんを吐いてぽつりと言う。

「──みんながお前みたいだったらいいのにな。図太くて、強くて、綺麗でさ」

「そう？　それはそれで大変だと思うけど、ね。……ん？」

　そっぽを向いていたジュリアが、不意に何かに気づいて折りたたみ式の望遠鏡を取り出した。ルカも肉眼で街の門のほうを見やり、そして、思いきり顔をしかめる。

「……？　なんだ、ありゃ」

　街の門から続く大通りをまっすぐやって来るのは、実に奇妙で色鮮やかな集団だ。

　先頭に立っているのは何やら旗はたを持った神話時代の騎士のような男。その回りには甲かつ冑ちゆうやドレスをまとった人々がそれぞれ気ままにばらばらに歩いている。

　十人弱の謎の行列の最後を行くのは、これまた着飾った真っ白な髪の男と、唯一普通の格好に黒い袖無し外套をまとった男であった。

「あれは……アーセルか？　いや、それにしても、他の奴は……」

「ありゃあ人形の集団だよ、ルカ。それにしたって、なんなんだ、あの人形どもは！」

　ジュリアがいかにも気味が悪そうに言った理由は、すぐにわかった。

　近づいてくるにつれ、着飾った人形たちの姿が尋じん常じようでないのが明らかになってきたのだ。アーセルの連れたカリンだけは普通の少女形だが、先頭の騎士の頭は魚だし、貴婦人の首筋や手の甲には貴石で作った鱗うろこが貼りついている。人形たちはみなどこかが不自然なのだが、全体では美しいと言えるバランスに整えられているのが、いっそう異様な雰囲気だった。

（まともな人間形なのはカリンと、最後の白い奴だが……こりゃまた、すごいな）

　ルカもあきれる最後の人形は、ヴィリと同じ青年形──なのだろう。白い髪が長いせいか、時代物の派手なシャツと足下まである外套のせいか、薔ば薇らを刺し繡しゆうした眼がん帯たいのせいか、ヴィリよりさらに中性的に見えた。

　人形たちはふらついたり、意味もなく造花の花をまいたりしながらやっとのことでルカたちのところへたどり着く。一緒にやって来たアーセルは、瓦礫の山を眺ながめて苦い顔になった。

「やれやれ、遅かったか？」

「何事も遅すぎることなどないさ。わたしが来たときが常に約束のときなのだよ」

　すかさず隣の白い人形がわけのわからないことを言い、ルカは顔をしかめる。今はさすがに冗談や高こう尚しような詩を聞きたい気分ではない。

「おい、アーセル、なんだ、こいつは」

「俺の最強のお師し匠しよう。バラッドっていう名で、この世に実在するものの中で最高の人形師で、ご本人も人形だ」

　そういえば水葬都市でもアーセルはそんなことを言っていた。なるほど、少なくとも見た目はある意味最強である。ルカはあきれて頭を搔かき、瞳を暗くして瓦礫を指さした。

「また変なもんを連れてきやがったな。──しかし、ご覧のとおり全部終わったあとだ。クリステルもヴィリも、真実と共にこの瓦礫の下さ」

　そう告げると、アーセルは何かを思い出すように目を細めて苦笑する。

「うん。まあ、本人たちはそれでしあわせなのかもしれないけど、な。──うちのお師匠は、そういうことは気にしないほうだから」

「ん？　なんだそりゃ。一体なんの話だ？」

　ルカが聞き返している横で、バラッドは軽く両手を叩たたく。するとてんでに勝手なことをしていた人形たちが集まり、おもちゃの兵隊のようにバラッドの前へ横一列に並んだ。

「ではお前たち、この中で眠っている友人を探しておいで。なるべくそっとやるのだよ」

「はいはい、ただいま！」

　カリンを筆頭に、人形たちは調子外れの明るい声を出し、ひらひらと瓦礫の上に跳び乗っていく。妙に緊張感も悲ひ愴そう感かんもない世界が目の前に展開され、ルカは聖せい域いきを汚けがされたような気分になった。彼は無造作に手を伸べ、バラッドの肩をつかんで言う。

「おい、よせ。もう放っといてやったらどうだ。ここはあいつらが選んだ墓場なんだ」

　ルカの低い声に、バラッドは重いまつげを伏せて振り返った。

　肩かた越ごしにうっすらとした笑みを見せ、バラッドは囁く。

「本当にここが墓場なら、もちろんそれはそれでかまわんよ。だがどうかな。お前は視覚に惑まどわされすぎなのかもしれない。賭かけてみようか、墓守よ。人形がひとに仕えるとは、果たしてどういうことなのか」

「……？　あんた、何を言ってるんだ？」

　バラッドの思わせぶりな言いようにどきりとして、ついついルカの声はうわずった。

　しかしバラッドはそれ以上何も言わず、瓦礫のほうを眺めるばかり。仕方がないので、ルカとジュリアもそろって瓦礫を見やる。

　埃で土色になった瓦礫の山の中、人形たちは踊るように飛び跳ねたかと思うと、不意におそろしい力で瓦礫を除よけ始めた。

（まさか、そんなことはない──よな？）

　あり得ないことを期待しかける自分の心を、ルカは懸命に押さえつけようとする。

　そこへカリンののんびりとした声が届いてきた。

「ありましたー、バラッド様ー！」

「おいおい、あったって、一体何がだよ！」

　さすがにもう我が慢まんできず、ルカは瓦礫の山に飛びついた。バラッドやアーセル、ジュリアも後に続き、人形たちのところへどうにかたどり着く。

　人形たちが作った瓦礫の中の穴をみんなしてのぞきこむと、そこは黒い瓦礫に囲まれた小空間であった。瓦礫の隙間に金属の残骸が詰まり、その間に糖とう蜜みつ色いろの光が見えた。

　天の光を跳はね返す、少女の柔らかな髪。──クリステルだ。

　彼女の柔らかな四し肢しは埃にまみれ、かすかな傷はあるがひどい怪我の様子はない。

「──まさか」

　ルカが小さくうめく。しかし目の前にあるのは幻まぼろしではなかった。

　胎たい児じのように丸まった彼女を守っていたのは、彼女をしっかりと抱きしめた人形だ。

「ほら、ご覧。彼はちゃんと自分の役目を果たしているよ」

　そう告げたバラッドの声はひどく優しく響く。彼は仕立てのよい手袋をした手を伸べて、ヴィリの黒い髪を慈いつくしむように撫でてやった。ヴィリは固く目を閉じ、その身体は大きな負ふ荷かで無残に歪んでしまっている。

　しかし、その下でクリステルはかすかに身じろいだ。

「──生きてる！　気を失ってるだけだ！」

　思わずルカが叫ぶと、ジュリアとその部下たちが一いつ斉せいに歓声をあげる。華やかな声があがり、辺りの空気は一気に明るくなった。

　アーセルもわずかに頰を緩めて、バラッドに訊いた。

「直りそうですかね？」

「もちろん。彼の運命がまだ終わっていないかぎり、世界がわたしの指を借りて彼を蘇らせるよ。──平たく言えば、直らないわけがないだろう、ということだ」
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　──とある晴れた午後の岩いわ砂さ漠ばく。

　がたごとと馬車は揺ゆれ、伝わってくる振動に老人は小さくうめく。

　豪ごう奢しやな衣装をまとおうと、スプリングの効きいた座席をしつらえようと、彼の身体はもうとうに長旅に耐えないほど古ぼけてしまっている。

「旅というのは……苦しいものだな。特に女子供や、老人にとっては」

　嗄しわがれ切った声でつぶやき、ちらと日よけの布を押し上げて窓の外を見る。延えん々えんと続いていた赤茶けた砂の中に、ぽつぽつと白い石が目立ち始めていた。

　それらはすべて一度ひとの手で切り出され、建材として利用された後に崩くずれたものである。

　やがて馬車は止まり、従者の少年が扉を開いた。すかさず置かれた台の上にのろのろと足をかけ、老人は馬車から降りる。手をかざして仰あおいでみれば、空は果てしなく青かった。

　風が吹いており、辺りを土つち煙けむりでかすませている。

　まるで霧きりでもかかっているかのようだ。

「よく……見えぬ。そなたには見えるか、この街の様子が」

　老人が厚ぼったい目ま蓋ぶたを何度も開け閉めしながら言うと、傍かたわらに添って杖つえとなっていた少年が代わりに辺りを見渡した。

「はい。廃はい墟きよになった街ですね。でも、なんだか綺き麗れいです」

「綺麗か。そなたはまだ若いゆえ、そのように感じるのだ。ここは呪のろわれておる」

　老人は低く笑い、ゆっくりと廃墟に向かって歩き出した。

　そのとき、彼の衰おとろえた耳に遠く音楽のようなものが届いてくる。

　老人は一度立ち止まり、風を読むひとのように中空をにらんだ。

「──誰かが歌っておる。それとも、これは天上の声か」

「ああ……はい、何か聞こえますね。どこかでお祭りでもやっているのかな」

　老人はしばらくたたずみ、遠い歌に聞き入っていた。

　調ちよう律りつの狂った弦げん楽がつ器きの音に合わせて懐なつかしい音楽は続いている。時々はじけるような笑い声を挟みながら、人々は歌い続けている。

　やがてふつりと風が止やみ、土煙が薄らいでいく。

　いつの間にやら、老人と少年は廃墟の中に居た。かつて円えん環かん都と市しと呼ばれた街はすっかりとうち崩れた廃園と化し、墓ぼ標ひようのごとき石の列となっている。

　真っ青な空の下に続く石の列には、ところどころ花が飾られていた。ここに咲いたものではないだろう。あるものは花輪になって、あるものは束になって、崩れた石の隙すき間まに差しこまれている。

　色とりどりの花はぽつぽつと、道の先へ、丘の先へと続いていた。

「……なるほど、これは少し、綺麗だな」

　ぽつりとつぶやき、老人は立ちすくむ。そんな彼を支え、少年は道の先を指さした。

「閣かつ下か、あそこにひとがいます！　……閣下？」

　いくら呼んでも老人は応えず、道の先にいた人物はまっすぐに近づいてくる。

　白いスーツを着崩したアッシュブロンドの男、ルカは老人たちから少し距離を置いて立ち止まり、軽く黒い眼鏡めがねを押し下げた。

「よう。よく来たな、爺じいさん。今日はちょうどパーティーなんだ、誰でも大歓迎、って言いたいとこだけど──どっかで見た顔だな？　……あんた、僧そう院いん都と市しの元げん首しゆだろ」

　気楽な口調で言う彼に、老人は乾いた声で告げる。

「そのとおり。そなたもボヌフォアゆかりのものか」

「使用人だ」

　きっぱりと答えるルカに、老人は頷うなずく。

「わたしはもう、そなたの主人に手を出す気はない。水すい葬そう都と市しのサンクトゥスがわざわざ取りなしに入ったしの。わたしはこの街が本当に滅ほろびたのなら、それでいいことにしようと思って──ここへ、確かめに来たのだ」

　枯かれ木のように突っ立って丘を見上げる老人を眺ながめ、ルカはゆっくりと話し出す。

「なかなか勝手な言いようだな。あんたの僧院都市と、この円環都市はお隣となりだ。色々と事情があったのは確かだろう。……ここは三十年前に戦時の毒霧で滅びた。しかし、その当時、この街がいきなり毒霧に巻きこまれたわけじゃなかったとしたら？　色々戦時の技術を持ってた当時の円環都市の元首に、毒霧を出す兵器の軌き道どうの狂いが読めてたとしたら、どうするだろう。──俺なら、ご近所の都市に助けを求めるね」

　彼の言うことを音楽のように聞き、老人は瞬まばたきもせずにつぶやいた。

「ふむ。懐かしい話だ。遠い昔の話だ。わたしの都市もぎりぎりの人数で回していた。それ以上、ましてや一都市ぶんの人間など受け入れるわけにはいかなかった。とはいえ円環都市の元首とは友だったのだ。要よう請せいを受けたときはむろん、一部を受け入れることも考えはした。……しかし、結局断った。わたしは嫌いやだったのだ。生きる人間と死ぬ人間を自分の手で選ぶなどということは、とうていできそうになかった。それゆえ、すべてを拒こばんだ。自分の民のため、ときれいごとを言って、拒んだ」

　乾いた老人のつぶやきに、杖になっていた少年が目を白黒させる。

　ルカのほうは小さく笑い、どこか優しく頷いた。

「そんなとこだろうさ。で？　拒まれた人間たちはどこへ行った？」

「おそらくは他の都市へ。だが、都市間の移動は苦しい。多くは死んだのであろうな。……いくらかは街に残ったと聞いておる。そして円環都市の元首本人も、残ったのだ。おそらくはわたしへの抗議であったのだろう。わたしは彼だけならば僧院都市に受け入れると言っておったのだがの。──彼は最後の最後まで、毒霧を見つめて死んだという」

　何か実在しないものが見えてでもいるのか、語り続ける老人の目はかすかに震ふるえる。

「以来、彼は呪っておる。わたしを、わたしの都市を呪っておる。その証しよう拠こに、わたしは夢をみるのだ。とても悪い夢をみる。滅びゆくものの夢をみる。崩れ落ちるひとの夢をみる。霧で滅びる街の夢を見続けながら、わたしは考える、自分に何ができたかを懸けん命めいに考える……しかし結論など出はしない。いっそ奴は攻めこんでくるべきだった。わたしから力尽くで奪い取るべきだった。しかし奴はそうしなかった。そして苦しみの中に三十年の月日が流れ──ついに、奴の呪いが、亡ぼう霊れいが実体を持ちおった。わたしの街にボヌフォアの娘が現れたのだ。殺さねばならぬ、と思った。呪いを断たち切るために、殺さねばならぬ」

　のろのろと語っているうちに、段々老人の声は暗さを増していった。地の底から響くような震える声で言い終えた後、老人の視線は再び辺りを見渡す。そしてぽつりと告げた。

「しかし、なぜここはこうも美しいのだろう？」

　ルカは笑う。風が吹いて花輪の花びらを散らし、乾いた道の上に転がした。かつては多くのひとが歩き、走り、蹴け躓つまずいた道の上。今は砂と花びらが舞うばかり。

「そりゃ、ここには恨うらみなんか少しも残っちゃいないからさ」

　ルカは楽しそうに言った。老人はまだ、少しも動かなかった。遠くで音楽が聞こえている。ルカは静かに続けた。

「円環都市の元首の娘は、なんにも知らなかったぜ。あんたへの恨みなんか、何ひとつ教わっちゃいなかった。彼女は綺麗なことだけ教えられて、ただしあわせに暮らしてただけだった。護ご衛えいとして作られた人形だって、彼女のためにただひたすらに、料理とか裁さい縫ほうとかばっかりやっていた。……多分、円環都市の元首がここに残ったのは、何か毒霧に対抗できる手段が手に入ると思ったからだろう。彼は最後まで諦あきらめなかった。──実際に助かったのがクリステルだけだったとしても、彼はやるべきことをやったんだ。それだけの話だ」

　老人は立ったまま、おそろしく耳を澄ませてルカの言葉を聞いていた。老いた耳にルカの低い声を聞き取るのは難しく、その意味を理解するにはますますの時間がかかった。長い時は彼の心をも老いさせて、かたくなにしてしまっていたのだ。

　しかし、どうにか間に合った。

　長い沈黙の末、老人の顔はほどけるように表情を変えていく。

　こわばっていた筋肉が動き、彼は震えて声を漏もらした。

「──おお……」

　言葉にならないうめきが漏れたと同時に、彼の頰ほおを熱い涙が一筋したたり落ちる。

　涙はぱたりと乾いた道に落ち、老人はぶるぶると震えだした。震えはどこまでもひどくなり、彼は道の上にがっくりとくずおれる。

　慌てて支えようとする少年を押しのけ、老人はうめきと涙を零し続けた。

　ルカはそんな彼をじっと眺めて告げる。

「爺さん、あんたの悪夢はあんたのものだ。あんたに呪いをかけたのはあんた自身だ。だから、呪いはあんた自身がひとりで墓場に持っていきな。ここは墓場じゃないし、ましてやあんたの望むような禍まが々まがしい場所でもない。まだ、何かが生まれることができるところだ」

　言い終えて眼鏡を元のように戻し、ルカは身を翻ひるがえす。ためらいなく歩いていくと、背後のうめき声は段々と遠くなり、代わりに前方から響く音楽が大きくなっていった。

「やあ、ルカさん！　どこへ行ってたんです？」

　丘の天てつ辺ぺんまでくると、テーブルクロスのかかった小卓を持つ王道の団の男とすれ違った。高い塀へいに囲まれたクリステルの館の前庭は、今や祭り会場と化している。

　ひび割れた石の道には花びらがまかれ、かつて芝しば生ふがあった場所にはいくつも小卓が用意されていた。元は館であった瓦が礫れきの山の上には弦楽器を持ったごつい団員がちょこんと座り、妙に綺麗な声で歌いながら陽気な旋せん律りつをばらまいている。

　ルカは小卓の上に載のった焼き菓子をひとつつまんで、卓を抱えた団員に答えた。

「散歩だ、散歩。それより主役のクリステルはどうした？」

「まだ天幕でお着替え中ですよ。のぞこうとすると殺されますぜ！」

　団員が嬉うれしそうに肩かたでどついてくるので、ルカは思わず苦笑する。

「ばか、誰があんな子供の着替えをのぞくか」

　そもそも俺は紳士だぞ、などとつぶやいて、ルカは瓦礫の山を回りこんだ。いくつか立てられた派手な色の天幕の中から、ジュリアの髪と同じ色の天幕を見つけて軽く咳せき払ばらいをする。

「俺だ。──入っていいか？」

「もうちょっと待ちな！　……ああ、いいよ」

　ジュリアの声を待ってから慎しん重ちように天幕の出入り口を巻き上げ、中に首を突っこむ。

　するといきなり真っ白なものが視界に飛びこんできて、ルカはちょっと顎あごを引く。

　何かふわふわした羽根でも見えたかと思ったが、実際に目の前に立っていたのは、膝ひざ丈たけの愛らしい白いドレスを着たクリステルだった。

「ルカさん！　ど、どうですか、これ。なんだかすぐ汚よごしそうで、怖いのですが……」

　少しばかり頰を染め、緊張した面おも持もちで訊きいてくる彼女はもちろん文句なく愛らしい。

　しかし今回は衣装係がヴィリや貴族ではなくジュリアだから、いつもとはだいぶ印象が違った。白いドレスの身ごろはぴったりしているがコルセットは使っておらず、袖そでは肩のところが割れて肌が見えるつくりだ。袖はそのままラッパ形にふくらんでいき、手首の見える長さで繊せん細さいなフリルをのぞかせて終わる。スカートは何枚ものアンダースカートでふくらんでいるが、元々膝丈なので裾からアンダースカートのフリルが何重にも見える。

　これらがすべて、繊細なプリーツやフリル、手のこんだレースで覆おおわれた柔らかな白い布で作られていた。

　デコルテや手首、華きや奢しやでまっすぐな足まで、露ろ出しゆつされた美しい素肌を飾るのは、これまた白いレースと透明な石で作られた装飾品だ。

　今までお嬢様然としていた少女が不意に生身になって降りてきたような気がして、ルカは思わず口笛を吹いた。

「おお、こりゃまた可愛かわいく仕上がったな。今すぐ求婚したいような感じだぞ」

「だろ？　ほら、こいつが言うんなら本当だ。いいんだよ、ちょっとやり過ぎなくらいでも。白を着られるのは今のうちだけなんだから！　思う存分着とけ！」

　ジュリアは豪ごう快かいに言ってクリステルの背を叩たたくが、彼女自身はまだ戸と惑まどいがぬぐいきれない様子だ。姿見の前でスカートをつまみ、自分の全身を見ようとくるくる回る。

「そういうものなのでしょうか……どうもまだ、このスカートの長さに慣れません。何かがしっくりこないような……」

　そうして彼女が悩んでいるところへ、今度はアーセルが顔を出す。

「おい、クリステル！　作業終わったぞ」

「アーセルさん！　もうヴィリに会えるのですか？」

　ぱっと表情を明るくし、クリステルが身を乗り出した。アーセルはどこか疲れ果てた顔で頷く。彼はバラッドと一緒に、ヴィリの修理にたずさわっていたのだ。あまり眠っていないらしく、クリステルのドレスもあまり視界に入っていない様子だ。

「ああ、ちょうど今目を覚ますところだ。早く来いよ、あんたの元気な姿を見せてやれ」

「はい！　……あ、その前に。ジュリアさん、さっき使ったはさみをお借りしても？」

　ドレスから糸でも出ているのか、と思ってルカが見つめていると、はさみを受け取ったクリステルは、いきなり自分の長い髪をつかんだ。

「ちょ、ちょっと、あんた！」

「うわ、おい──」

　ジュリアとルカが口を出す暇もなく、じゃきじゃきと残ざん酷こくにはさみが鳴った。自分の髪を乱暴に肩あたりまで切ってしまったクリステルは、軽くなった頭を振って華やかに笑う。

「はい。これでちょうどよくなりました。私、ヴィリに会ってきます！　ごめんなさい、あとでこれ、片付けますから！」

　そう叫んだかと思うと、履はいていたかかとの高い靴をもどかしげに脱ぎ捨て、クリステルは勢いよく走り出していく。彼女の切った蜜色の金髪が空中できらきらと輝かがやいて、ルカは声もなく少女の後ろ姿を見送っていた。

　しばらくの沈黙の後、ジュリアが意い地じ悪わるそうに囁ささやく。

「──ぐっと来ただろ」

「だから！　どうしてわかるんだよ、お前は！」

　ついつい大声を出して叫んでから、ルカは慌てて自分の口を手でふさいだ。こんなこと、クリステルに聞かれてはまったく様さまにならない。
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　アーセルとバラッドの天幕は、ジュリアの天幕とは館の瓦礫を挟はさんで反対の位置にあった。

　クリステルがアーセルに招かれて中へ入っていくと、そこは夜の世界である。

　表から見ると灰色の天幕は、中に入ってみると真っ黒で、一面に月や星座が銀糸で刺し繡しゆうしてあった。四人も入ればいっぱいの天幕には折りたたみ式の台が置かれ、上には真っ黒に塗ぬられた棺かん桶おけのような箱が載っている。

　そしてその前に、白く美しい人形師が立っていた。銀ぎん薔ば薇らを刺繡した眼がん帯たいをつけ、真っ白で古風な長なが外がい套とうを羽は織おったバラッドは、美しく澱よどんだ瞳ひとみを細めて言う。

「よく来たね、廃園の娘。おや、すっかり生まれ変わっているじゃないか」

「バラッドさん。ヴィリは……」

　不思議に美しいひと──いや、実は人形だという話だが──を見つめ、どこかふわふわとした気分になりながら、クリステルはヴィリの名前を口にする。

　バラッドは薄い唇くちびるで微笑ほほえみ、手袋をした手で棺桶の縁ふちを軽く叩いた。

「ここだよ。のぞいてごらん」

　言われるままに近づき、おそるおそる腰くらいの高さにある棺桶の中をのぞきこむ。

　するとそこには真っ白な造花がいっぱいいっぱいに詰まって、甘く重い香水の香りを漂ただよわせていた。そして花の間に見える白い顔は、どこまでも繊細な青年のものだ。薄い鼻び梁りように硬質な輪りん郭かく。零れる黒い髪は柔らかく、どこまでも暗い漆しつ黒こくをまとっている。

　匂い立ってくるようなその美しさに、クリステルは小さく感かん嘆たんのため息を吐ついた。

「なんだか……前より綺麗になっているみたい」

　クリステルの言葉に、バラッドは華きや奢しやなパイプを手にして歌うように告げる。

「人形の美しさは魔ま抱ほう石せきからにじみ出るものだ。人形師は所しよ詮せん、石に踊らされているだけなのだよ。ゆえに彼の美しさも、彼自身が呼び寄せたものに過ぎんのだ」

「とかなんとかいいつつ、師し匠しようはひとの人形でも勝手に美化して作り替えるのはよくあることだからな。今回は俺がしつこく口を出してたからこの程度ですんだんだぞ」

　すかさずアーセルが口を挟むと、バラッドは甘い笑みを浮かべて囁いた。

「グランディ君、君にはあいかわらず美というものがわかっていない。またわたしに説明させる気かね？　我が創造主に次いで二番目に美を知る人形師であるこのわたしに、美学の講義をしろと？　贅ぜい沢たくなことだ、君はまさか世界の皇帝にでもなったつもりか？」

　うっとりするような美声で皮肉を言い続けるこの様子からしても、バラッドの感覚や倫理観が独特なのはなんとなく予測がつく。クリステルはアーセルの疲れ顔の理由がわかってきて、心からアーセルに頭を下げた。

「アーセルさん！　ありがとうございます！」

「……ほら、この子俺に感謝してますよ、師匠」

「……美を愛する者は孤独だ。わたしにはその孤独を飼い慣らすだけの器がある」

　さりげなく視線をそらしたバラッドに少しだけ笑い、クリステルはすぐに棺桶にはりついた。目を閉じたヴィリは美しいが、不思議に死体のようには見えなかった。

　彼はただ眠っているだけだ。目覚めるべきときを待っているだけだ。

　祈りをこめて、クリステルは優しく囁く。

「ヴィリ。私よ。クリステルよ。──早く、目覚めて」

　あなたに会いたい、とクリステルは思う。

　ヴィリ、あなたに会いたい。

　いつだって会いたかった。本当のあなた。使命も何もなくて、何に追われているわけでもなくて、使用人でもない、ただのヴィリに会いたい。

　本当のヴィリに、きっともうすぐ手が届く。

　実際に待っていたのはたいした時間ではなかったと思う。

　じっと見つめているうちに、ヴィリのまつげはかすかに震えた。種から何かの芽が出るように、ゆっくりと彼の目が開いていく。

　クリステルの大好きな、太陽と月のような金銀の瞳。

　そこにクリステルの姿が映ると、ヴィリはかすかに囁いた。

「……クリステル様？」

（私の名前だわ。あなたが呼んでくれる、私の名前）

　それだけで涙が零れそうになるが、クリステルはぐっと我が慢まんした。起きた途と端たんに泣き顔なんて、誰だって見たくないに違いない。なるべく明るく笑ってクリステルは言う。

「ヴィリ。気分はどう？　立てる？」

　ヴィリはまだ少しぼうっとしているようで、小さく頷いて体を起こした後、ぽつぽつと細切れに喋り出した。

「長い──夢を見ていたような気がします。とても懐かしいひとたちが、背を押してくれる夢でした。創造主も、クリステル様のお父上も、わたしに、どこかへ行くようにと言って……皆、消えてしまった」

　ヴィリの言葉が胸に刺さって、今度こそ瞳が潤うるんだ。それでもまだクリステルは笑った。

　明るく笑ってヴィリの手を取り、指を絡からめて朗ほがらかに続ける。

「私も、みんなにいっぱい怒られちゃった。簡単に死ぬより、もっと行くところがあるだろう、って。……あのね、私、今日を自分の誕生日にすることにしたの。ここでお祝いをして、過去のことは過去のことにして、先へ進んでいこうと思っ……て」

　でも、ここまでが限界。簡単に声は詰まってしまい、クリステルはうつむいた。

「どうなさいましたか、クリステル様。何か、具合でも悪いのでしょうか」

　慌てたヴィリは逆に我に返ったらしく、軽やかに床へと下り立ってクリステルの顔をのぞきこむ。下から見上げられてしまい、クリステルはみっともなく片手で涙をぬぐった。

　もう片方の手は、まだヴィリと繫つないだままだ。もう、放したりなんかしない。

「違……う、ただ、本当に、ヴィリが……戻ってきてくれたのが、嬉しい……だけ」

　懸命にそれだけ言って、みっともない泣き笑いの顔を上げる。

　いつも完かん璧ぺきに笑っているなんて、自分には無理なことだった。これが自分だから仕方がない。クリステルは震えて告げた。

「ありがとう。大好き──ヴィリ。使用人でも、人形でもなくて、あなた自身が──この世界の何よりも大好き！」

　ヴィリはクリステルの顔を見下ろし、美しい目を瞠みはった。

[image: ]

　彼の瞳で感情が揺れている。驚き、戸惑い、そしてあふれてくる温かい何か。

「クリステル様……」

　ヴィリは言い、不意にクリステルを抱きしめた。いつものように優しい腕ではなくて、少しだけ力のこもった腕だ。

　途端に目の前が真っ白になるくらいに嬉しくなって、クリステルは無む我が夢む中ちゆうでヴィリにしがみつく。

　ヴィリが自分の肩口に顔を埋うずめて震えている。そのことが嬉しくてたまらなくて、愛しさが胸の奥からあふれてくる。零れてくる。止まらないので、ただひたすらに彼を抱きしめる。

　彼は生きている。

　あのとき、死ぬ覚悟だったクリステルを抱きしめてくれたヴィリは、ものすごく綺麗で優しかった。でも、なぜだろう。今のヴィリのほうが、すごく輝いて見えた。今のヴィリに触れられると、それだけで自分の肌が熱くなっているのがわかる。

　このまま溶け出してしまえばいいのに、とクリステルは思う。

　このまま溶けて、何もなくなってしまえばいいのに。そう心の底から願うと、実際に心も身体も溶け出していくような気持ちになった。何もかもほどけていく。ヴィリの心がわからない怖さも、彼が人形だという怖さも、すっかり熱さの中にほどけていってしまう。

　ヴィリとなら、きっと溶けてしまっても大丈夫。

　そう思ったとき、急にヴィリが身を引いた。放された体が熱さをもてあまし、クリステルは悲しげにヴィリを見上げる。

「ヴィリ……どうしたの？」

　訊いてはみるものの、ヴィリは戸惑った様子で自分の胸の位置を抑おさえて震えるばかりだ。

「あ、あの……ちょ、ちょっと、ちょっとだけ外で待っていてください！　ちょっとだけ！　その、すぐ行きますから、そこにいてくださいね。絶対にどこかへ行かないように！」

「え？　え？　何があったの？　どうしたの？　ヴィリ……？」

　わけがわからないまま、クリステルは天幕の外に追い出されてしまう。

　ついでに追い出されたバラッドとアーセルは、ふたりで実に微妙な顔になった。

「これは……もしや」

「嫌な予感がするね」

「嫌な予感とか言わんでください。まあ、多少気持ちはわからないでもないけど」

　ぼそぼそと囁きあったあげく、バラッドがちらと天幕の端をめくって中を見る。

　そして大変非人間的な彼にしてはごく珍しく、苦悩のうめきを上げた。

「ああ、ほら見ろ、やっぱりだ。わたしが丹たん精せいこめて直した途端に、人間になってしまうとは……贅沢と言おうか、もったいないと言おうか！」

「人間？　って、ことは……」

　バラッドが何を言っているのかとっさにはわからず、クリステルは自分の記憶を探る。

　いつか、ルカやアーセルが言っていただろうか。

　人形はごくたまに人間になることがある。

　──そう、ひとに恋をしたときだけ。

「恋、って……え……ええ？　ヴィリ、ほ、本当なの!?」

　思い出した衝しよう撃げきの事実に顔が真っ赤になり、クリステルは天幕に声をかけた。

　中からは悲鳴に近いヴィリの声が聞こえてくる。

「待ってください！　入らないで！　あなた、これはどういうことなんですか!?　なんで、わたしの身体が、こんな……」

「起こってしまったことは仕方がない。まあ喜びたまえよ、君の場合は元から青年形だったから、そう見た目に差異もない」

　中に入りこんだバラッドが音楽的な声で皮肉り、アーセルはクリステルの横でくすくすと笑いを漏らす。

　どうしよう。どうしよう。どうしようもないけれど、どうしよう！

　びっくりして、戸惑って、でもものすごく嬉しくて頭がくらくらする！

「ねえ、ヴィリってば！」

　赤くなったクリステルの声が青空に響き、瓦礫の上からは祝いの音楽が落ちてくる。

　それは新たな命の誕生を祝う歌だ。

　──そして同時に、いつかクリステルが書き記す、長い長い物語の最初のページに記される歌でもあった。
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　あとがき




　こんにちは、栗くり原はらちひろです。

　本作はいつのどことも知れない不思議な世界で繰り広げられる、生きた人形と人間の恋物語、「レプリカ・ガーデン」シリーズの二作目となっております。

　本来、前作は読み切りの予定だったような気がするのですが、皆様の応援で二作目をお届けできることになりました。本当にありがとうございます。

　とはいえ今回は前作とは主人公たちをがらっと入れ替え、お話自体もこれだけで読めるようになっている、はずです。

　前作は知らないけれど、本作の表紙に惹ひかれたわー、というあなたにも優しい仕し様よう。

　もしもお気が向きましたなら、鳥とり籠かごの中に生まれた女の子が一体どこへ行くのか、どうぞ見届けてやってくださいませ。

　逆に前作から読んでくださっている方には、前作で出てきた主人公たちが本作の時代にどうしているかもちらっとわかるんじゃないかと思います。あのひととかあのひと（？）とかもこっそり出てまいりますよ。




　はてさて、今回一応シリーズになったということで、設定もちょっと掘り下げたりしています。翻ほん訳やく児童書によく出てくる食べ物（というイメージが私にはあるんですが……）、オートミール絡がらみでも、ちょこっと小ネタを仕込ませていただきました。

　で、担当編集氏が、このオートミールのことがやけに気になったようでして。

（以下、本編のネタバレを含むかもしれませんので、本編未読の方はお気をつけください）

　担当氏「このオートミール、というのには、深い意味とかあったりするんですか？」

　私「え？　いや、オートミールはオートミールです。麦の粥かゆです（正確には、燕えん麦ばくという種類の麦を調理しやすく加工したもののことだそうですが）」

　担当氏「ああ……なんだかこう、全自動食物、みたいなダブルミーニングかと思いまして」

　……。オートミール……自動……auto meal……？　そんなわけないよ！　作中人物は英語で喋しやべっているわけじゃないと思うし！　日常的に使われるレベルの外来語は使ってるけど……っていうか、どうしてそんな発想になったんでしょう、担当氏。謎なぞです。

　ちなみに担当氏、その後ご自分でオートミールを作ってみたそうですよ。

　某超有名シリアルメーカーの、オールブ○ンを、牛乳で煮て。

　念のため申し上げておきますが、オートミールとオー○ブランは別物です。

　結果は、あまり美味ではなかったようでして……やはりシリアルは普通に推すい奨しようされた食べ方をするのがいいと思います。邪道な調理法をとったあげく、美お味いしくなかったからといって調味し直して焼いたりするのもお奨すすめしません。

　担当Ｆ澤さん、失敗した料理は、ときに捨てる勇気も必要だと思うんです。

　──読者の方々も、寝不足で料理をする際には重々お気をつけください。




　そんな話をしているうちに、そろそろお別れの時間が近くなってまいりました。

　最後にはなりますが、ものすごくかわいらしいクリステルと、美しいヴィリを描いていただきました明あ咲さきトウル氏には限りない感謝を捧げます。このクリステル、本当に撫なでたおしたいです。ルカよ、お前はなんという犯罪者（以下略）。極彩色をまとめあげる色彩感覚にも、感嘆しきりです。鳥籠ですね。そして温室ですね。

　そして今回も大変お世話になりました担当氏と、本書を手にしていただいたあなたに改めてお礼を申し上げつつ。……もしかしてまたこの世界でお会いできることがありましたら、あっちやらこっちやらがまとまったり何かが見えたりする……のでしょうかね？　はてさて。

　ご縁がありましたら、またお会いいたしましょう。
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